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　■Prologue






　場所は日本にある黄よ泉み柱ばしら内部の一室。

　部屋には窓は無く、床は金属のように固く黒い。天井に並ぶ円形の照明が、唯一の光源だ。

　その部屋に三人の少女たちが集まっていた。

　彼女たちは姉妹で、全員特徴的な銀髪をしている。

　その少女たちの長女、一ひと依えがソファーに座り、煙管きせるから紫煙をくゆらせる。胸が大きすぎるせいか着物の形が崩れ、片方の肩が露出している。彼女は銀髪を後ろで結び簪かんざしで留めていた。

　膝ひざには三女の三み依えが気持ちよさそうに眠っている。

　彼女は銀髪をセミロングに切りそろえ、日がな一日眠っているのが特徴だ。今も一依の膝を枕まくらに安らかな寝息をたてている。

　そんな彼女たちの前に五女の五い依よりが、報告に来る。

「出撃の準備が整ったので、明日には出発します」

　五依は銀髪をポニーテールに縛り、大きな胸を窮屈そうに着物の下に押し込んでいる。

　硬い口調通り、真面目まじめで融通が利かない面を持つ少女。

　裏を返せば責任感が強いということだ。そのため一ひと依えは安心して今回の作戦指揮を五い依よりに任せる。

「見せてもらった作戦書通り事が運べば、確実に神かむ威いを始末できると思うけど、何があるか分からないから気を付けて」

「ありがとうございます、一依姉さま。きっと一依姉さまのご期待以上の成果をあげてみせます」

「期待しているわね」

　一依は微笑ほほえみを浮かべる。

　今回の作戦に参加するのは五依だけではない。

　六む依え、七なな依え、さらに王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえしや日本の黄よ泉み柱ばしらを守護するＳＳＳ級禍マガ津ツ鬼キも投入する予定だ。

　これほどの戦力を整えるのに、さすがの一依も骨が折れた。

　しかし、お陰で自身でも納得できる戦力を整えてやることができた。

　一依は笑顔で五依を送り出す。

「気を付けて行ってらっしゃい」

「は！　行ってきます！」

　彼女は長女に作戦を任されたことで気合いが漲みなぎっている。

　鼻息荒く返事をすると、部屋を出て行った。

　その背を長女である一依は、頼もしげな瞳ひとみで見送った。






　■一章　夏祭り






　二〇三三年。

　本土から約一〇〇〇キロ離れた海上に造られた人じん工こう島とう──豊とよ葦あし原はら。

　その豊葦原にある天翼フエアリアの搭乗者養成学園のひとつ、晴せい海かい学がく園えんに通う生徒たちの夏冬の休みは世間一般的な生徒たちより短い。

　夏休みは八月一日から、三十一日までの一ヶ月だけ。

　将来、日本の防衛を担う生徒たちは皆、勉強に励んでいる。

　今年の四月から、豊葦原に転居し晴海学園に通う神じん代だい暁あき人とも、そんな高校生の一人だ。

　彼は『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威い』の王器使いである。

　王器とは──天翼フエアリア機体開発と並行して動いていた、日本での初期の極秘プロジェクトで生み出された特殊な武装兵器である。

　起動するには大量の霊れい子し力りよくの他ほかに相性が必要で、もし非適性者が使用した場合は霊子力を全すべて吸い取られ死亡する。しかし扱えれば、圧倒的な力を使用者にもたらす。

　いつしか人々は王器を起動・扱いうる人物を『王器使い』と呼ぶようになったのだ。

　そんな王器使いである彼は、翌日から夏休みにもかかわらず学園の第一闘技場で訓練に励んでいた。

　闘技場の中央には暁人以外にも三人ほど集まっている。

「それではこれからいつも通り特訓を始めるぞ！　準備はいいか神威、天てん輪りん！」

　暁人の正面に立つアイリス・アクアリスが告げる。

『王器製造番号肆よん、鬼灯ほおずき』の王器使いだ。

　見た目は完全に小学生で、一番小さいサイズの制服でも袖そでが余り手が出ていない。

　実際は暁人より年上の十八歳だが、彼女のたっての要望で同じクラスに通っている。

　腰まで伸びた金髪に大きなリボン、くりくり動く大きな瞳ひとみ、赤ん坊のようなきめ細かい白い肌、血色のいい赤い唇。

　まるで神が手ずから作ったように可愛かわいらしい美少女だ。

　そんな彼女は──二ヶ月半前のゴールデンウィークが明けた五月半ば頃ごろ、暁人に会うため豊葦原を訪れた。

　彼女の姉であるオルタシアが唆そそのかされて乗せられた暴走王器『王器製造番号拾じゆう、生いく魂たま』を止めるため手を借りに来たのだ。

　そして暁人たちはアイリスと協力し、最終的には無事、彼女を助け出すことができた。

　オルタシアは現在は豊葦原の病院に居おり、今も病室のベッドで眠り続けている。

「オレは問題ない」

「わたしもいつでもできるわよ」

　暁あき人とが答え、彼の隣に並ぶ篠しの原はら千ち桜さも返事をする。

『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りん』の王器使いだ。

　彼女も晴せい海かい学がく園えんの制服姿で、右腕に巻いた勾まが玉たまに手を添える。

　背は低く、腰まで伸びたなめらかでつややかな髪。

　長い睫毛まつげに、二重の大きな瞳ひとみ、白磁器より白い肌──男性なら誰だれもが見み惚とれるほどの美少女だ。

　だが、容姿より目を引くのは、メロンみたいに大きな胸だ。身長が低いのに、胸はグラビアアイドルより大きい。

　晴海学園の制服を内側から押し上げ、魅力的な膨らみの曲線を描いている。

「お二人とも頑張ってください」

　もう一人、暁人たちから距離を取り、特訓を見守っているのが五いつつ橋ばし紅葉もみじだ。

　暁人たちと同じクラスで委員長を務めている。

　紅葉も晴海学園の制服姿だった。

　ピンと伸ばした背筋。アーモンド状のちょっと吊つり上がった目にリボンで結ったツインテール。

　千桜よりやや胸は小さいがバランスの取れたスタイルで、制服がよく似合っている。

　午前中、一学期の終業式を終え、学園の食堂で昼食を済ませると、四人は学園内の第一闘技場に集まった。

　ここで週に一回、暁人たちは王器を覚かく醒せい──神しん化かさせ神じん器き化させるための特訓をおこなっている。

　神器化は一朝一夕でできるものではない。

　そのためこの中で唯一、王器を神器化させることができるアイリスの指導の下、暁人と千桜は訓練に励んでいるのだ。

　アイリスが、暁人と千桜に指示を出す。

「では、始めるか。まずは王器を出してみせろ」

　彼女の言葉に従い、二人は勾玉に意識を集中させる。




「「一ヒ二フ三ミ・四ヨ五イ六ム七ナ八ヤ・九十百千コトモチロラネ！」」




　暁人と千桜が『ひふみ神う歌た』を叫ぶと、勾玉は卵が孵かえるようにひび割れ光を零こぼす。

　暁あき人との天翼フエアリアは富ふ士じ城しろ重じゆう工こう社製・大だい太だ螺ら─二一。速度と機動性能に優れた近接主体の機体だ。黒い鞘さやに収まった神かむ威いを手にしている。

　千ち桜さの天翼フエアリアは小こ鈴すず社製・千せん本ぼん櫻ざくら。

　腰回りに浮遊する四つの車輪──天てん輪りんを展開する。

　アイリスは二人が準備を終えたのを見届けると、口を開いた。

「……では、まずはどうすれば王おう器きを『神じん器き』に変化させることができるか説明してみるがいい。神威！」

「王器に意識を集中させ、自分の体の一部と考え扉を開くように王器の力を引き出す──だったよな」

「正解だ！　さすがアイリスの夫だ」

　アイリスは、姉であるオルタシアを暴走王器『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆう、生いく魂たま』から助け出してから暁人を夫と慕うようになった。暁人自身何度も訂正するが、頑かたくなに主張を変えようとせず最近はほぼ諦あきらめ気味だ。

　代わりに千桜と紅葉もみじが、激しく否定する。

「だから、それはアイリスの勘違いだって言ってるでしょ！」

「そうです！　いい加減、暁人さんの妻を気取るのは止めてください」

「妻を気取るも何も真実を話して何が悪い？」

　しかし、アイリスはどこ吹く風で態度を変えない。

　暁人は慌ててフォローを入れる。

「みんな落ち着いて、とにかく特訓を始めよう。折角週一回の練習日なんだから」

　本来、闘技場は自主訓練の生徒たちで混雑している。

　しかし今日は暁人たち以外は誰だれもいない。なぜなら、暁人たちがこの場を貸し切っているからだ。

　一部の例外を除き王器使い以外、知られてはいけない事実──『王器の神器化』の練習をするためには、当然ではあるが闘技場に人がいない環境が必要だ。

　安易に人目にさらせない練習のため場所は限られる。

　そのため担任の藤ふじ山やま美み咲さきから許可をもらい、闘技場で練習をおこなっている。だが、さすがに毎日、放課後に独占する訳にもいかない。

　一般生徒の天翼フエアリア搭乗者たちだって、本来なら自分たちだけで貸し切ってのびのびと練習をしたい──というのが本音だろう。

　なのに王器使いだからと言って、毎日の放課後に闘技場を貸し切って一般生徒たちを追い出していたら怨うらみを買うだけだ。

　我わが儘ままを押し通して、わざわざ反発を招いたり、不信感を抱かせるマネをしなくてもいいだろう。

　故に暁あき人とたちは『王おう器きの神じん器き化』の練習を週一回に抑えていた。

「神かむ威いの言うとおりだな。それでは練習を始めるぞ！　二人とも王器に霊れい子し力りよくを流すのだ」

　アイリスの指示に暁人と千ち桜さが頷うなずき、自分たちの王器に霊子力を流す。

　王器に霊子力を流すことで、自分自身の体の一部として認識する訓練だ。

「二人とも、もっと集中しろ！」

「「…………ッ」」

　暁人と千桜は眉み間けんに皺しわを寄せ、言われた通り深く意識を集中させる。

　アイリスは二人の前で腕を組み、さらに指示を飛ばす。

「霊子力が続く限り、王器に霊子力を流し込み続けろ。王器との一体感を感じることができたら、『ひふみ神しん言げん』を唱えてみるのだ！」

　アイリスの指示から数分後、二人は額に汗を浮かべながら『ひふみ神言』を高らかに唱える。




「「一ひ、二ふ、三み、四よ、五い、六む、七な、八や、九こ、十と、布ふ瑠る部べ、由ゆ良ら由ゆ良ら止と、布瑠部」」




　暁人と千桜の王器が二人から大量の霊子力を吸収する。

　二人は拷問に耐えるような苦く悶もんの表情を作る。

　しかし、二人の努力は実らず、王器は小さな光をこぼしただけで、その他の変化はまったく起きない。

　それでも二人はめげずに意識を王器へと集中させる。

　奥歯を噛かみしめ眉間に皺を寄せ、ひたすら霊子力を注ぎ込む。

　だが、それ以上の変化を起こすことはできなかった。

　上う手まくいっていないが、それでもアイリスは暁人、千桜を褒める。

「二人とも短期間でずいぶん進歩したぞ。だが、もっと意識を集中させて、王器と心を重ねなければ真の力を引き出すのは無理だ」

「もっと意識を集中か……やってはいるんだけどな」

「まだまだ足りないぞ、神威。もっと、も[image: ][image: ][image: ][image: ]っと自身が王器になるぐらいに意識を集中させなければ力を解放することは不可能だ」

「自分が王器になるぐらいか……分かった。頑張ってみるよ」

「暁あき人と、わたしも付き合うわ」

　千ち桜さも暁人と一緒に練習を再開する。

　こうして二人は自分たちの霊れい子し力りよくが切れるまで特訓を繰り返した。




　▽△




　太陽が傾く夕方。

　ようやく暁人たちは練習を終える。

　まだ霊子力に余裕はあったが、さすがにこれ以上、学園に残ることができないため帰宅の準備を始めたのだ。

「そういえば皆、知ってる？　今日、家の近くの大通りで夏祭りがあるんだって」

　シャワーを浴び終え、校門前に集合した暁人たちに、千桜が言う。

「今朝、わたしがゴミ出しの当番だったでしょ。そのとき町内掲示板にポスターが貼はってあったのよ。せっかくだし帰り道に寄ってみない？」

「おお！　ジャパニーズ・フェスティヴァルか！」

　千桜の提案にアイリスが期待で瞳ひとみをキラキラと輝かせる。

　興奮気味に鼻息荒く、暁人に詰め寄る。

「神かむ威い！　アイリスはジャパニーズ・フェスティヴァルに行ってみたいぞ。寄ってもいいか？」

「そうだな、せっかくだしちょっと寄ってみるか。ついでに夏祭りで夕飯を買おう」

「フェスティヴァルでクレープは売ってるか？」

　アイリスがクレープの味を思い出し、恍こう惚こつの表情を浮かべる。

　そんな彼女に千桜がちくりと釘くぎを刺す。

「クレープはお菓子でしょ。ちゃんと夕飯になるようなご飯を買わないと」

「そうは言っても、アイリスはジャパニーズ・フェスティヴァルで何が売っているのか詳しくは知らないんだ。夕飯になるようなものと言われても分からないぞ」

「ならアイリスのためにも屋台で色々買おうか。クレープみたいに気に入るのがあるかもしれないぞ」

「夏祭りに行くのはいいとして、皆さん制服のまま立ち寄るつもりですか？」

　暁人たちが楽しく談笑していると、今まで黙っていた紅葉もみじが口を開く。

「そのつもりだけど。家に帰って荷物を置いて、着替えて出かけるなんて二度手間じゃないか」

「そんなの絶対にダメです！」

　返答を聞いて、紅葉もみじが語気を荒らげる。

「せっかくの夏祭りなのに制服でなんて情緒がなさ過ぎます！　一度家に帰ってちゃんと浴衣に着替えるべきですよ」

　紅葉の迫力に暁あき人とたちは後あと退ずさる。

　千ち桜さは恐る恐る手を挙げ発言した。

「い、委員長の言いたいことは分かるけどわたし、浴衣なんて持ってないわよ」

「アイリスもだ。今から浴衣を買うのはいささか手間ではないか？」

　二人の指摘に紅葉が珍しく自慢げに胸を張る。

「その点は大丈夫です。私が前に暮らしていたマンションに浴衣、下げ駄た、巾きん着ちやく、簪かんざしなど──衣装がいくつもありますから。皆さんは先に戻ってください。私は一度、元住んでいたマンションに戻って荷物を持って来ますから」

「三人分なら結構な量になるだろう。荷物持ちにオレも付き合おうか？」

　暁人が紅葉を気遣い、声をかける。

　紅葉は朗らかに微笑ほほえみ、暁人の申し出を受ける。

「ありがとうございます。では、お二人は先に家に戻っていてください。私は暁人さんと一緒にお二人に似合う、ピッタリの浴衣をセレクトしてきますから！」













　いつもなら暁あき人とと紅葉もみじを二人っきりにするのを避けるため、『自分たちも同行する！』と声をあげるはずだが……。

　紅葉の浴衣に対する強いこだわりを肌で感じたのか、勢いに呑のまれて千ち桜さとアイリスは素直に従う。

「あ、うん、それじゃ委員長、お願いね」

「せ、世話をかける」

「大船に乗ったつもりで任せてください」

　紅葉は自信たっぷりに胸を叩たたく。

「そうと決まったらすぐに元のマンションに戻らないと。選んでいるうちに夏祭りが終わってしまったら元も子もないですから。では、急いで行きましょうか、暁人さん」

「お、おい！　ちょっと待ってくれ！」

　紅葉は暁人を置いていく勢いで、元住んでいたマンションへと足早に歩き出す。

　その速さはまるで疾風のごとしだ。

　千桜とアイリスはその勢いに何も言えずに、遠ざかる二人の背中を眺めた。




　▽△




　約四ヶ月ぶりに、暁人は紅葉が前に住んでいたマンションを訪れた。

『私はたまに掃除や風通しをするために来てますよ』と紅葉が笑顔で言う。

　彼女は甘ロリ、ゴスロリなど趣味が溢あふれ出るほど詰まっている私室には向かわず、別の一室へと足を運ぶ。

　そこに浴衣、小物などが置かれているらしい。

「浴衣の準備をしますので、暁人さんはリビングで少々お待ちください」

「了解、準備が終わったら声をかけてくれ」

　紅葉は頷うなずくと部屋に篭こもってしまう。

　暁人は途中で買ったペットボトルのお茶を飲みながらソファーにもたれかかる。

　このマンションは紅葉の荷物置き場になっているため、飲み物や食べ物が置いていないのだ。

「……ここに来たのも久しぶりか。なんだか懐かしいな」

　前に紅葉に招待してもらってこのマンションに来たのは、晴せい海かい学がく園えんに入学してすぐの頃ころだった。

　あの頃ころの紅葉もみじは、委員長としての責任感からか暁あき人とに食ってかかったりしていた。

　そのためよく千ち桜さと言い争いになっていたりしたものだった。

（あれからそんなに時間が経たっていないのに、こんなにも紅葉と親しくなれるとは、あの頃は思ってもいなかったな）

「どうしたんですか暁人さん、そんなに嬉うれしそうな顔をして？」

　準備をしていたはずの紅葉が、ドアから顔を出す。

　暁人はいぶかしげな表情をする紅葉を見て、微笑ほほえむ。

「いや、入学した頃に紅葉によく怒られてたことを思い出して。あの恐こわかった委員長も丸くなったな、って思ったら懐かしくて」

「も、もう暁人さん、そんなこと言わないで下さい！　反省してますから……」

　紅葉が赤くなってドアの向こうに顔を引っ込める。

「ごめんごめん、責めるつもりじゃなかったんだ。気を悪くしたんだったら謝るよ」

「……そんな、暁人さんが謝ることなんて何もありません。あの頃の私が幼かったんですから」

　そう言って、紅葉がドアの向こうから姿を現す。

　畳んだ浴衣を持ち、少し俯うつむいて小さな声で続ける。

「……あの頃の私は、自分の小さな世界だけが正しいと思っていました。いつか、立派な天翼フエアリア乗りになって、この世界の役に立つんだって。そう思っていました」

　彼女の手が、握られる。

「でも……戦場に出て、思い知りました。自分の小さな矜きよう持じなど、何の役にも立たないと。もっと強くならなければ、暁人さんたちと一緒にいる意味なんてないんだ、って」

「そんなことない。オレは紅葉が一緒に戦いに出てくれて、凄すごく助かってるよ。この前の戦いだって、紅葉がいたから勝てたんだ」

『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆう、生いく魂たま』と戦った時──追いつめられたあの瞬間に、紅葉が来てくれなかったら暁人たちはやられていただろう。

　暁人はそのことに心から感謝をしていた。

「ありがとうございます、暁人さん。でも、私はもっと強くなりたい。暁人さんと一緒に、この世界を守れるくらいに」

「ああ、きっとなれるよ。オレたちが力を合わせれば、きっとどんな敵にだって負けない」

　紅葉と暁人だけじゃない。

　アイリス、そして千桜もいる。

　三つの王おう器きと、仲間の絆きずな。それを合わせれば、どんな敵にだって立ち向かえる。

「はい、私もそう思います。ずっと暁あき人とさんの隣で、一緒に戦って──そして、この禍マガ津ツ鬼キとの戦いをきっと終わらせる。それが、今の私の願いです」

　そう言って、紅葉もみじは暁人の隣に立ち、彼の肩に頭を預けてくる。

「そうだな。どんな戦いだって、負けない。オレたちは、絶対に」

　暁人は自分自身に言い聞かせるように呟つぶやく。




　そして暁人たちは紅葉が選んだ浴衣や小物を持ち、紅葉のマンションを出た後、約三十分程で今住んでいるマンションに戻る。

　部屋では待たせすぎたのか、お腹なかを空かせた千ち桜さとアイリスがぐったりと倒れていた。




　▽△




「皆、遅いな」

　暁人は携帯で時間を確認する。

　さすがに男物の浴衣は紅葉の部屋に無かったため、彼だけ先にお祭り会場に足を運んでいた。

　部屋で待っているつもりだったのだが、女性陣から『外での待ち合わせが良い』と押し出された形になる。

　服装は制服から着替えたジーンズに半はん袖そでシャツという、ラフな恰かつ好こうだ。

　祭りは想そう像ぞう以上に規模が大きかった。

　普段は車が通る道路は区間を通行止めにして封鎖されている。通りがかった車は運営委員会の係員に別の道へと誘導される。

　そのため大通りの道路は行き来が自由で、まるで歩行者天国のようだ。

　両りよう脇わきには多くの屋台が並んでいる。

　本土の実家に帰省前の生徒たち、豊とよ葦あし原はらの職場に勤めている大人、生徒の親類縁者らしき人物など──多数の人々が見物に訪れている。

　大通りは広いため見物客の密度はそこまで高くない。

　スピーカーから流れる祭まつり囃子ばやし、屋台店員のかけ声、客たちの楽しそうな喧けん騒そうを耳にしていると今が禍津鬼たちと戦争状態だということを忘れてしまう。

（禍津鬼側にあの月げつ歌かさんが寝返るだなんて……）

　約二ヶ月前、アイリスの姉を救出する際、六む依えと名乗る少女と対たい峙じした。

　なんとか倒すことができたが、『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえし』の鏡かがみ月げつ歌かが六む依えを助け出したのだ。

　どんな理由で人類を裏切り禍マガ津ツ鬼キ側に付いたのかは本人に聞かねば分からない。

　もし間違っている道に進もうとしているのなら、自分だけではなく千ち桜さ、紅葉もみじ、アイリスの力を借りて月歌の誤りを正そうと思う。

　──そして、共に戦う彼女たちに、部屋から追い出されてそろそろ三十分。

「みんな遅いな……まだ着替えてるのか？」

　一人愚痴っていると、タイミング良く紅葉が声をかけてくる。

「すみません、お待たせしてしまって」

　振り返るとそこには浴衣姿の三人がいた。

　一番最初に目に入ったのは紅葉の浴衣だ。

　名前の通りの紅葉柄の浴衣に袖そでを通し、手には同色の巾きん着ちやくと下げ駄た。

　アイリスは青い下地に百ゆ合り柄だった。唯一、下駄ではなくいつもの靴を履いている。鼻緒で靴擦れを起こす可能性があるためだろう。

　千桜は桜の柄と色の浴衣を着ていた。

　小柄のわりに胸が大きいが、紅葉の着付けのお陰かとても似合っている。

　暁あき人とは一通り見み蕩とれた後、感想を告げる。

「みんな凄すごく似合ってるよ。夏祭りの雰囲気にぴったりだ」

「あ、ありがとう暁人……」

「ふふふ、もっと妻を褒めるがいいぞ」

　千桜は褒められて恥ずかしそうにお礼を告げ、アイリスは自慢げに薄い胸を反らす。

　コーディネートを担当した紅葉は、自分も含めて皆が褒められたことを喜び、相好を崩した。

「そうですよね。篠しの原はらさんもアイリスさんも、とっても似合ってますよね。頑張って選んだ甲か斐いがありました」

「アイリスとしては浴衣を着られるのは嬉うれしいが、もう少し早く戻ってきて欲しかったぞ。お腹なかぺこぺこだ……」

　アイリスは悲しそうな表情でお腹を押さえる。

　いつも夕飯を食べる時間を大分過ぎていた。お腹が減るのは当然だ。

「それじゃみんなも集まったことだし、まずは夕飯がてら屋台で色々買って食べようか」

　暁人の提案に女性陣が賛成の声をあげる。

　四人は早速、賑にぎわう雑踏の中へと踏み出した。




　暁あき人とたちは屋台を回り、焼きそば、たこ焼き、お好み焼き、フランクフルト、イカ焼きを買う。

　ちょうど臨時で置かれたベンチが空いていた。

　千ち桜さたちが座り、暁人が立った状態で遅めの夕飯を口にする。

　アイリスは早速、好物のたこ焼きを食べる。

「はふ！　はふ！　やっぱりタコヤキは美う味まいな！　この前、手で掴つかんで食べるクレープ屋の側そばで買ったタコヤキも美味かったが、この屋台のも美味いな！」

　アイリスが初めて暁人たちと出会った五月半ば頃ごろ、彼女を伴って放課後、クレープを食べにみんなで出かけた。

　最初、フランス人である彼女は手で食べるクレープに激怒していた。

　本場フランスではクレープはナイフとフォークで食べるもので、具材も生クリームは使わない等など、日本のものとは異なるためだ。

　だが、実際に食べてみると評価は一転。自分のクレープだけではなく、千桜、紅葉もみじ、暁人の分まで食べてしまったのだ。

　その時、クレープだけではなく、近くのたこ焼きも買ってアイリスに食べさせた。

　最初は上に乗っている鰹かつお節ぶしを『虫』と見誤り、『日本人は虫を食べる！』と誤解したのだ。

　ところが口にすれば日本式クレープの時と同じで一転、『マヨネーズとソースもいいが、このカツオブシとやらの風味が絶妙だな！』と満足そうに食べたのだ。

　これ以後、アイリスは日本式クレープやたこ焼きが好物になった。

　暁人、千桜、紅葉もアイリスに続いてたこ焼きに爪つま楊よう枝じを刺す。

「お店で買って食べるたこ焼きも美お味いしいけど、やっぱり屋台のたこ焼きが一番美味しいよな」

　暁人がはふはふと口元を動かしながら、感慨深げに告げる。

「分かる、分かる。材料や手間なんかも、ちゃんとした専門店には負けるんだろうけどやっぱりたこ焼きは夏祭り、出店で食べるのが一番よね」

「やはり味だけではなく、夏祭り特有の雰囲気が味をさらに美味しくしてくれているのではないでしょうか」

　千桜、紅葉が暁人の言葉に賛同する。

　たこ焼きはあっという間に消費されてしまう。

　アイリスが悲しそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「はぁぁー、タコヤキがもう無くなってしまった。どうして美お味いしい物はすぐに無くなってしまうのだ？」

「何、哲学めいたことを言ってるんだよ。ほらまだまだ出店の食べ物は買っただろ？　次はお好み焼きなんてどうだ？　こっちもたこ焼きと同じ粉物……えっと似た材料で作られているからきっとアイリスの口に合うと思うぞ」

　落ち込むアイリスに暁あき人とが、プラスチック容器に入れられ輪ゴムで蓋ふたを留められたお好み焼きを手渡す。

　アイリスが輪ゴムを外すと、ソースがたっぷり塗られ鰹かつお節ぶしが生きているように躍る熱々のお好み焼きが姿を現す。

　ビジュアルだけで食欲を激しく刺激する屋台のお好み焼きだ。

「おおぉ！　確かにカツオブシもたっぷりかかっていて美う味まそうだ！」

　たこ焼きが無くなり落ち込んでいたアイリスのテンションが、一気にマックスへ振り切れる。だが、彼女はたこ焼きで使っていた爪つま楊よう枝じを手に悪戦苦闘する。

「ううぅ、オコノミヤキは重くてツマヨウジではとっても食べ辛づらいぞ……」

　いまだにアイリスは箸はしの扱いが苦手だ。

　さすがにたこ焼き屋やお好み焼き屋の屋台にフォークは置いておらず、今にも折れそうな爪楊枝で食べていた。しかしさすがにお好み焼きを爪楊枝で食べるのは困難で、行儀が悪い。

「ほら、貸してみて」

　見かねた暁人が、アイリスからお好み焼きのパックを受け取ると、食べやすいように箸で切ってやる。

　間に挟まっていた豚肉やキャベツに手間取ったが無事、食べやすい大きさに切り分けることができた。

「これで食べやすくなっただろ？」

「おぉ！　さすがアイリスの夫だな！　気が利くではないか！」

「だから、誰だれが夫よ！　暁人は誰のものでもないわよ！」

「そうです！　暁人さんは『今は』誰のものでもありませんわ！　『今は』！」

　アイリスの『夫』発言に千ち桜さ＆紅葉もみじが食い付く。しかし、千桜の矛先は紅葉の発言により今度は彼女へと向けられる。

「委員長、暁人が『今は誰のものでもない』ってどういう意味よ。なぜ『今は』なんて付けたの？」

「あら、別に不自然なことなんてありませんよ。暁人さんだっていつかは誰かと結ばれ、家庭を持つのは当然ですから」

「そうね……いつかは暁あき人とも家庭を持つわよね。いつかは……」

「そうですね。いつか、誰だれかと……」

「ふふふ」

「うふふふ」

　千ち桜さ、紅葉もみじは互いに黒いオーラのような物を放ち、互いに顔を向け合い笑い合う。話の中心人物である暁人は、そんな二人に声をかけることもできずただ苦い笑いを浮かべることしかできなかった。

　一方、アイリスは暁人に切り分けてもらったお好み焼きを初めて口にする。

「美う味まい！　オコノミヤキも美味いぞ！　タコヤキと同じ材料を使っているのに食感が全然違うぞ！」

　彼女は嬉うれしそうに感想を漏らし、二切れ目に手を伸ばす。しかし、それはアイリス自身が食べるのではない。

　彼女は満面の笑みで爪つま楊よう枝じで刺したお好み焼きを暁人へと差し出す。

「はい、神かむ威い、あーん」

「うえっ!?」

　アイリスの予想外の行動に暁人は変な声を漏らしてしまう。

　彼女は邪気のない笑顔で、

「遠慮することはないぞ、オコノミヤキを食べやすくしてくれたお礼だ。気にせず食べてくれ！　ほら、あーん」

　さすがにそう言われて断る訳にもいかない。

　暁人は照れながら、口を開く。

「あ、あーん」

「どうだ、美味いだろ！」

「あ、ああ、とっても美お味いしいよ」

「むぅ、このオコノミヤキはサイズが大きいな……今度は神威が食べさせてくれ」

「えぇええぇっ!?」

　アイリスの何気ない一言で、睨にらみ合っていた千桜、紅葉が腰を浮かせる音が聞こえてくる。

　アイリスはそんな二人に気付かず催促する。

「そんなに驚かなくてもいいではないか。神威に切り分けてもらったとはいえ、このサイズをツマヨウジで持ち上げたら確実に折れてしまう。だから、食べさせて欲しいのだ。ダメか？」

「い、いや、ダメじゃないけど……」

　彼女に他意が無いのは態度で理解できる。だから、無下に断り辛づらいのだ。

　暁あき人とは箸はしで大きめに切り分けてしまったお好み焼きを持ち上げ、アイリスの口元へと運んでやる。

「は、はい、あーん」

「あーん、んん！　やっぱりオコノミヤキは美う味まいな！」

「はははっ、喜んでもらえて嬉うれしいよ」

　そして、アイリスは爪つま楊よう枝じで食べられる残ったお好み焼きの処理にかかる。

　これで話が終われば平和なのだが……やっぱりそう上う手まくはいかない。

「暁人！」

「暁人さん！」

　千ち桜さ、紅葉もみじが先程まで睨にらみ合あっていたのが嘘うそのように仲良く声を重ねて暁人の方へ身を乗り出し迫ってくる。

「私にも食べさせてください！」

「まさかアイリスだけ特別ってわけじゃないでしょうね……」

「も、もちろんだよ。二人ともお好み焼きでいいか？」

　紅葉、千桜の有無を言わせない迫力に押されて、暁人は声を上擦らせながら同意するしかなかった。

　二人にもアイリスにしたように暁人が箸で『あーん』と食べさせる。

「はぁ～幸せです。暁人さんに食べさせてもらえるなんて。まるで恋人同士みたいでとっても嬉しいです」

「ま、まぁ悪くないかな」

　紅葉はうっとりと瞳ひとみを潤ませ、千桜は素っ気ない言葉を口にするが喜びで潤んだ表情は隠し切れていなかった。

　次は焼きそばを食べる。

　これも爪楊枝では食べられないが、アイリスは箸を子供のようにギュッと掴つかみなんとか完食する。

　フランクフルトは箸や爪楊枝が必要ないため問題なし。

　アイリスは日本の屋台初体験だったが、ほとんどの物は美お味いしく食べられた。

　残る最後の一品はイカ焼きだが……アイリスは串くしに刺さったイカ焼きに齧かじり付くと微妙な表情になる。

　暁あき人とは気を遣って声をかける。

「どうしたアイリス、美お味いしくないか？」

「……味のないゴムを噛かんでいるみたいだ」

　暁人は自分のイカ焼きを口にしてみる。

　香ばしい醤しよう油ゆが口内を満たし、イカの弾力と歯触りが絶妙な一品だ。

　日本人としては十分、味が有り、美味しい屋台料理だと思うのだが……アイリスには不評らしい。

「神かむ威いは美味しそうに食べているが、これ本当に美味しいと思って食べているのか？」

「うん、美味しいぞ」

「そうか……アイリスの味覚がおかしいのか？」

　彼女は不思議そうに首を傾かしげる。

　日本では高級食材である松まつ茸たけも、海外では洗っていない靴下の臭においがするキノコとして不評らしい。

　恐らくイカもその類たぐいの食材なのだろう。

「口に合わないなら無理して食べる必要はないよ。残りはオレが食べるから」

「すまん、後は頼む」

　微妙な顔でアイリスは齧かじりかけのイカ焼きを暁人へと手渡す。

　千ち桜さ、紅葉もみじが何かを言いたそうだったが、食材を無駄にする訳にはいかずしかたなく黙る。

　一通り食べ終わり、アイリスは幸せそうに帯の上からお腹なかを撫なでる。

「食べた、食べた！　イカヤキ以外は全部美味しかったぞ！　さすがジャポンだ！　しかしどれも味が濃くて喉のどが渇いたな。何か飲み物はないか？」

「あんたはどこぞの王様か」

　アイリスの自由気ままな態度に千桜が思わずツッコミを入れる。

「まぁまぁ確かに喉は渇いたし、折角の夏祭りなんだからアレを飲もうぜ」

「ああ、確かにこういう機会でもないと飲みませんもんね」

「いいわね。わたしも久しぶりに飲みたくなっちゃった」

「？　アレとはなんだ？」

　暁人の提案に千桜、紅葉が納得する。

　一人、アイリスだけが付いていけず小首を傾げる。

「それじゃちょっとここで待ってて、すぐに買ってくるから」

　暁人は、場所の確保を女性陣に任せて雑踏へと消える。

　十分ほどで夏祭りの名物──ラムネを買ってきた。

「お待たせ、買ってきたよ」

「懐かしい。中学生以来、久しぶりに飲むわ」

「私もです。中学時代にお友達と夏祭りに行ったとき飲んで以来です。こういうとき以外、飲む機会というか、タイミングがありませんもんね」

「確かに委員長の言う通りね。夏、しかもお祭り以外で、ラムネが売っている所なんてまず見たことないし」

　千ち桜さ、紅葉もみじが暁あき人との買ってきたラムネを前に思い出を語り、はしゃぐ。

「はい、これはアイリスの分」

「う、うむ……」

　一方、アイリスは暁人からラムネを渡されたが、どうしていいか分からず受け取ったまま思案する。

　ラムネはガラス製の瓶で、飲み口はプラスチックフィルムで封がされている。

　暁人、千桜、紅葉を観察すると彼らは迷い無く、フィルムの封を剥はがしている。彼らに従いアイリスも封を開ける。

「む？」

　瓶の飲み口にピンクの『凸』の形をした蓋ふたのような物がある。中身を漏らさないよう蓋の役目をしていると思っていたが、どうやら違うらしい。

『凸』はまったく抵抗なく外れる。

　飲み口を覗のぞくと、どうやら丸い球体──ビー玉が中身が漏れないように内側から封をしていることに気付く。

　アイリスは指で押そうとするが、動く気配をみせない。

　困り果て、暁人に尋ねる。

「神かむ威い、どうやら内側から栓をされているようなのだが、これはどうやって開ければいいんだ？　このままだと飲めないのだが」

　暁人は予想していたことを尋ねられたことが嬉うれしくて、思わず笑みをこぼす。

　彼は自分のラムネを見本にアイリスへ開け方をレクチャーする。

「これはラムネっていう飲み物で、ビー玉で蓋がされてるだろう？　だから、この飲み口に付いていた器具を押し当てて」

　暁人は『凸』を飲み口に押し当て、手のひらで一気に押し込む。ビー玉が押し出され、塞ふさいでいた炭酸ガスと一緒に中身が溢あふれ出る。

「こうして飲むんだ。面白いだろ？　アイリスもやってみなよ」

「う、うむ、こうやって、こうだな」

　アイリスは見よう見まねで『凸』を押し当て、蓋ふたをしているビー玉を押し出す。同時に溜たまっていたガスと中身が溢あふれ出る。

「わぁわっ！　神かむ威い！　中身がこぼれるぞ！」

「はっはっはっ！　早く飲まないと中身が全部なくなっちゃうぞ」

「そ、それは困るぞ！」

　アイリスは暁あき人とに煽あおられ、慌てて『凸』を外して口を付ける。

　強い炭酸の刺激に目をギュッと細める。

「ぷはぁ！　冷たくて、シュワシュワしてるぞ！」

　どうやら口に合ったらしく、イカ焼きのときとは違って瞳ひとみをキラキラと輝かせる。

「やっぱり夏祭りっていったらラムネよね」

「ですね。本当に久しぶりに飲みましたよ」

　千ち桜さ、紅葉もみじも満足げに感想を漏らす。

　ラムネを飲み干し、ゴミを片付け終える。

　一通り腹ごしらえが済んだところで、今度は四人で遊べる屋台を端から順番に見て回った。




「これはなんだ？」

　アイリスは一軒の屋台に興味を持つ。

　玩具おもちやの銃。

　カウンターの先には棚に並べられた大小の品物が置いてある。

　射的屋だ。

　暁人がアイリスに説明をする。

「あの銃の先にコルクを詰めて、棚に並んでいる賞品を撃ち落としたらその品物がもらえるゲームだよ」

　ちょうど、浴衣を着た子供の男女がやっていた。

　二人ともキャラメル箱を仲良く一個ずつ落とす。屋台のオジさんから品物を受け取ると、笑顔で屋台を後にした。

　その姿を眺めていたアイリスが鼻息荒く手を挙げる。

「アイリスも射撃をやってみたい！」

「射撃じゃなくて、射的な。オジさん、お願いします」

「はいよ。一回、三〇〇円ね」

　暁あき人とは財布から一〇〇円玉を三枚取り出し、オジさんに渡す。

　弾となるコルクが五つ入った受け皿を渡された。

「入れ方、分かりますか？」

「任せろ、さっきの子供たちを見てたから大丈夫だ」

　紅葉もみじは心配して声をかけるが、アイリスは体に対してやや大きすぎる射的銃の先にコルクを詰める。

　コルクを詰め終えると、銃を構える。

　体を半はん身みに、足を肩幅に開く。

　ストックを肩に当て、左手は銃床を支える。

　教本に載っていそうな綺き麗れいな立射姿勢を取る。

　アイリスの狙ねらう獲物は、一番上にある大きなクマのヌイグルミらしい。

「すぅー、はぁー……」

　息を吸い、吐く。そのまま息を止めて、そっと引き金を絞った。

　コルクは勢いよく飛び出すが、狙いとはまったく違う明後日あさつての方角へ飛んでいく。

「な、なぜだ！　アイリスがこの距離を外すなんて！」

「いや、アイリス……それはあくまで玩具おもちやの銃だから本物のつもりで撃っても当たらないよ」

　さすに見かねた暁人が指摘する。

「さっきの子供たちだって、アイリスみたいには撃ってなかっただろ？　身を乗り出して、銃を的へ伸ばして撃っていたじゃないか。そうしないと当たらないんだよ。それにあの大きなヌイグルミを狙ってるようだけど、その銃の威力じゃ落とすのは無理だぞ」

「では、どうすればあのヌイグルミを落とせるのだ？」

「だから、あのヌイグルミはあくまで客寄せパンダで、元々渡すつもりなんてないものなのよ」

　千ち桜さが説明すると、アイリスは頬ほおを膨らませる。

「そんなのサギではないか!?」

「人聞きの悪いこと言わないの。こういうのが屋台の醍だい醐ご味みみたいなもんなんだから」

　千桜は大声をあげるアイリスをたしなめる。

「騙だまされるのが醍醐味とは……ジャポンは未来に生きてるな」

　アイリスは妙なカルチャーショックを受けていた。

　結局、残りのコルクも全すべて外れたが、アイリスは初めての射的体験に満足したようだった。




　人ひと混ごみをぬって歩くこと暫しばし。

「なんだこの店は？」

「ああ、これか」

　次にアイリスが興味を示した出店はクジ引き屋だった。

　普通のクジ引きではなく、箱から伸びている紐ひもが、棚に並んでいる賞品に繋つながっており、客が紐を選び引っ張る。

　そして選んだ紐と結びついている賞品をもらえるというシステムの、日本独特のクジ引き屋だ。

　フランス人であり、日本文化に興味津々のアイリスが惹ひかれるのも頷うなずける。

　暁あき人とはアイリスにやり方を説明してやる。

「なるほど！　面白い仕組みだな！　せっかくだからやってみるぞ！」

「やめておきなさい、アイリス」

　喜々としてクジ引き屋に行こうとするアイリスを、千ち桜さが止める。

　まるで母親が子供に言い聞かせるように、彼女は説明した。

「いい、ああいうお店は当たりに紐なんてついていないの。だから、やるだけ無駄だから止やめておきなさい」

「何を言ってるのだ天てん輪りんは、ほら見ろちゃんと当たりにも紐はついているぞ？」

　アイリスの指摘通り、賞品棚にある当たり品──最新型ゲーム機やゲームソフト、小型テレビ、祝儀袋に入った旅行チケットなどにも紐がついている。

　千桜は腰に手を当て、あきれたように溜ため息いきをつく。

「たしかに一見紐に繋がっているように見えるけど、箱を通しているでしょ？　あそこで紐が切れて外から引けないようになっているのよ」

「またサギか！　さっきの射的と同じではないか！」

「落ち着いてください、アイリスさん。たしかにサギのようなものですが、それもある意味お祭りの醍だい醐ご味みというものなんですよ。ねぇ、暁人さん」

「そうそう。子供たちはそういう経験をして、少しずつ成長して大人になっていくんだよな」

　激げつ昂こうするアイリスに、紅葉もみじがフォローを入れる。

　暁人も彼女の言葉に腕を組んで同意したが、やはりアイリスは理解できず首を捻ひねり困惑する。

「騙だまされて成長とか……ジャポンはマジ未来に生きてるな」

　アイリスは再び射的屋の時のような台詞せりふを呟つぶやく。

　暁あき人とはその感想に吹きだした。

「ははは、たしかにちょっとおかしいかもな。けど、折角の夏祭りだし一回やってみないか？　日本の祭文化を体験するって意味でも」

　後半の台詞はアイリスにではなく、クジを引くのに反対していた千ち桜さへと向けたものだ。

　最初は渋っていた千桜だが、夏祭りで気分が弛ゆるんでいることもあり、暁人の『日本の祭文化を体験』という言葉にも後押しされついつい財布の紐ひもを弛める。

「そうね、折角の夏祭りだし、皆で一回ぐらいやりましょうか」

「いいのか！　天てん輪りんは太っ腹だな！」

「どこでそんな言葉覚えたのよ……」

　アイリスはクジを引ける喜びから千桜を褒めたつもりだったが、彼女は『太っ腹』という言葉に顔を顰しかめる。

　暁人たちはそんな会話をしつつ、クジ引き屋へと歩み寄った。

「いらっしゃい！　一回三〇〇円だよ！」

「それじゃ四人分お願いします」

　暁人は四人分の一二〇〇円を店のオヤジへと支払う。

「それじゃ最初は誰だれが行く？」

「もちろん、アイリスが引くぞ！」

　アイリスは鼻息荒く、目を爛らん々らんと輝かせて箱に入った紐を選ぶ。

「これか、いや、こっちの方が当たりに繋つながっている気がするが……」

　まるで強敵の禍マガ津ツ鬼キと対たい峙じした時のように、真剣な表情で紐を凝視する。

　一瞬、大きな目をさらに広げ、引っ張る紐を決定した。

「これだ！」

　アイリスは紐を掴つかむと力一杯引っ張る！

　彼女が選んだ紐の先に繋がっていたのは──キャラメルの箱だった。

「はい、お嬢ちゃん残念賞ね」

「うぅ～アイリスはあのウサギのヌイグルミが欲しかったのに！」

　アイリスは店のオヤジから五〇円ぐらいで買えるキャラメルを受け取る。

　射的に続いて、彼女は大きなウサギのヌイグルミを狙ねらっていたらしい。あっさりとハズレを引いて憤慨する。

「それじゃ次はわたしね」

　アイリスが頬ほおをリスのように膨らませているのを横目に、千桜が腕まくりでクジ紐の前へ立つ。

「これにはコツがあってね、大きな当たりを狙ねらっちゃダメなの。あれは射的の時と同じでただの客寄せパンダなんだから。こういうのは中ぐらいの当たりを狙って引かないといけないのよ」

　そしてクジ紐ひもを吟味する。

　千ち桜さの狙いは中当たりの『カップセット』だ。

　賞品から伸びる紐が一度箱を通過して、千桜の前へと垂れ下がっている。彼女はその中のひとつを吟味して選ぶ。

「これね、間違いないわ！」

　そして彼女は、アイリスに負けない勢いで選んだ紐を引っ張る。その先に繋つながっていた賞品は──キャラメルの箱だった。

「はい、お嬢ちゃんも残念賞ね」

「ううぅ～」

　千桜は自信ありげに引いたのに、結局残念賞のキャラメルだったため恥ずかしそうに耳まで赤くする。

「ふふふ」













「何よ、委員長」

　紅葉もみじは千桜の失敗がツボに入ったらしく、口元を押さえているにも拘かかわらず笑い声がもれてしまう。

「だ、だって、あんな自信満々で引いたのに、アイリスさんと一緒のキャラメルなんですもの……ふふふっ」

「うぅうぅ～、笑ってないで委員長も引きなさいよ！　どうせわたし達と一緒で残念賞のキャラメルよ！」

　千ち桜さは恥ずかしさに耐えきれず、声を荒らげる。

「それでは次、私が引かせてもらいますね。まぁキャラメルの箱は後ひとつしかありませんから確率論的に私が引くことはありませんが」

　紅葉は目元に浮かんだ涙を拭ぬぐい、呼吸を整え、紐ひもが纏まとめられている箱の前へと移動する。

　彼女の細い指が一本の紐を選んだ。

「では、これで。それじゃいきますね」

　紅葉が浴衣の袂たもとを押さえ、上品な仕草で紐を引っ張る。その先に繋つながっていた賞品は──やっぱりキャラメル箱だった。

　その事実に紅葉が驚きよう愕がくする。

「そ、そんな！　残りひとつしかないキャラメル箱を引いてしまうなんて！」

「はい、お嬢ちゃんも残念賞だね」

　店のオヤジが紐を外し、キャラメル箱を紅葉へと手渡す。

　紅葉は震える手で受け取り、まるで恐ろしい物を見たような瞳ひとみで手の中にあるキャラメルを凝視する。

「あははははは！　委員長も結局、キャラメルじゃない！」

「くぅ……ッ」

　先程の仕返しのように今度は千桜が、紅葉を笑う。

　紅葉も千桜を笑ってしまったため、反論できない。

　奥歯を噛かみしめ、千桜の大笑いを大人しく受ける。

「これで残るは神かむ威いだけか。神威、頑張ってあのウサギのヌイグルミを当てて、アイリスにプレゼントしてくれ！」

「そんな無茶な。こういうのは運だから、賞品なんて選べないよ」

　アイリスは両手を握り締め、暁あき人とへ要求を告げる。

　彼は微苦笑を浮かべて、アイリスの注文を受け流した。

　箱から伸びる紐を前に、

「それじゃオレはこれかな」

「むむ、いいのかそんなあっさり選んで？」

　アイリスが不満気な顔で暁あき人とへと問う。

　女子たちとは違って、暁人は一目で引っ張る紐ひもを選んだのだ。

「いいんだよ。逆にこういうのはあっさりと選んだ方が、いい賞品と繋つながっているもんなんだよ」

「ふむ、そういうものか？」

　アイリスの返答を聞きつつ、暁人は選んだ紐を引っ張る。

　その先に繋がっていたのは──賞品棚の一番上段。客寄せパンダの当たり賞品が並ぶ棚に置かれていた祝儀袋だった。

　店のオヤジが手持ちの鐘をガラガラと鳴らす。

　その音に暁人たちだけではなく、通行人たちも立ち止まりオヤジについ注目してしまう。

「お兄ちゃん、おめでとう！　四等の賞品だよ」

「凄すごいぞ！　神かむ威い！　さすがアイリスの夫だ！」

「ははは、ありがとうアイリス。あの、それで賞品はなんですか？」

　アイリスの称賛を受け流しつつ、暁人は店のオヤジに尋ねた。

　先程まで互いを笑い合っていた千ち桜さと紅葉もみじも、興味深そうにオヤジを見詰めている。

　オヤジが店の裏から四等の賞品を持って来る。

　そして良い笑顔で賞品を暁人へと差し出してきた。

「四等はバーベキューセットだよ」

「バ、バーベキューセット……？」

　バーベキューセットは食べる物ではない。

　文字通り、バーベキューをするためのセットを一ひと纏まとめで渡される。

　五キログラムの炭。金属製の金網と本体。肉や魚をひっくり返すトングに、焼きそばを作るための鉄板。全部の合計重量はかなりのものだった。

　オヤジは笑顔で説明する。

「これ四等だけど品物は凄いいい物だからお兄ちゃん、彼女さんたちと一緒に使ってやってな！」

「は、はぁ、ありがとうございます……」

　暁人はここで断るわけにはいかず、微妙な笑みを浮かべたままバーベキューセットを受け取らざるを得なかった。

　しかしさすがに一人では持てず、千桜、紅葉、アイリスの手を借りる。

「そ、それじゃわたしは炭を持つわね」

「で、では私は鉄板を。アイリスさんはこちらのトングをお願いします」

「うむ、任せるがいい！」

　千ち桜さは炭、紅葉もみじが焼きそばを作る鉄板、一番小柄なアイリスがトングを持つ。

　残りの品物は暁あき人とが一人で全部持つ。

　とりあえず店の前に居ると邪魔になるため、暁人たちはいそいそとその場を後にした。




　▽△




　クジ引き屋を後にした暁人たちは、行き交う人たちの邪魔にならないよう荷物と一緒に端へと寄っていた。

　表通りでは屋台を冷やかしながら人々がひっきりなしに流れている。

「しかし、まさかこんな物が当たるとはな……」

　暁人は足下に置いてある、自分が引き当てた『バーベキューセット』を見下ろし呟つぶやく。

　千桜、紅葉、アイリスたちも、同じくその重そうな景品を見つめる。

「これを持って夏祭りを見て回るのは難しいな」

『バーベキューセット』は重いのに加え、道具一式が個別に包装されているためかさばる。

「いいんじゃないべつに、夏祭りもだいたい見て回ったしこの辺で切り上げても」

「そうだな！　夕飯代わりに色々屋台の食べ物も食べられたしな！」

「ですね。荷物も皆で分担して運べばいいですし」

　暁人の呟きに対して千桜、アイリス、紅葉の順番で答えが返った。

　さらに千桜が提案する。

「折角、暁人が当てた『バーベキューセット』だし、今度訓練とか一日休みにして海に遊びに行かない？　そこで夕飯として、バーベキューするの」

「いいですね。楽しそうです」

「うむ！　天てん輪りんの言うとおり、毎日訓練しているだけでは体に悪いしな！」

　千桜の提案に紅葉とアイリスも同意の声を上げる。

　女性陣の視線が暁人へと向けられた。

「もちろん、オレも大賛成だよ。バーベキュー楽しみだな」

　この言葉に、千桜、紅葉、アイリスも破顔する。

　こうして暁人たちの新たな夏イベントが決定した。






　■二章　海へ行こう






「んぁ、朝か……」

　暁あき人とは自室で目を覚ます。

　簡素な家具のみが置かれた、六畳程のこぢんまりとした部屋だ。

　夏祭りから三日後の朝。

　今日は夏祭りで暁人が引き当てたバーベキューセットを使うため、いつもの訓練を止めて一日休みにした。

　みんなで、第二学園区にある海へと行く予定だ。

　昨日は訓練後、千ち桜さと紅葉もみじ、アイリスが水着を買いに行った。

　暁人は荷物持ちとして同行を志願したが、三人にあっさりと却下された。なんでも当日、海で見てもらいたいらしい。

（女の子の気持ちはいまいち分からないな）

　暁人は胸中でぼやいた。

　鳴る前の目覚ましを止めて、暁人はベッドから抜け出す。

　カーテンを一気に開ける。

　八月の夏らしい鋭い日光が部屋を一瞬で照らし出す。

「うん、いい天気だ！　まさに絶好の海水浴日和だな」

　体を伸ばしながら、天気を確認する。

　暁人はパジャマ姿のまま自室を出る。

　居間へ続く扉を開くとそこには──

「あっ、おはよう暁人。もうすぐ朝ご飯できるから待ってて」

「おはようございます暁人さん。晴れてよかったですね。気温も程よく上がるみたいですし、まさに絶好の海水浴日和ですね」

「神かむ威い！　起きるのが遅いぞ！　さぁ、早く海へ行くぞ！」

「……おはよう。千桜、朝ご飯楽しみだよ。紅葉の言う通り絶好の海水浴日和だね。アイリス、海は逃げないからまずはちゃんと朝ご飯食べないと。それとこれはみんなに聞きたいんだけど……どうして三人ともスクール水着にエプロンなんて着けているんだ？」

　なぜか、扉を開けると同じクラスの生徒たちが、紺色のスクール水着にふわふわの生クリームのようなエプロンを装着して、朝食の準備をしていた。

　しかも、三人とも微妙にエプロンや装飾品を変えて個性を出している。

　千桜はオーソドックスに紺色のスクール水着の上から、レースをあしらったふわふわのエプロンを装着している。

　学園指定のような黒靴下を穿はいているのが、マニア心をくすぐる。

　紅葉もみじはスクール水着の上からピンクのふわふわエプロンを装着。さらに白いオーバーニーソックスと腕まで覆う長手袋を装備している。

　頭部にはメイドが着けるヘッドドレスを被かぶっていることから、スクール水着版メイドを意識しているのだろう。

　アイリスはスクール水着にふわふわエプロン。さらに頭部に猫耳を装備している。

　彼女は恥ずかしげもなく腰に手を当て無い胸を張る。

　朝食準備の手伝いをしている訳ではなく、単に水着とエプロンの姿を見せたいだけのようだ。

　暁あき人との質問には紅葉が答えた。

「今日はこれから海水浴なので、折角だからスクール水着＋エプロンを身に着けてみたのですが、おかしいでしょうか？」

「いや、みんなとっても似合ってるよ。何が折角だからなのか分からないけど」

「わ、わたしは嫌だったけど、委員長に頼まれてしかたなく着ているだけなんだからね！」

「アイリスも、朝食の準備を手伝わない代わりにこの衣服に着替えることを要求されたぞ！」

　口では嫌がりながらも、スクール水着＋エプロンに着替えた千ち桜さ。

　単純に手伝い免除のためコスプレしたアイリス。

　そんな二人を紅葉は眺め満足そうに頷うなずく。

　夏祭りの時といい、彼女は自身で可愛かわいらしい衣服を着るだけではなく、他者に着せて満足する傾向もあるらしい。

　暁人はそれぞれの回答を得ると、応対に困った苦笑いを浮かべてテーブルに着いた。

　それを合図に、朝食準備が加速する。

　おにぎり、卵焼き、ワカメと豆腐の味み噌そ汁しる。さらに焼き鮭じやけに、ほうれん草のおひたし、味あじ海の苔りがテーブルへと並ぶ。

　今朝は千桜の当番で、和食がメインだ。

　朝食を摂とりながら、会話を交わす。

　もちろん話題は今日行く海水浴についてだ。

　千桜がほうれん草のおひたしを食べながら、楽しげに語る。

「海水浴なんて中学時代、友達と一緒に行って以来だから楽しみ」

「私は夏になると、海外のプライベートビーチによく行ってました。でも家族とだったので、お友達と一緒に海へ遊びに行くって憧あこがれていたんですよ」

　紅葉もみじも浮かれた声音で、千ち桜さの話題に乗った。

「神かむ威いは、海水浴に何か思い出とかあるのか？」

　アイリスに話を振られて、暁あき人とは目を細めて過去を振り返る。

「そうだな……もちろん海で遊んだ思い出もあるけど、やっぱり今でも印象深いのは甲かつ冑ちゆうを身に纏まとって沖合の海に放り出されたことかな。浜辺まで一〇キロぐらいあって、甲冑を着込んだまま泳いで戻る訓練だったけど、途中で足が攣つって溺おぼれ死にそうになったのはいい思い出だよ」

　暁人は明るく語るが、あまりに悲惨な思い出話に千桜たちは一様に黙り込む。

　こうして上がっていたテンションに水をさされて、その後の朝食はみんな黙々と食べることになった。




　▽△




　暁人たちが向かう海水浴場は第二学園区に存在する。

　豊とよ葦あし原はらの第二学園区の砂浜は、生徒たちのデートスポットや遊び場として利用されてきた。

　夏になると出店が並び、本土の海水浴場のように高校生たちや大人などが集まる。

　約四ヶ月前、初めて禍マガ津ツ鬼キに侵入された場所だ。そこで暁人は──謎なぞの銀髪少女、七なな依えと大型禍津鬼・千セン束ゾクを倒した。

　そんな激戦があったのが嘘うそのように、破壊された箇所が修復されている。

　今、暁人たちの目の前には白い砂浜、青い海と空、出店と海水浴客で賑にぎわう風景しかない。

「よし、休憩場所はこんなところでいいか」

　準備を終えた彼に声がかかる。

「暁人、待たせてごめんね」

「荷物置き場の準備を押し付けてしまい、申し訳ありません」

「おお！　ここがアイリスたちの場所か！　こういうのをジャポンでは『セキトリ』って言うんだろ？」

　千桜、紅葉、アイリスが休憩場所に歩み寄ってくる。

　千桜はピンク色のビキニを着ていた。

　数ヶ月前、温泉施設で水着を着ていた時は下にパレオを巻いていたが、今回は何も付けていない普通のビキニだ。

　やはり千ち桜さがビキニを着ると、他ほかの女性より男性の視線を集める。

　彼女は背丈が低いのに、胸がアンバランスなほど大きい。なのに手足もウエストも細いのだ。そのため、より胸に視線を集めてしまう。

　本人的には恥ずかしいのか、手で胸を隠そうとする。しかしそれが逆に左右から胸を押さえることになり、谷間が強調される。

「ど、どう？　暁あき人と。この水着」

「あ、ああ。似合ってるよ」

　千桜が恥ずかしそうなので、暁人の声も上ずってしまう。

　暁人の言葉を聞いて、千桜は嬉うれしそうにほおを染める。

　そして視線を自分の足下に向け、少しだけ内うち股またになって小さく呟つぶやく。

「あ、ありがと。でも、あ、あんまりジロジロ見ないでね。すごく恥ずかしいんだから……」

　彼女の言葉に暁人は視線を外す。

　次に目が行くのは紅葉もみじだ。

　彼女は他二人とは違い背丈がある。胸も同世代に比べて十分大きく、腰も細い。

　紅葉の水着は白のビキニだ。

　同色のパレオを腰に巻き、笑みを浮かべている。白い砂浜、青い海と空をバックに、風が彼女の髪を撫なでるように吹き抜ける。

　背景と水着が紅葉に似合っていて、まるで映画のワンシーンのようだった。

「どうですか、暁人さん？　水着、似合ってますか？」

「もちろん、凄すごく似合ってるよ」

「ふふふ、ありがとうございます」

「神かむ威い！　アイリスの水着姿はどうだ！」

　紅葉と話をしていると、アイリスが割って入ってくる。

　彼女は暁人に水着を見せ付けるように、腰に手を当て胸を反らす。

　アイリスはブルーのワンピースタイプを着ていた。

　下はスカートのように生地が広がっている。腰に巻かれた白いリボンがワンポイントになっている。

　正面から見た姿は子供っぽいが、後ろは肩紐で吊つるしているため肩けん胛こう骨こつまで肌が露出している。

　大人の女性が着ても堪たえられるデザインだが、現在身に着けているのはアイリスだ。

　彼女は同世代の女性に比べて体型が幼いため、小学生が水着を着ているようにしか見えない。

　もちろん暁あき人とはそんなことは言わず褒める。

「凄すごく似合ってるよ」

「むふぅー！　もっと褒めるがいい！」

　アイリスは暁人に褒められて、さらに胸を反らす。

　暁人は一通り水着を褒めると、自身も上着を脱ぐ。

　胸にある刀傷に、他の一般客たちが振り返るが千ち桜さたちはまったく気にしない。アイリスも触れないことから、事前に千桜たちに言い聞かされていたのだろう。

　そんなアイリスが、いの一番に海へと走り出すが、千桜に腕を掴つかまれ制止される。

「こら、まだ海に入っちゃダメよ。まずは準備体操をしなくちゃ」

「大丈夫だ！　アイリスは王おう器き使いだぞ。準備体操などせずとも海ぐらい余裕で入れるぞ！」

「なんで王器使いだからって平気なんだよ。とにかく、千桜の言う通り準備体操は大切だぞ。ちゃんと体をほぐしていないと、泳いでいる最中に足がつったりして溺おぼれるかもしれないし」

　暁人の指摘に、アイリスは唇を尖とがらす。

　だが、先程のように駆け出すことはなく渋々納得する。

「神かむ威いがそこまで言うなら従おう。アイリスはお姉さんだからな！」

「あははは、偉いぞアイリス。さすが年上のお姉さんだな」

「当然だ！」

　胸を張り威張るアイリスの頭を、暁人は父親のように何度も撫なでる。

　そんな二人に紅葉もみじは携帯を取り出し声をかけた。

「それでは準備体操をしましょうか。よろしければ、携帯に音楽をダウンロードしてあるのでかけますね」

　紅葉は自身の携帯を操作して、音楽をかけると荷物の上に置く。

　日本人なら絶対に耳にしたことのある体操音楽が砂浜に流れ出す。

　暁人、千桜、紅葉は音楽に合わせて準備体操を始める。

「えっ？　えぇ？」

　アイリスは一人状況が呑のみ込めず、戸惑い、ワンテンポ遅れて暁人たちのマネをする。その動きは準備体操というよりダンスに近い。

　暁人も最初、音楽を止めて教えようと考えたが、アイリスが次第に楽しそうに動き出したため放置することを選んだ。

　準備体操を終えると、アイリスが暁あき人とたちへツッコミを入れる。

「どうして神かむ威いたちは、何の打ち合わせもなく突然ダンスを始められるんだ！」

「いや、あれはダンスじゃなくて体操だから。それに何の打ち合わせもなく踊れたのも体が覚えていたとしか……ねぇ、二人とも」

　説明に困り、暁人は千ち桜さと紅葉もみじへ話を振る。

「そうね。日本人なら誰だれでも体が覚えているわね」

「運動会やイベントでも頻繁にやるので嫌でも覚えるんですよね」

「そうそう」

　千桜、紅葉はアイリスへの説明そっちのけで某準備体操談義を始める。

　一方、アイリスはというと、

「そうか、子供時代から習うのか……音楽が流れ出すと、打ち合わせもしていないのに一切の乱れなく動くからちょっと怖かったぞ」

　最後に感想を呟つぶやいた。

　準備体操を終えると、暁人たちは競走するように海へと入って行く。

「冷たい！　気持ちいい！」

「足に波が当たってくすぐったいです」

「おぉー！　ジャポンの海は綺き麗れいだな！」

　千桜、紅葉、アイリスの順番で感想を告げる。

　暁人はさらに一人で沖合へ進む。

「うん、遠浅でいい海だな」

「ちょっと暁人、一人で遠くまで行かないでよ」

「そうですよ、折角の海なんですから、みんなで楽しみましょう」

「もし危なくなったらアイリスの浮き輪で助けてやるぞ！」

　暁人の後に、三人が追いつく。しかもなぜかアイリスはいつのまにか浮き輪を膨らませて、真ん中の穴に滑り込んでいた。

　暁人は破顔し、頷うなずく。

「そうだな。折角来たんだし、みんなで遊ばないとな！」




　▽△




　一通り泳いだり、海水の掛け合いなどをしたりして楽しんだ。

　気付けば昼を過ぎ、暁あき人とたちは浜辺に並ぶ出店で昼食を済ませる。

　自分たちで調理してもよかったが、それは夕飯のバーベキューまで取っておく。代わりにデザートとして夏の海水浴らしい物を準備した。

　お昼ご飯を済ませると、暁人が声をかける。

「それじゃデザートのスイカでも割るか！」

　その言葉に少女たちは目を輝かせる。

　暁人は早速、スイカ割りの準備に取り掛かる。

　まず砂浜にスイカが割れてもいいようにブルーシートを敷く。そしてスイカをクーラーボックスから取り出し、その上に置く。

　目隠し用の白手ぬぐいと暁人の訓練用木刀を荷物から取り出せば、スイカ割りの準備完了だ。

「最初はアイリスがやるぞ！」

　彼女は木刀を手に、勢いよく宣言する。

　すでに木刀を持って素振りすら始めていた。

　暁人はあまりの勢いに押されながら、一応尋ねる。

「アイリス、随分気合いが入ってるようだけど、何をするかちゃんと分かってるのか？」

「もちろんだ！　目隠しをしてスイカを割るゲームだろ？　昔、ジャポンの勉強をした時に学んだぞ！」

「……大丈夫そうだな。なら、最初はアイリスからでいいかな？」

　暁人は他二人、千ち桜さと紅葉もみじへ視線を投げる。

「いいんじゃない。折角だしやらせてあげても」

「それでは目隠ししますね」

　千桜が同意し、紅葉が手ぬぐいでアイリスの目を隠す。

「この程度の障害でアイリスを止められると思うなよ。スイカなど粉砕してくれる！」

「いや、粉砕したら食べるところがなくなるだろ。てか、まだスタートじゃないぞ」

　彼女は手ぬぐいで視界を覆われると、早速スイカへ突撃しようとする。慌てて暁人が止めに入った。

「なぜだ！　もうアイリスは目隠ししたぞ？」

「目隠ししただけじゃ、すぐにスイカに辿たどりつけてゲームにならないでしょ？　だから、その状態で十回グルグル回って一度位置を分からなくするのよ」

「なるほど！　回ればいいんだな！」

　千桜の説明にアイリスは喜々としてその場で十回ほど回転。スイカがどこにあるのか分からなくする。

「そ、それでは行くぞ！」

　ややふらつきながら、アイリスは木刀を手に歩き出した。

　そんな彼女へ暁あき人とたちが声をかける。

「アイリス、いいぞそのまま真まっ直すぐ！」

「違うわよ、右に六歩進むのよ」

「暁人さんと千ち桜ささんの言うことは嘘うそですよ。本当は左へ三歩進んでから直進ですよ」

「えぇ!?　な、なぜみんな言うことが違うんだ!?」

　暁人、千桜、紅葉もみじの順番にアドバイスを送るが、その全部がバラバラで違っていた。そのためアイリスは戸惑い、回転した余韻も残っているせいでふらふらと頼りなさそうに歩いていく。

「こ、ここか!?」

　ドス！　と、アイリスは迷いながら木刀を振り下ろす。

　手て応ごたえはない。

　彼女は目隠しを取り、念のため確認するが、やはりスイカから大きく外れていた。

　アイリスが暁人たちに怒る。

「どうして嘘を教えるんだ！　全然違うじゃないか！」

「いや、だってスイカ割りってそういうゲームだし……」

「そうね。簡単に割れたら面白くないでしょ？」

　暁人と千桜が困惑しながらも頷うなずきあう。しかし、アイリスは納得しない。

「もう一回アイリスがやるぞ！　今度こそは絶対に嘘をつかず、ちゃんと指示を出すんだぞ！」

「いや、だから、それじゃゲームにならないって……」

「いいから、嘘ついちゃダメだぞ！」

　暁人の言葉を遮り、アイリスは我わが儘ままを言う。

　紅葉が笑顔で仲裁した。

　その笑みはどこか悪戯いたずらっぽい。

「いいじゃないですか。それじゃもう一度アイリスさんがやるということで」

「今度こそ割ってやるぞ！」

　アイリスはスタート位置について、再度木刀の素振りをする。

　紅葉が彼女に手ぬぐいで目隠しをして十回転。アイリスが再びふらつきながらも歩き出す。

　紅葉もみじは暁あき人とたちに視線だけで合図を送る。

「いいですよ、アイリスさん。そのまま真まっ直すぐですよ。そう、いいですよ、どこまでも真っ直ぐですよー！」

「いいや、違うぞアイリス。右に四十度曲がって、さらに二十歩行ったところにスイカがあるぞ！　あ、スイカが飛んだぞ、アイリス右斜め上にジャンプだ！　タイミングを合わせて飛べ！」

「暁人も、委員長も嘘うそをついているわよ。信じちゃダメだからね。本当は左に二十七歩、右に曲がって十五歩、さらに左に曲がって三十六歩行って半回転して宙返りした所にスイカがあるわよ！　間違いない！」

　紅葉、暁人、千ち桜さの順番に先程の再現、いやさらにひどくエスカレートしたアドバイスを送る。

　これに対してアイリスは目隠しをしたまま怒った。

「うがぁぁぁ！　嘘ついちゃダメだって言っただろうが！　こっちか!?　いや、こっち!?」

　アイリスは怒りながらふらふらと歩く。

　表情は怒っているのに頼りない足取りのアイリスに、暁人たちはつい苦笑してしまう。













「アイリスがんばれ！　スイカはもうすぐそこだぞ！　そこを右！　いや左だったかな？　いや上かも！」

「そこです、少し左の足下です！　あっ、通り過ぎた！　あっ、スイカが逃げる！　追いかけてアイリスさん！」

「ふがぁぁああぁああっっ!!　こらぁ、迷わせるな！　どこだ!?　スイカはどこなんだぁ！」

　もちろん、彼女の二度目の挑戦も失敗に終わる。




「ふん！　みんなアイリスのことが嫌いなんだ。だからあんな意地悪をするんだ」

　二回目のスイカ割りも失敗に終わったアイリスが、拗すねてそっぽを向く。

　暁あき人と、千ち桜さ、紅葉もみじは微苦笑を浮かべながら彼女を慰める。

「アイリスを嫌いなはずないだろう。スイカ割りはそういうゲームなんだからしかたなかったんだよ」

「そうそう、暁人の言う通りよ。だから、そんな拗ねないでよ」

「もしよかったら、三回目をやりますか？　私たちはそれでもかまいませんよ」

「いや、もういい！　今度は指示を出す側に回る！」

　アイリスは悪い顔になって、低い声で笑い出す。

「くっくっくっ……アイリスが次にやる者へ間違った指示を出し、恐怖と混乱に陥れてくれるッ！」

「間違った指示って言っちゃったよ」

　暁人は思わずアイリスの言葉にツッコミを入れてしまう。

　そして暁人は苦笑いした後、気を取り直して皆に問いかける。

「まぁとりあえず、折角だから千桜と紅葉もやってみないか？」

「わたしがやっていい？　実はこういうのに憧あこがれてたんだ」

　千桜はアイリスから手ぬぐいを受け取ると、いそいそと目を隠し準備を整える。

「それじゃ十回回るわね。一、二、三……」

　木刀を手にしてグルグルとその場で十回ほど回る。

　木刀を握り締め、ふらつきながらも歩き出す。

「天てん輪りん、そのまま左に曲がって、直進だぞ！」

「篠しの原はらさん、アイリスさんの指示は嘘うそですよ。本当は右へ三歩ずれてから真まっ直すぐですよ」

　アイリスは当然、間違った指示を出す。

　紅葉もみじは自然な口調で別方向へと誘導しようとする。

　しかし千ち桜さは二人の指示を一切無視して、自分の感覚に従いずんずん進んで行く。

　そして──

「ここね！　とりゃぁ！」

　確信と共に木刀を全力で振り下ろすが、スイカからは一メートル以上離れてかすりもしなかった。

　千桜は手て応ごたえが無いのを理解しながら目隠しを外す。

「惜しかったわ。もう少しだったのに」

「全然、惜しくないぞ！　まったく外れじゃないか！」

「そうかしら？　それじゃ次は暁あき人とと委員長どっちがやる？」

　アイリスのツッコミに対して悔しがる訳でもなく千桜は木刀と手ぬぐいを二人に差し出す。

「先に紅葉からどうぞ」

「では、遠慮無く先にやらせていただきますね」

　紅葉が木刀と手ぬぐいを受け取り、いそいそと準備を始める。

「少し恥ずかしいですが、やっぱり私もスイカ割りに憧あこがれててやってみたかったんですよ」

「恥ずかしい話じゃないさ。普通はスイカ割りなんて滅多にやらないもんな」

「そうなのか？　ジャポンでは夏の伝統行事だと思っていたぞ？」

　アイリスが意外そうに返事をする。

「夏はみんなが家族総出で出かけるから、どこの砂浜も人がいっぱいでスイカ割りをするスペースなんてないんだよ。それにスイカ、目隠し用の手ぬぐい、割る木刀とか色々準備するものもあるしね。だから一般的にはあんまりやらないんじゃないかな」

　暁人が理由を説明していると、紅葉の準備が整う。

「それでは十回回りますね、一、二、三、四……」

　彼女は千桜、アイリスと違って木刀を額に押し当て円を描くようにグルグルと回り出す。

「えっ、ちょ、紅葉、それって結構キツイ回り方なんじゃ……」

　暁人が声をかけても回転は止まらず、無事十回こなす。

「そ、それでは、い、行ってきます！」

　力強く宣言したが、足下が酔っぱらいのような千鳥足で、立っているのが不思議なレベルだった。

「きゃぁっ！」

「危ない！」

　想そう像ぞう通り紅葉もみじはふらつき、砂場に倒れそうになる。

　暁あき人とはとっさに駆け出し、倒れる彼女を受け止めた。彼は彼女の目を覆っている手ぬぐいを取る。

「大丈夫か、紅葉。怪け我がはないか？」

「は、はい、大丈夫です。すみません、ご迷惑をかけて」

「気にするなって、紅葉に怪我がなくてよかったよ。でも、スイカ割りは結局失敗におわったけどね」

「私としてはスイカを割るより、良い思いをしました」

　紅葉は結果としては失敗だが、ニコニコと嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

「ほらほら、いつまで公衆の面前で抱き合ってるの。怪我が無かったんだったら、二人とも早く離れなさい」

「そうだ！　そうだ！　天てん輪りんの言う通りだ！」

「はうぅ、折角いいところでしたのに……」

　千ち桜さとアイリスに急せかされ、紅葉は暁人の腕の中から立ち上がる。

　落ちた木刀を拾うと、千桜は暁人へと手渡した。

「それじゃ最後は暁人の番ね。神じん代だい流りゆうの使い手なら、ここでビシッと割ってもらわないと」

「おいおい、変なプレッシャーかけるなよ」

「でも、暁人さんならきっと割ってくださいますよね」

「って、紅葉まで乗ってこなくてもいいだろ」

　暁人は二人のハードルを上げる発言に苦笑いを漏らしながら、手ぬぐいと木刀を手に、みんなの荷物が置いてあるパラソルの下へと移動する。

　彼は一人、自身の荷物をごそごそと漁あさりだした。

「？　どうかしたのか神かむ威い。スイカ割りをやらないのか？」

「もちろんやるよ。ただその前に準備があって、確かこの中に入れておいたはずなんだけど……おっ！　あったあった」

　暁人は自身の荷物から、丈夫そうな革袋を取り出す。

　アイリスが不思議そうに指さした。

「それはなんだ？　スイカ割りに必要な物なのか？」

「そうだよ。普通のスイカ割りには必要ないんだけど、神代流でやる時はこれを使うんだ」

　暁あき人とは革袋の口ヒモを解き、中身を取り出し砂浜に撒まき出す。

　彼が撒まいているのは黒く尖とがった小型のウニのような物だ。

　千ち桜さが不思議そうに尋ねた。

「暁人、いったい何を撒いているの？」

「撒まき菱びしだよ。よく忍者なんかが持っているトゲトゲしたヤツ。あれをスイカの周りに撒いてるんだよ」

「なんでそんな危険物を撒いているんですか!?」

　思わず紅葉もみじがツッコミを入れる。

「おぉおおぉ！　これがニンジャが使うあのマキビシか！」

　アイリスは、目を輝かせて落ちた撒菱を拾い、今まで見たなかで一番テンションを上げる。

　そんな彼女は放置して、千桜＆紅葉が言及する。

「で、何で暁人は撒菱を撒いているのよ？」

「神じん代だい流りゆうでスイカ割りをする時に撒くのですか？」

「そうだよ。夏になると楽しく修行できるようにって、兄弟子たちが準備してくれたんだよ。今日みたいに撒菱を撒いたり、穴を掘って先が尖った竹たけ槍やりを埋めたり、毒ヘビをスイカの周りに並べたりして……懐かしいな」

「竹槍!?」

「毒ヘビですか!?」

　千桜、紅葉は暁人の過去話に目を剥むく。

「た、竹槍って！　そんな穴に落ちたら死んじゃうでしょう!?」

「毒ヘビだって危険じゃないですか！　噛かまれたりしたらどうするんですか！」

「大丈夫だって二人とも。穴は落ちなければいいし、ヘビにも噛まれなければいいんだから」

「それは……」

「そうですが……」

「それにヘビに噛まれても大丈夫。血清は準備してあるから。ちゃんとスイカを割れば注射を打ってもらえるんだ」

　暁人はいい笑顔で笑い飛ばす。

　千桜と紅葉は、暁人のそんな笑顔に何も言い返すことができなかった。

　彼は撒菱を撒き終わると、喜々として手ぬぐいで目を隠し、木刀を握り締める。

　紅葉のように額に木刀を付けて回り出す。

「一、二、三……」

　その間に女性陣はコソコソと話し合った。

（ねぇ、さすがに今回はちゃんと指示を出さない？　間違った指示を出して、暁あき人との足の裏が撒まき菱びしで血だらけになるのはちょっと……）

（ですね。折角の海水浴なのに、砂浜が血の海なんて笑い話にもなりませんもんね）

（分かった、アイリスも天てん輪りんの指示に従うぞ。神かむ威いを、夫を傷つけるのは妻として本意ではないからな）

　千ち桜さはアイリスの台詞せりふに小声で言葉を荒らげる。

（誰だれが妻よ！　いい加減その呼び方止めなさいよ！）

（断る！　夫は夫！　妻は妻だからな！）

（二人共！　言い争っている場合じゃありませんよ！　暁人さんがそろそろ回り終わりますよ！）

　紅葉もみじの声に二人は暁人へ注目する。

「──二一、二二、二三、二四、二五、二六、二七、二八、二九、三十！　こんなもんかな」

　暁人はなぜか自主的に千桜たちの三倍回っていた。それでも木刀を握った姿勢に目が回った気配はなく、しっかりとした足取りでスイカへと向かう。

　千桜たちは慌てて暁人へ指示を出す。

「あ、暁人！　そのまま真まっ直すぐ行けばスイカがあるけど、その辺は撒菱だらけだから一いつ旦たん大きく迂う回かいして、スイカの背後へ回り込みなさい！」

「篠しの原はらさんの言う通りです。無理をせず、安全第一で行きましょう！」

「そうだぞ！　怪け我がは怖いからな。神威、大きく迂回してスイカを狙ねらうんだ！」

　しかし、千桜たちの指示を無視して、暁人は正面からスイカに挑む。

　さらに歩いて接近するのではなく、その場からジャンプした。

「あ、暁人のバカぁ！　正面には撒菱がいっぱいあるって言ってるでしょ！　しかもなんでジャンプするのよ！」

　千桜は頭を抱えるが、暁人は彼女たちの悲痛な声を無視しながら、撒菱の海へ足を付ける。

「よっ、と！」

　後数ミリ位置がずれたら足の裏を貫通するほど密集した撒菱の間に、暁人の左足が着地する。上う手まい具合に撒菱がないスペースに着地することができたのだ。

　千桜たちが『ほっ』と胸を撫なで下おろすと、さらに暁人はそこからジャンプ！

「ほっ、と！」

　至る所に撒まき菱びしは撒まかれているが、空いているスペースに今度は右足で難なく着地する。

　まるで飛び石に飛び乗る要領で暁あき人とは羽が生えたように『ぴょん、ぴょん』とスイカへと接近して行く。

　最後のジャンプでスイカが置かれているブルーシートへと着地する。そこだけは撒菱を意図的に撒いていない。

　そのため暁人は両足でしっかりと着地する。

「この辺だよな。よっと！」

　木刀を垂直に立て、振り下ろすのではなく、スイカの真上から突く。

　スイカがほぼ足下にあるため、木刀を振り下ろし割るスペースがないためだろう。

　木刀の先端はスイカを貫通。

　暁人は手首を捻ひねり、綺き麗れいにスイカを真っ二つにしてしまう。真っ赤な果肉と黒々とした種の断面が、潮風に晒さらされる。

　彼は手て応ごたえを実感して、手ぬぐいを取り確認する。

「うん、無事スイカを割ることができたな。力任せに割ったら、実がつぶれて食べる部分が少なくなるから綺麗に割れてよかったよ。食べ物はやっぱり粗末にしたくないからな」

　自身の狙ねらい通りスイカが割れて、暁人は満足げに頷うなずく。

　そんな彼に千ち桜さたちが声をかけた。

「いや、スイカを無駄なく食べられるのはいいんだけど……」

「その前に、暁人さんはどうして撒菱を正面から突破することができたんですか？」

「目隠しがずれてて見えていた訳ではあるまい？」

　千桜、紅葉もみじ、アイリスの台詞せりふに暁人は何でもないような態度で告げる。

「目隠しはずれてないよ。ちゃんと目は見えなかった。でも、大したことはしてないよ。撒いた撒菱の位置をイメージとして頭に焼き付けていたから。後はそのイメージにある撒菱が撒かれていない場所へジャンプしただけだよ。最初のうちはイメージと現実のズレで足を怪け我がしたけど、慣れればそれほど難しくないんだ。スイカは割れちゃったけど、千桜たちもやってみない？　折角、撒菱を撒いたんだから一度だけやって回収するのも勿もつ体たいないしね」

「やらない」

「お断りします」

「アイリスもやらない。というか、やりたくない」

　暁人の純粋な厚意からの発言に、三人はそれぞれの台詞で拒否する。

　彼女たちの拒絶に暁あき人とはやや肩を落とした。

　それから撒まいた撒まき菱びしを暁人が片付け、綺き麗れいに二つに割れたスイカをみんなで仲良く食べ尽くした。




　▽△




　暁人たちはスイカを食べた後、ビーチバレーをしたり砂の城を作ったりして浜辺で遊んだ。

　そして午後四時過ぎ。

　シャワーを浴びて海水を洗い流し、水着の上に軽く上着を羽織る。

　今日のメインイベント、夕食であるバーベキューの準備を始める。

「それでは私と篠しの原はらさんは、食材の準備をしてますね」

「準備といってもお肉や野菜はすでに切ってあるから、焼きやすいように並べるだけなんだけどね」

　そう言って、二人は食材が入れてあるクーラーボックスの前へ移動する。

　残された暁人とアイリスは何をするのかというと、

「それじゃオレたちはバーベキューの準備をしようか」

「しかし、バーベキューの準備とは何をすればいいのだ？　すでにバーベキューセットは組み立て終わっているぞ？」

　暁人が数日前、夏祭りで引き当てたバーベキューセットはすでに組み立てられていた。現在、二人はそのセットの前に立っている。

　暁人は足下に置いてあったダンボールから、備びん長ちよう炭たんを取り出す。これも夏祭りで当てたバーベキューセットと一緒に渡された物だ。

「今からやることは、食材を焼くためにこの炭に火を付けることだ」

「？　火など簡単に付くだろ？」

　アイリスはいまいち要領を得ず、首を傾かしげる。

　暁人は微苦笑を浮かべて、説明した。

「アイリスには馴な染じみがないかもしれないけど、この備長炭──特に質のいい炭は火がとっても付きにくいんだ。けど、一度火が付くと三時間ぐらいは消えないし、食材を美お味いしく焼くことができるんだよ」

「ふむ、つまりバーベキューの中で一番大変なのは、この炭に火を付けるということなのだな」

「そういうこと。でも、オレは神じん代だい流りゆうの修行で何度も火起こしの経験があるから慣れてるんだ。それに今回は炭に火を付けるのに慣れていない人でも、簡単に火を付けられる方法があってね。ちゃんと準備してきたんだ、こうやってまずは空き缶を用意して──」

「付いたぞ？」

「なぁ!?」

　上部を切断して、紐ひもを通した空き缶を暁あき人とが鞄かばんから取り出したところで、アイリスは炭に火が付いたことを報告する。

　彼女の言葉通り、バーベキューセット本体に置かれた数個の炭に火が付いていた。

　暁人が震える声音で問いかける。

「い、一体どうやって火を付けたんだ？」

「別に難しいことはしてないぞ？　鬼灯ほおずきで圧縮して作り出した高熱で火を付けただけだ」

「…………」

　見せ場を奪われた暁人が無言で肩を落とす。

「それで次は何をすればいいんだ？」

「……後は、肉や野菜なんかを焼く網をのせれば終わりだよ」

「ふむ、これでいいのか？　なんだ、随分バーベキューの準備というのは簡単だな。拍子抜けだぞ」

「あははは、そうだね……」

　千ち桜さと紅葉もみじが可哀かわい相そうな人を見る視線を彼に送っていた。

　暁人はこの日のため、お手製小道具の準備などをしていた。

　火が付きにくい炭に火入れをするのは、神代流の修行などで慣れている自分の役目だと意気込んでいたのだ。

　そんなやる気をよそに、アイリスは空気を読まず王おう器きで火を付けてしまった。

　落ち込むな、という方が無理だろう。




　炭に火が付き、網も十分温まった。

　その上にトングで肉や野菜、シーフードなどを置いて焼く。

　辺り一面に、肉の脂が焼ける良い匂においが漂う。

「これはもう十分焼けたわね。はい、食べても大丈夫よ」

「おお！　天てん輪りんは優しいな！」

　千桜は最初にアイリスの紙皿に焼けた肉を置いてやる。

　アイリスはプラスチックフォークで肉を突き刺し、焼き肉のタレにどっぷりと浸してから頬ほお張ばった。

「アチチ、ん、でも凄すごく美お味いしいぞ！」

　アイリスは心底嬉うれしそうな笑顔で、感想を告げる。それを皮切りに暁あき人とたちも焼けた肉や野菜、シーフードを食べていく。

「うん、美う味まい。やっぱり炭火で焼くと味が違うよな。肉は肉汁たっぷりで野菜も甘みが出るし、本当に美味しいよ」

「ですね。それに、こうしてみんなで外で調理して食べると、より一層美味しくなりますよね」

　紅葉もみじがエビを食べながら、暁人の意見に同意する。

「こら、アイリス。お肉やシーフードだけじゃなくて、野菜も食べなきゃダメでしょ」

「ちゃんと野菜も食べてるぞ。トウモロコシとか」

「そういうのじゃなくて、こっちのタマネギやニンジン、ピーマンのことを言ってるの！　ほらちょうど焼けてるからお皿貸して」

「いらん！　そんな苦い物食べられるわけないだろ！」

「好き嫌いしてると大きくなれないわよ！」

　暁人と紅葉が会話している横で、千ち桜さとアイリスがまるで親子のようなやりとりをしていた。その光景に暁人と紅葉は、自然と笑い合う。

　こうして夕ゆう陽ひを浴びながら、暁人たち四人はバーベキューをお腹なかいっぱいになるまで食べ続けた。




　▽△




　夕飯を食べ終えると、流石さすがに真夏の太陽も水平線の彼方かなたへと沈む。

　昇りゆく淡い月が、ゆるやかな波に揺れる海面に映る。

　風が出てきて少しだけ肌寒くなった夕暮れの空気の中、暁人たちは水着から私服へと着替える。

　燃えていた炭の処理を終え、休憩場所にしていたレジャーシートやバーベキューセットをまとめ終える。

　これでいつでも自宅へ帰ることができる。

　しかし、暁人たちはすぐには帰らず、海水浴場から少しだけ歩いてコンビニへと向かった。

　彼らがコンビニで買った物とは……花火だ。

「やっぱり夏の海！　夜の楽しみと言ったらこれをやらないとね！」

　千ち桜さは買ってきた花火セットの包装を外し、その中から一本の手持ち花火を取り出す。

　紅葉もみじとアイリスも後に続いて、それぞれ花火を手に取る。

「よし、蝋ろう燭そくの準備ができたぞ」

　その間に暁あき人とは空バケツに海水を汲くみ、蝋燭に火を灯ともして倒れないよう固定する。

　千桜たちが我先に手持ち花火に火を付けた。

「どうだ神かむ威い！　凄すごいだろう！」

　アイリスは案の定、幼い頃ころ誰だれしもがやる行為である両手花火（両手に花火を持つ行為）を自慢げに見せてくる。

「暁人さん、暁人さん、なんて描いたか分かりますか？」

　紅葉は燃える花火の一本を筆のように動かし、空中に光の軌跡を残す。

　彼女は『ハートマーク』を空中に描いた。

「えっ、手持ち花火の先に付いている色紙のひらひらって取る物だったの？　アレって火を付けやすくするためにある物じゃなかったんだ……。今までずっと燃やしちゃってたよ……」

　千桜は消えた手持ち花火を海水が入ったバケツに入れ、そして新しいのを選んでいると、花火の取り扱い説明に目が行ったようだ。

　彼女は今まで知らなかった事実を知り驚きよう愕がくしていた。

「神威！　今度はこれに火を付けてくれ！」

　手持ち花火に飽きたのか、アイリスは花火の束から一番大きな品物を選ぶ。

　その名も『男一番大花火！』。他ほかの手持ち花火などとは違い、下にプラスチックの台座まで付いている立派な物だった。

「了解、それじゃ火を付けるから、少し下がっててくれ」

　暁人はアイリスから『男一番大花火！』を受け取ると、台座部分を安定させるため砂に埋める。もちろん導火線はテープを外し、砂から出るようにしてある。

「それじゃ火をつけるぞ」

「うむ、頼む！」

　アイリスは期待感を声に乗せて返事をする。

　手持ち花火で遊んでいた千桜と紅葉も、『男一番大花火！』に注目した。

　暁人が導火線に火を付け、千桜たちのところまで素早く退避する。

　導火線は音を立て燃え、砂浜を通って本体へと到達する──が、一向に花火が上がらない。

「おかしいな……砂で火が消えたのか？　うぉ!?」

　暁あき人とが確認するため歩き出すと、『パン！』と盛大な音を立て、間欠泉を掘り当てたごとく火花を噴き出す。

　その色は多種多様で、千ち桜さたちの大きな瞳ひとみに光を反射させる。

　しかし、その勢いはほんの十数秒で終わってしまう。

「こ、これでお終しまいなのか？」

　アイリスが戸惑った声を上げる。

　その台詞せりふに千桜たちが同意した。

「そうね、これでお終いね」

「え、本当にお終いなのか？　こんな大きい花火なのに？」

「まぁこういうのも夏のお約束ですから」

　千桜は肩をすくめ、紅葉もみじはただ微かに苦笑した。

「見た目があれだけ大きいのに、この程度でお終いとは……まったくなんて残念な花火なのだ！」

　アイリスはそんな二人の言葉に頬ほおを膨らませながら、あらためて花火の袋を漁あさり始める。

　そんな彼女がまた微妙な花火を取り出す。

「これも花火なのか？　面白そうだな！　今度はこれをやるぞ！」

「これって……『ヘビ花火』か」

　アイリスが手にしたのは黒い石のような花火だった。

　暁人は微妙そうな笑みを浮かべる。

　アイリスはその表情を見て、頭に疑問符を浮かべる。

「ど、どうした神かむ威い。なぜそんな顔をするのだ？　これはしちゃいけない花火だったのか？」

「ちゃんと花火の袋に入っている物だから、しちゃいけないってことはないよ。ただ、なんというか……口では説明し辛づらい花火なんだ」

　暁人の説明に千桜、紅葉も同意の意味で頷うなずく。だが、逆にそんな態度がアイリスの好奇心を刺激する。

「よく分からないが、とにかくやってみようではないか！」

「まぁたしかに……やればどうしてオレたちがこんな態度を取ったか分かるか」

　暁人はアイリスからヘビ花火を受け取ると、足下に置いて火を付ける。

　暫しばしヘビ花火に火を当てていると、白い煙が出る。

　火が付いた合図だ。

「おぉ！　おおぉ……」

　火が付いたことに最初、アイリスは興奮した声をあげるが、次第に盛り下がっていく。黒い石が名前通り『ヘビ』のようにモリモリとその姿を大きくした。まるでヘビがのたうつように。

　アイリスはうごめくヘビ花火を眺めながら、感想を告げる。

「なんというか……今までで一番地味な花火だな。こんな地味な物をどうして花火の袋にいれているんだ？　これは別にいらないだろう」

「この地味さが『いい』って言う人もいるし。好みは人それぞれさ」

　暁あき人とは苦笑しながら、ヘビ花火のフォローを入れる。

　アイリスはそんな台詞せりふを聞き流し、再び花火の袋を漁あさり始める。

「ジャポンの花火は綺き麗れいな物から、意味の分からない物まで色々あるな。他ほかに何かよさげなものは……これなんていいな！」

　そして彼女は輪っか状の花火を手に取る。

　アイリスが手にしたのは俗に言う『ネズミ花火』だ。

「神かむ威い、今度はこれに火を付けてくれ！」

「ＯＫ、それじゃ直接火を付けるから、ネズミ花火を砂浜においてくれ」

「分かったぞ！」

　アイリスは元気よく返事をして、暁人の指示通りネズミ花火を砂浜に置く。

　暁人は花火に火を付けた。

　火花を飛ばしながら、クルクルと回り出すネズミ花火。

「おおぉ！　綺麗だな……って！　どうしてアイリスに向かって来るんだ!?」

　ネズミ花火はお約束通り、アイリスへ向けてクルクル回って突撃してくる。

「く、来るな！　アイリスが何をしたというのだ!?」

　初体験のアイリスはその動きに翻ほん弄ろうされ、暁人の腕へコアラのようにしがみつき回避しようとする。

　そして最後は『パン！』とアイリスの足下で破裂し、彼女を驚かせる。

「な、なんなんだ、今の花火は!?　人工知能を搭載した、特殊な花火だとでもいうのか!?」

「人工知能なんて積んでるわけ無いだろ。他のと一緒で普通の花火だよ」

「しかし、ヤツは真まっ直すぐアイリスを狙ねらって迫って来たんだぞ！　あれは絶対に知性がある動きだった！　王おう器き使いであるアイリスには分かる、ヤツはアイリスを襲う気満々だったぞ！」

　アイリスは未いまだに暁あき人との腕にしがみつきながら、真剣な表情で反論した。

「じぃー……」

　そんな二人のやりとりを紅葉もみじが見詰めている。

　彼女はアイリス同様、ネズミ花火をひとつ手に取ると暁人へと話しかける。

「暁人さん、私のネズミ花火にも火を付けてもらってもよろしいですか？」

「了解。それじゃ花火を砂浜においてくれ」

「わぁ！　ちょっと待て神かむ威い！　まだ火を付けるんじゃないぞ！」

　アイリスは暁人の腕から離れると、被害を受けないようにネズミ花火から一定の距離を取る。

「よし、これぐらい離れれば大丈夫だろ。いいぞ、火を付けても！」

　彼女の許可が下りたのを確認してから、暁人はネズミ花火に火を灯ともす。

　花火がクルクルと砂浜の上を回り、綺き麗れいな火花をちらす。

「きゃぁ、暁人さん怖いです」

「ちょ、ちょっと紅葉！」

　ネズミ花火は、紅葉とはまったく別方向へと進んで行くが、彼女は怖がって暁人の腕にしがみつく。













　アイリスとは比べものにならないほど大きな胸が、暁あき人との腕に押し付けられる。

　そんな光景を前にした千ち桜さが、ネズミ花火の破裂音と共に抗議の声をあげる。

「こら、委員長！　どさくさにまぎれて何してるのよ！」

「私はただネズミ花火が足下に迫って怖くなったので、暁人さんの腕に抱きついただけですよ？　別に他意はありません」

「ネズミ花火は全然、委員長のところに行ってなかったでしょうが！　それともうネズミ花火は無くなったんだから、いい加減暁人の腕を掴つかむのを止めなさいよ！」

「そうでしたか？　怖くてよく分かりませんでした」

「よくもまぁぬけぬけと……」

　暁人の腕から名残惜しそうに手を離す紅葉もみじを、千桜は歯ぎしりしながら悔しげに見詰めていた。

　彼女は二、三度呼吸を整え花火の束から『線香花火』を取り出す。

「まったく貴女あなたたちは花火のことをまったく分かっていないんだから。いい？　花火といったらネズミ花火なんて騒々しいのじゃなくて、こっちの線香花火でしっとりと遊びなさい！」

　そして、千桜は手本を示すように一本の線香花火を取り出すと、蝋ろう燭そくで火を灯ともす。パチパチと火花を散らし、小さな赤い玉を作る。

「どう、綺き麗れいでしょ？　手持ち系の花火なら、やっぱり線香花火が一番ね」

「これなら襲ってくることはないから、安心してやれそうだ！　アイリスもやるぞ！」

「それじゃオレも」

「暁人さんがなさるなら、私もやります」

　暁人たちは暫しばし『パチ、パチ』と燃える線香花火に見入る。

「あっ、落ちちゃいました」

「わぁ！　アイリスのもだ！」

　紅葉、アイリスともに線香花火の火玉が砂浜へと落ちて消える。

　二人を横目に千桜、暁人のはまだ燃え続けていた。

「二人共だらしないわね。そんな簡単に線香花火の火を消すなんて──と、わたしも落ちちゃった」

「オレもだ。でも、結構長く持った方だな」

　最後は二人仲良く、火の玉を落とす。

「むむむ、今度は神かむ威いや天てん輪りんより長く持たせてみせるぞ！」

　挑戦心を煽あおられたのか、アイリスは新しい線香花火に火を灯す。

　彼女に釣られて暁あき人とたちも新たな線香花火に火を灯ともした。

「アイリス、線香花火を長く燃やすコツは、なるべく花火を動かさないことだぞ」

「そうなのか？　動かさなければいいのか！　簡単だな！」

　暁人のアドバイスに鼻息を荒くし、アイリスが腕に神経を集中させ固定する。

「わぁあ！　か、風が！」

　しかし海風が吹き、アイリスの火の玉を落としてしまう。

　彼女は頬ほおを不機嫌そうに膨らませた。

「折角、いい調子で長持ちさせていたのに！」

「はっはっはっ、しょうがないよ、風が吹いたんだから」

「ぐぬぬぬ、神かむ威い、アイリスの正面に来い！　風よけになるのだ！」

「了解、了解」

　暁人はアイリスの我わが儘ままを聞いて、彼女の正面に座り、風よけになる。

「神威、そこから絶対に動くなよ！」

「分かったよ」

　アイリスは真剣な面持ちで線香花火に火を灯し、意識を腕に集中させ一ミリも動かさないようにする。

　暁人、千ち桜さ、紅葉もみじはそんな彼女を微笑ほほえましい物を見るように眺めた。

　そして暫しばらくみんなは、無言で花火の光を楽しむ。

「──つばめさん？」

　最後の線香花火が消えると同時に、暁人が気配を察知する。

　顔を上げると千桜の知り合いである竹たけ取とりつばめが、こちらへ向かって歩いてきていた。

　すらりとした長身で、そのスタイルは今すぐファッションモデルとして通用するほど整っている。

　彼女は側まで来ると、迷わず切り出す。

「豊とよ葦あし原はら管理部局長、竹取つばめとして王おう器き使いの方々にお願いがあって参上いたしました」

　つばめは神妙な声音で頭を下げた。

「王器使いの皆様、どうかお力をお貸し下さい」

　彼女が頭を下げる姿に、暁人たちまで真剣な表情になってしまった。
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　豊とよ葦あし原はら管理部局長、竹たけ取とりつばめの話によると約二週間前、禍マガ津ツ鬼キたちが島根にある黄よ泉み柱ばしらから大規模な移動を開始したらしい。

　そして、東ひがし大おお阪さか市し日下くさか町ちようで停止中とのことだ。

　日本政府は被害を最小限に抑えるため禍津鬼たちが一斉に動き出す前に、王おう器き使いである暁あき人とたちに一掃して欲しいと依頼してきた。

　その交渉を任されたのが、千ち桜さとは友人の間柄である竹取つばめというわけだ。




　つばめを自宅へ上げ、暁人たちが一通りの説明を聞き終える。

「どうだろう、協力してくれないか？」

　つばめは出されたお茶にも手を付けず、頭を下げてくる。

　一番初めに賛成を口にしたのは意外にもアイリスだった。

「アイリスは協力しても構わないぞ。つばめにはお姉ちゃんを助けるとき、世話になったからな」

「ですね。お世話になったのに恩を返さないなんて罰があたりますもんね」

　紅葉もみじもアイリスの言葉に賛同する。

　すぐに了承の声をあげると思った千桜は複雑な顔で代案を出す。

「わたしは気が進まないわ。どうしてもわたしたちじゃなきゃダメなの？　日本の天翼フエアリア軍だけでどうにかならないんですか」

「それなりの犠牲を覚悟すれば……どうにかなるとは思う。……被害を最小限に抑えるため千桜たちに協力してもらいたいが、もしダメならそれでも構わない。日本政府もダメ元で頼んでいるだけだから気にする必要はない」

「…………」

　つばめの返答に千桜は悲しそうな表情で俯うつむいてしまう。

　暁人は千桜に向き直り切り出す。

「千桜、色々心配はあるだろうがオレたちが戦わないと多くの犠牲が出る。だから、一緒に戦ってくれないか？」

　暁人の真剣な表情に、千桜は俯いたまま、渋々ながら首を縦に振る。

　そして、その返事を聞いて暁人は改めてつばめへと向き直った。

「つばめさん、やります。やらせてください。オレたちが戦うことで傷つく人が最小限に抑えられるならそれに越したことはありませんから」

「ありがとう、暁あき人とくん、千ち桜さ、みんな……日本政府を代表してお礼を言わせてくれ」

　つばめは深々と頭を下げた。

　暁人が慌てて止めに入り、顔を上げさせる。

　そして明日、豊とよ葦あし原はらから日本本土へ行く手て筈はずの説明などを受けた。
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　翌日、早朝。

　暁人たちは、豊葦原に政府が所有している、小型機専用の飛行場に到着する。

「こんな場所があったんだな。知らなかったよ」

「基本的に豊葦原には、船で来る人が大半だから。でも、緊急時等に飛行機はどうしても必要でしょ。だから、こういった政府が管理している飛行場がいくつかあるのよ」

　千桜が説明してくれる。飛行機での移動は便利だが、禍マガ津ツ鬼キを呼び寄せることが多い。

『エサが来ましたよ』と大音量で知らせるようなものだ。そのための措置だろう。

　その点今回の乗員には王おう器き使いが三人もいる。万が一飛行機が襲われても、禍津鬼を撃退することは可能だ。

「おー、ＭＲＪか。これに乗るのも久しぶりだな」

「アイリスは乗ったことあるのか？」

　アイリスが、滑走路にある小型飛行機を見て声をあげる。

　シャープなラインが印象的な機体だ。

「ああ、フランスでも使われていたからな。ジャポン製だけあって、小型だがなかなかの性能だぞ」

　自慢げなアイリスの説明を聞きながら、皆機内に入り、シートベルトを締める。

　程なく離陸が始まり、機体が浮き上がり空に舞う。

「豊葦原の外に出るのは久しぶりだから、なんだか感慨深いな」

「暁人さんは最近までずっと外だったじゃないですか。私や篠しの原はらさんはずっと豊葦原なんですから」

「そういえばそうだったな。ごめん、紅葉もみじ」

　暁人の言葉に、紅葉は笑顔を返す。

　アイリスは皆で飛行機に乗るのが楽しいらしく、はしゃいでいる。

　紅葉は持ってきたポットからお茶を注ぎながら、横で寝ている千桜に毛布をかけ、はしゃいでいるアイリスに優しげな視線を向けていた。
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　飛行機が高度を下げ、着陸する。

　はしゃいでいたアイリスは寝てしまったが、その振動で目を開ける。

　皆、荷物を持ち、降りる準備を始める。千ち桜さが窓から外を眺め、眩まぶしいのか少しだけ目を細める。心なしかその表情には緊張が見られた。

　タラップを降り、地面に足をつける。

「やっぱりずっと空中だと落ち着かないな」

「いつ禍マガ津ツ鬼キが来るか分からないですしね」

　紅葉もみじがアイリスの荷物を持ちながら、暁あき人との隣に並ぶ。

「反応があればいつでも出られるようにはしていたけど、出遭わなくてラッキーだったな」

「おーい、神かむ威い、早くいくぞー」

　横付けされた六人乗りの車から、アイリスが手を振る。

　暁人たちは苦笑しながら車に乗り込む。




　数時間後、高速を降りて到着したのは、静しず岡おか県けんにある大きなホテルだった。

　白を基調とした二十階建ての建物は、まさに高級ホテルといった外観で、政府関係者もよく使うセキュリティ完備のものだ。

「よく来てくれた。待っていたぞ、皆。長旅お疲れさまだった。警備上の都合で、ホテルを丸ごと押さえているから好きな部屋を選んで欲しい」

　ホテルに車が到着すると、中からつばめが現れて出迎えてくれた。

　広いロビーを歩き、エレベーターに乗り込んで鍵かぎを取り出し、差し込んでひねってから階数のボタンを押す。もちろん、鍵は人数分渡される。

「おすすめは最上階の一番奥の部屋だ。五人くらいならリビングで簡単な打ち合わせもできるし、男女別に寝室が分かれていて、鍵もかけられる」

　その言葉を聞いて、嬉うれしそうにアイリスが走り、最上階の一番奥の部屋の扉を開け、寝室まで走ってベッドに飛び乗る。

「神威、すごいぞ、ふかふかだぞー！　早く一緒に寝よう！」

「いや、寝るのにはまだ時間が早すぎるだろう……」

　暁人が苦笑しながら部屋に入る。

　白を基調とした清潔な雰囲気だ。広さは申し分ない、というより四人には広すぎるくらいだ。

　宿泊費は全すべてもちろん政府持ちだ。

　電話一本でルームサービスが頼み放題である。

　ここに居る間は食事の準備や掃除などを気にする必要はない。

　まさに至れり尽くせりの環境である。

　千ち桜さは部屋に荷物を置くなり、

「それじゃわたしはちょっとつばめさんと打ち合わせをしたいから」

「あらかたは話した通りだが……いいぞ。時間ならいくらでも取る、何でも聞いてくれ」

　そう言って、二人は同じ階につばめが取っている部屋に移動する。

　暁あき人とはその様子を見て自分も行こうかと聞くが、千桜に大したことではないから身体からだを休めて欲しいと言われて、そのままリビングに残った。

「心配だな……千桜」

「ああ、本土での戦闘は天てん輪りんも久々だろうからな。それに機体の性能も前の半分以下だろうから不安なのだろう。神かむ威い、フォローしてやれ」

「ああ、ありがとうアイリス。……アイリスって、思ったより気が利くよな。さすがお姉さんだな」

　笑顔で暁人がそう言うと、

「お、お姉さんじゃない！　妹だ！　……って、あれ？　って妹じゃないぞお姉さんだ！」

「……だから合ってるじゃないか」

　苦笑しながら、暁人はアイリスの頭を撫なでてやる。

　最初は少し不満そうだったが、丁寧にくせっ毛の金髪を撫でていると、だんだん気持ちよくなってきたらしく、アイリスはほおを赤らめて嬉うれしそうにしていた。




　▽△




　翌日。

　午前中に準備を終えた暁人たち四人は、再度車に乗り込み、静しず岡おか県けん南西部にある、国防基地に向かう。

　彼らに今回の一件への協力を申し込んだつばめは、先行して基地本部に到着しているはずだ。

　対禍マガ津ツ鬼キ戦闘の最前線に近いこの国防基地は、旧米軍横よこ田た基地程の規模を持ち、多数の天翼フエアリアを擁している。

　だが、今回の作戦には、通常の天翼フエアリアは参加しない。

「まあ、王おう器き使いにとって、通常の天翼フエアリアなど邪魔なだけだからな。大規模攻撃など放てば、味方ごと消し去ってしまう危険性がある。それがアイリスたちと連携を取ったこともない部隊ならなおさらだ」

　アイリスが呟つぶやく。

　確かに彼女の指摘通りだ。

　前に暁あき人とがアイリスと特訓した時は、ちゃんと連携を取れるようになるまで大分時間がかかってしまった。

　彼女一人でもこれなのに、他多数の人間とすぐに連携など取れるはずも無い。

　だったら最初から戦力に考慮しないほうがましだ。

「普通の天翼フエアリアにだってできることはあります。そう虐いじめないで下さい」

　不満そうな顔をして、紅葉もみじが頬ほおを膨らませる。

　前回アイリスの姉──現在入院先で眠り続けているオルタシアを救出することができたのは、紅葉も貢献したからだ。

　アイリスは慌てて声を上げる。

「い、いやそういう訳ではなくてだな、連携が取れていない部隊と共に戦うというのは難易度が高いということでな。……こほん、気に障ったのなら済まない、この通り謝るから今回もよろしく頼む」

「はい、頼まれました。今回の私の役目は、篠しの原はらさんのフォローですね」

「ああ、千ち桜さの王器は万全じゃないからな。あと、今回ちょっと力を入れすぎているみたいなんだ。背中を守ってやってくれ」

　そう言って、暁人は千桜の方を見る。

　車の窓から外を見ている千桜は、考え事をしているらしい。

　遠くを眺め続けている。

「…………」

　彼女は過去、本土での戦いで味方部隊を壊滅させたというトラウマを抱えている。

　今回は足手まといとなる他ほかの部隊は参加しない。

（それに敵が集中している所を叩たたくだけだし問題ないだろう）

　暁人は自分を納得させ、千桜から視線を外し前を向く。

　丁度車が基地に到着し、ゲートをくぐり、やや走ると五階建て程の白を基調とした、基地本部に到着する。

「待っていたぞ、皆。今回は急な要請にも拘かかわらず快諾して頂き感謝する。……それでは、作戦の概要を改めて説明するから、中に入ってくれ」

　基地本部に先着していたつばめが歩み寄ってくる。

　暁あき人とたちはうながされるままに基地本部へと入っていく。




　▽△




　作戦は至ってシンプルなものだった。

　現在、禍マガ津ツ鬼キが集まっている箇所に暁人たちを投入。

　王おう器きの力で一いつ気き呵か成せいに殲せん滅めつする──というものだ。

　これなら禍津鬼に反撃の隙すきを与えず、尚なおかつこちらの被害を極力出さずに済む。

　つばめたち専門家が集まって出した作戦にしてはシンプル過ぎるが……。

（まぁ個人的には滅め茶ちや苦く茶ちや複雑な作戦を立てられて、それを実行しろと言われるよりは単純で分かりやすい方が楽だからいいけど）

　そんな感想を胸中で暁人は呟つぶやく。

　彼らは作戦概要を聞き終えると、軍事ヘリで禍津鬼が集まっている東ひがし大おお阪さか市し日下町くさかちようの近くまで向かう。




　ヘリのエンジン音を聞きながら、暁人たちはシートに座り移動する。

　このままヘリで戦場へ突撃するわけではない。

　近場まで行って、そこから天翼フエアリアで飛んでいくのだ。

　暁人たちは空中に身を投げると、全員が自分たちの勾まが玉たまに意識を集中させ、『ひふみ神う歌た』を唱える。




『一ヒ二フ三ミ・四ヨ五イ六ム七ナ八ヤ・九十百千コトモチロラネ！』




　声に呼応し、勾玉は卵が孵かえるようにひび割れ、光を零こぼす。

　量子変換され圧縮されていた天翼フエアリアが暁人たちの体を覆う。

　天翼フエアリアを起動した暁人たちは、ヘリを帰らせて自分たちだけで飛ぶ。

　すぐにそのまま戦場へ突撃はしない。

　禍津鬼に気付かれるギリギリまで接近。

　様子を窺うかがう。

　東大阪市日下町に目立った建物は殆ほとんど無い。

　家屋や大型店舗、学校──その他、建物や道路、街灯などが跡形もなくなっているのだ。

　なぜ、なくなったのか？

　答えは簡単だ。

　禍マガ津ツ鬼キたちのエサになったからだ。

　まるで空襲明けのようだった。

　めぼしい建物もなく、地面が露出している。

　文明があった痕こん跡せきを必死に消そうとしているようにも思えた。

「あれが今回の敵のようだな……」

「らしいな」

　アイリスの呟つぶやきに、暁あき人とが同意する。

「どうやら、数での制圧を目的にした部隊のようだな。甲こう蟲ちゆうを改良した禍津鬼が主力で、数は約二千。他ほかに中型禍津鬼──前に紅葉もみじとの模擬試合で乱入してきた単眼の禍津鬼、その改良型みたいなのが百～二百といったところか。これに匹敵する戦力を通常の天翼フエアリアで揃そろえるのは厳しいだろうな」

　眼下に広がる敵影を見て、暁人が呟く。

「全くですね。さすが最前線です……。あんな大群と戦うなんて」

　紅葉が身震いをする。

　今回彼女はあくまで補佐で攻撃の主力は暁人たち王おう器き使いだが、その圧迫感を肌で感じているのだろう。

「皆、気を引き締めて。前線では何が起こるか分からないのよ。油断は絶対にしないで」

「そうだな、千ち桜さの言うとおりだ。互いの状況を常に把握して、フォローを怠らないようにしよう。絶対に無茶はしないこと。特にアイリス、メイン火力はオレたちなんだから頼むぞ」

「分かっている。神かむ威いは心配性だな、本当に」

　アイリスは不敵に笑うと、推力を増し先行する。

「打ち合わせ通り、一いつ気き呵か成せいに、禍津鬼共に反撃の隙すきを与えず殲せん滅めつするぞ！」

　暁人たちは頷うなずき合い、彼女の後に続く。

　互いの攻撃が最も効果的に敵に届くよう、一定の距離をとるように計算された位置につく。

　一いち番ばん槍やりを務めるのは、もちろん彼女だ。

「さて、それではやらせてもらおうか」

　アイリスは不敵な笑みを浮かべる。

　つい数日前、夏祭りを満喫したり、海岸でスイカ割りにむきになっていたアイリスは年相応の少女だった。

　しかし今の彼女はまったく違う。仲間である筈はずの暁あき人とたちですら、アイリスの不敵な笑みに鳥肌を覚えた。

　唯一、王おう器き使いではない紅葉もみじは無意識に彼女から距離を取ったほどだ。それほどの迫力が今の王器使いアイリス・アクアリスにはあるのだ。

　彼女は慣れた手つきで王器である鬼灯ほおずきをバトンのように『くるり』と一回転させる。

　そして、柄つかを握り締めると手加減無く一撃を叩たたき込む。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　そのまま柄を振り抜くと、禍マガ津ツ鬼キたちを呑のみ込もうとする極限まで圧縮された空気──プラズマが発生する。

　鬼灯の能力は『圧縮』。

　固体、液体、気体関係なくどんな物質でも圧縮すれば熱を生む。

　鬼灯は今、気体を急速に圧縮してプラズマを発生させたのだ。

　眼下の禍津鬼たちがそれに気づき、急速上昇しアイリスに向かおうとするがもう遅い。

　まるで誘ゆう蛾が灯とうのようにプラズマに引き寄せられて呑み込まれ、その姿を消す。鋼鉄すら簡単に溶かす灼しやく熱ねつ。

　当然の結果である。

『オォォオッォォオォォォォンンッ！』

　なんとか逃げ延びた甲こう蟲ちゆうや単眼の禍津鬼たちが、アイリスたちに襲いかかろうとするが──暁人は手にしている神かむ威いに意識を集中させる。

『神威』はナノ単位で構築された、変幻自在の光体フオトン金属でできた剣であり、その粒子一つ一つを搭乗者が操り、自在に攻撃形態を変化させる。

　つまり、搭乗者の想像力イメージでどんなモノにでも変化させられる無形の武器なのだ。

　暁人は槍の想像力イメージを強固にするため大声で叫ぶ。

「穿うがち貫け！　氷ひ雨さめ！」

　何百本もの銀ぎん槍そうが暁人の周囲に展開。

　雷光のような速度で甲蟲や単眼の禍津鬼たちに襲いかかる。

『オォォオッォォオォォォォンンッ！』

　まるで禍津鬼たちの体と銀槍が糸で結ばれているように次々、貫いて行く。

　しかしさすがに数が多く、全すべてを一度に屠ほふることはできない。

　氷雨の範囲外から回り込むように敵が襲いかかってくる。

　暁あき人とはそちらに対応しようとしたが、

「暁人！　ここは任せて！」

　千ち桜さが暁人を守るように禍マガ津ツ鬼キたちとの間に立ちはだかる。

　彼女の表情はどこまでも真剣で、瞳ひとみには誰だれにも消せない決意の炎を宿していた。

　息を吸い込むと自分に言い聞かせるように叫ぶ。

「暁人はわたしがどんなことをしてでも守るって決めてるんだから──指一本触れさせないわよ！」

　千桜は王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りんを解放する。

「千里まで響け『雷らい轟ごう輪りん』！　全すべての罪を清めよ『天てん風ぷう輪りん』！」

　千桜の腰から下がっていた四の輪のうち、二つが外れ、宙に静止。

　二つの輪は呼応するように光を放つ。

　空間を歪ゆがめる程の霊れい子し力りよくを周囲から集め、轟ごう音おんを響かせる。

「魂ごと蒸発しなさい……ッ」

　味方である筈はずの暁人たちでさえ、肌が粟あわ立だつほどの鬼気迫る声音。

　千桜は構わず力を解き放つ。

「レーザー・マキシム！」

　両輪から放たれる致死の光線。

『オォォオッォォオォォォォンンッ！』

　暁人に迫っていた禍津鬼たちは、まるで害虫のようにバタバタと落ちて行く。

　禍津鬼たちが地上に落下するたび、土つち埃ぼこりが舞う。

　天輪はマイクロ波、ガンマ線、赤外線など、ありとあらゆる電磁波を扱うことができる王器だ。

　千桜は霊子力を両輪に送り、機械や人体に致命的なほど大量のマイクロ波を放射したのだ。

　つまり、禍津鬼たちは巨大な電子レンジに入れられたようなもの。

　前回、アイリスの姉を救った時は、オーストラリアの黄よ泉み柱ばしらを守護するＳＳ級禍津鬼、土つち蜘ぐ蛛もの群れを倒すため全霊子力を投入した。

　しかし今回はまだ戦いが続くため、千桜は余力を残し手加減した。ＳＳ級禍津鬼、土蜘蛛に使用した時と比べると、威力はかなり抑えられている。

　それでも効果は抜群で、目に見える範囲の禍津鬼の群れは殲せん滅めつさせられてしまう。

「篠しの原はらさん、六時の方向から中型禍津鬼接近！　お願いします！」

「任せて、委員長！」

　千ち桜さの死角を補うように、紅葉もみじが声をかける。

　紅葉の役割は、直接戦うことではない。

　戦いに集中する暁あき人とたちの代わりに周囲を警戒し、危機が迫っていないか確認したり、王おう器きが破損して全力を出すことができない千桜のフォローなどに回ったりする。

　つまり雑務だ。

　しかし彼女は文句ひとつ言わず、自身の立場を理解して役割を忠実にこなす。暁人と出会う前、何事にも頑かたくなで猪ちよ突とつ猛進だった頃ころの紅葉からは考えられない成長だ。

　紅葉の指示で千桜が迫り来る禍マガ津ツ鬼キへ視線を向ける。

　同時に彼女は機械にとって致死の光線を放つ。

『オォォオッォォオォォォォンンッ！』

　奇襲を受け、かなりの数を失った禍津鬼たちは怒り、出せる限りの速度で暁人たちに迫る。

　だが、暁人は怯ひるまず神かむ威いの形状を変化させる。

　一時、氷ひ雨さめを解除。

　新たな武器を想像イメージし、声高に叫ぶ。

「悪鬼を切り裂く顎門あぎとを手に！　双そう牙が双そう剣けん！」

　柄つかが二本に分かれ、持ち主の意思で刀身の長さを調整できる日本刀へと姿を変えた。

　暁人は自身が扱える最大の長さまで刀身を伸ばし、迫り来る禍津鬼の群れに自分から突撃する。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ豊とよ雲くも！」

　柄を握り潰つぶす勢いで力を込める。

「風ふう雅が風ふう神じん！」

　まるで剣舞のように迫り来る禍津鬼たちを斬って捨てていく。

　奇襲で数を減らした禍津鬼がさらに少なくなる。

（よし！　このまま押し切れば無傷で勝つことができるな。完勝だ！）

　暁人はこの時点でほぼ自分たちの勝利を確信していた。

「神威、どけ！　一発大きいのを叩たたき込むぞ！」

「了解！　任せた！」

「うむ！　妻に任せるがいい！」

　アイリスは暁人の声援を受けると、嬉き々きとして鬼灯ほおずきの柄を握り締める。そして声を張り上げ、気合いを入れて鬼灯を振るった。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　ダメ押しのプラズマ！

　禍マガ津ツ鬼キたちは生まれ出た光の塊に呑のみ込まれ消失する。

　その威力は今日の攻撃の中でもっとも強いものだった。

　アイリスの後ろで、距離を取っていた暁あき人とたちでさえ顔を背け、肌に熱を感じるほどだ。

　プラズマの光が落ち着き消失。

　暁人たちが背けていた顔を向けると、アイリスは自慢げに薄い胸を張っていた。

「見たか！　アイリスにかかればこの程度、一瞬だぞ！」

　だが、そんな彼女に鋭い叱しつ責せきが飛ぶ。

「馬ば鹿か！　油断するなアイリス！」

「ほえ？」

「後ろだ！」

「!?」

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　暁人の指摘と同時にアイリスは背後から、単眼の禍津鬼に食いつかれる。

　アイリスの一撃を避け、大きく迂う回かいし背後から襲ってきたのだ。

　完全な不意打ちのため、アイリスは単眼の禍津鬼に食いつかれ地上へと落下させられる。

「ぐ……くぅぅッッ!!」

「アイリスっ！」

「こ、この雑魚の分際でぇえぇぇぇえ！」

　彼女は不意打ちとはいえ、禍津鬼に食いつかれたことに王おう器き使いとしてのプライドを傷つけられたが、口から脱出しようにも距離が近すぎる。

　鬼灯ほおずきの力──空気を圧縮しプラズマを作り出せば、自身ごと傷つけてしまう。

　また両手を押さえるように咥くわえられているため、鬼灯を振るうこともできない。

　地面に叩たたき付けられ、体を固定。

　その間に他ほかの小型禍津鬼に嬲なぶられたら、いくら王器使いでも危ない。

　だが、単眼禍津鬼の目もく論ろ見みは達成できなかった。

「穿うがち貫け！　氷ひ雨さめ！」

　暁人は神かむ威いを氷雨に切り替える。

　銀ぎん槍そうが雷光のような速度で、単眼禍津鬼の背中や首筋を射い貫ぬく。

　衝撃に耐えきれず、単眼禍津鬼は口元を弛ゆるめてしまう。

　アイリスはその隙すきを逃さず、

「このぉおぉおぉッ！」

　有り余る霊れい子し力りよくを全開にして、口から抜け出すことに成功。

　先程まで自分を咥くわえて離さなかった単眼禍マガ津ツ鬼キを睨にらみ付ける。

　そして怒りをそのままぶつけるように鬼灯ほおずきを振るう。

「よくもやってくれたな！」

　彼女は柳りゆう眉びを逆立て、鬼灯を振るう。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

『グウァアウァァァアアアァァアアァアッッ！』

　アイリスを襲った単眼禍津鬼と、その周辺にいた甲こう蟲ちゆうまで呑のみ込み、今度こそ消失させる。

「どうだ！　見たか！」

「見てたぞ、油断して単眼の禍津鬼に咥えられるところまで全部な」

「うぐぅッ」

　暁あき人とは展開した氷ひ雨さめで、さらに甲蟲を倒しながらアイリスをからかうような口調で話しかける。

　アイリスは暁人の指摘に頬ほおを染め、唇を尖とがらせた。

「うるさい！　うるさい！　ちょっと油断しただけだ！」

「その結果、禍津鬼に噛かみつかれるなんて王おう器き使いとしてどうだろう」

「むぐぐぐッ！」

　アイリスは反論できず頬をハムスターのように膨らませる。

　さすがに口が過ぎたと気付いた暁人は、微苦笑を浮かべて謝罪を口にする。

「ごめん、ごめん、からかい過ぎたよ」

「ふん！　意地悪する神かむ威いとはもう二度と口を利いてやらん！」

　謝罪が遅すぎたらしくアイリスは完全にヘソを曲げてしまう。

「参ったな」

　自業自得とはいえ、暁人は機嫌悪くそっぽを向く彼女のご機嫌を取る。

「本当に悪かったって、豊とよ葦あし原はらに戻ったらクレープを奢おごるからさ。許してくれないか？」

「そんな物でアイリスの機嫌が取れると……」

「それじゃたこ焼きも付けるぞ」

「……オコノミヤキも買ってくれるなら許してやらなくもないぞ」

　アイリスの好物は数日前の夏祭りで増えた。

　暁人は降参と言いたげに両手を広げる。

「もちろん、買うよ。だから機嫌直してくれよ」

「まぁそこまで頼まれたら許すのも吝やぶさかではないな！」

　機嫌を直したアイリスに暁あき人とは胸を撫なで下おろす。

　そして、改めて状況を確認。

「どうやら大勢は決したらしいな。なんとかなってよかったよ」

　眼下では残りの禍マガ津ツ鬼キたちが、蜘く蛛もの子を散らすように引いていく。

　地面にはクレーターや禍津鬼の残ざん骸がいなどが残っている。

　暁人の神かむ威いによって四肢や胴体を切断されたり、多数の穴を開けられたりした物。

　千ち桜さの『レーザー・マキシム』で外見は無事でも、内部の機器は完全に破壊された禍津鬼。

　アイリスのプラズマで、半分熔とけてしまった禍津鬼の残骸などだ。

　この周辺の安全が完全に確保されたら、これら破壊された禍津鬼はつばめたちの手によって回収される。

　主に禍津鬼の研究材料として利用されるのだ。

　暁人とアイリスの側に、千桜と紅葉もみじが合流する。

　アイリスは鬼灯ほおずきを肩に担ぎ、不機嫌そうに呟つぶやく。

「ふん、この程度の禍津鬼など、アイリス一人でもどうにかなったぞ。簡単だ」

　事実、アイリスが油断して禍津鬼に噛かみつかれたシーンはあった。

　しかし彼女の言葉通り、アイリス一人でもこの程度の数・質の禍津鬼たちなら問題なく倒すことができた。

　またたとえば暁人が単独で挑んだとしても十分倒しきっただろう。

　そんなアイリスに、紅葉が質問する。

「確かに近くに寄らせなければそうでしょうが……とりつかれたら厳しいのでは、と思うのですが」

　紅葉の指摘に、アイリスは鼻で笑い、笑みを浮かべる。

　そして鬼灯で自慢げに肩を叩たたく。

「その時は、少し距離を置いて相互作用するプラズマを配置すればいい。雑魚ならば二つのプラズマが起こす凄すさまじいエネルギーの乱気流で粉々だ」

「だったらさっき掴つかまった時にやればよかったじゃないか」

　暁人が再び意地悪なツッコミをする。

　アイリスが頬ほおを膨らませた。

「あの時は神威の横よこ槍やりが入らなかったらやっていたんだ！　また神威は意地悪をする！」

　そしてまた先程のようなやりとりを二人は始める。

　そんな二人を紅葉もみじは眺めた。

「……本当に、普通の天翼フエアリア使いや禍マガ津ツ鬼キと比べて、王おう器き使いというのは桁けた違いですね。あの圧倒的な攻撃力、数だけでは到底、太刀打ちできないわけですね。私がこの場所に居てもあまり意味が無い気がしてきました」

　王器使いではない、ただの天翼フエアリアである紅葉は、先程までの戦いを思い返し身震いする。

　鬼灯ほおずきの圧倒的火力。

　神かむ威いの状況に合わせた変幻自在の武器。

　そして天てん輪りん──全盛期には遠く及ばないが、今なおその殲せん滅めつ力は他ふたつの王器に負けない強さを持っていた。

「…………」

　紅葉は無意識に拳こぶしを痛いほど握っていた。

　ただの天翼フエアリア搭乗者では絶対に到達できない領域。

　自身の才能の限界を目の前に突き付けられ、傷つきはしないものの、彼女のプライドが少しだけ疼うずく。

　今回は暁あき人とたちのサポートに徹した。それが現在の、五いつつ橋ばし紅葉の役割だと言い聞かせながら。

　そんな彼女の態度の変化にアイリスとの会話を終えた暁人が気が付く。

　彼はどう声をかけていいか迷った。

「紅葉、その……」

「どうかしましたか、暁人さん？」

「……ごめん、なんでもない」

　声をかけ、言い淀よどみ、結局は何も言わず話を切り上げる。

　紅葉は小首を傾かしげるが、それ以上の追及はしてこなかった。

　暁人は話題を変えるため、いまだ撤退する禍津鬼たちを眺めている千ち桜さに話しかける。

「千桜、どうしたんだ。そんなジッと見つめて」

　千桜は振り返らずに、

「何か、おかしいの。……禍津鬼が、綺き麗れいに撤退しすぎている」

「？　それの何が問題なのだ？　いくら奴やつらでもあれだけ一方的に蹂じゆう躙りんされれば、恐れて逃げ出すに決まっているではないか」

　アイリスの指摘通り、先程の戦いは本当に一方的な蹂躙だった。

　ほぼ殲滅と言ってもいい戦果だ。

　またアイリスは王器使いとして、数多あまたの敵を討ち果たし、滅ぼしてきた。

　討ち果たした後は、逃げる敵を追う必要などは無かった。

　雑魚などに用は無かったからだ。

　何度現れようが、その度に討ち滅ぼせばいい。それは彼女が強者であるが故の思考なのだろう。

　しかしアイリスの指摘に、千ち桜さが首を振る。

「……違う。大規模戦闘の後、壊滅的なダメージを受けた禍マガ津ツ鬼キは、あんなに綺き麗れいな形では動かない」

　それは何度となく──中学時代、鏡かがみ月げつ歌かと一緒に禍津鬼との大規模戦闘をくぐり抜けてきた千桜だからこそ感じ取った違和感。

「それってどういうことですか、篠しの原はらさん」

　紅葉もみじの問いに千桜が呟つぶやく。

「まるで指揮官に統率された軍隊のような……」

　彼女の懸念が的中する。

　背筋を走り抜ける寒気。

「──上！　何か来るぞ!?」

　暁あき人との注意に皆の視線が上空へと向けられる。

　高速で光り輝く弾丸のような物が上空から多数撃ち込まれてくる。

　暁人たちは慌てて回避運動を展開。

　注意のお陰で、誰だれ一人被弾することはなかった。




「……ふん、やはりこの程度ではかすりもしないか」




　見覚えのない少女が、右腕に装備している籠こ手てのようなものから空薬やつ莢きようを放出する。空薬莢が煙を上げて、落下する。

　先程の不意打ちはどうやら彼女がおこなったものらしい。

　銀髪をポニーテールに縛り、大きな胸を窮屈そうに戦いくさ装しよう束ぞくの下に押し込んでいる。

　両腕には籠手を装備し、腰に手を当て暁人たちを傲ごう岸がん不ふ遜そんに見つめていた。瞳ひとみは大きいが鋭く、美しい顔立ちも相まって日本刀のような雰囲気を発している。

　少女がぶっきらぼうに告げる。

「私は黄泉戦ヨモツイクサ一五〇〇鬼、一イツ柱チユウ、柝さく雷いかづちの側そば女め、五い依よりだ」

　彼女の背後に少女たちが続く。

「一人だけじゃないよ。六む依えたちもいるんだから」

「…………」

　一度見たら忘れない──黄泉戦ヨモツイクサ一五〇〇鬼、一イツ柱チユウ、地チ雷ライの側そば女め、六む依えだ。

　銀髪をリボンでくくったツインテール。

　胸はそこそこあり、背丈も千ち桜さと同じ程度。

　現代風なのか丈の短いフリフリの式服から、真っ白な太ふと股ももが露出している。

　前回の戦闘で暁あき人とに敗北したことを恨んでいるのか、柳りゆう眉びを逆立てて彼を睨にらんでいる。

　その隣に、人じん工こう島とう・豊とよ葦あし原はらを夜間、大型禍マガ津ツ鬼キたちと一緒に襲った七なな依えがいた。

　今回は他ほかの姉妹たちに倣って彼女も顔を隠していない。

　肩まで伸ばした銀色の髪。起伏に乏しい小柄な肢体。

　手に持つ長大な柄つかの先端から霊れい子し力りよくの刃が伸びた大おお鎌がま。

　背中から伸びる機き械かい羽ばね、天あまの羽は衣ごろもは禍まが々まがしいデザインで、大きく伸びた三本の尻尾しつぽが特徴的な機体だ。

　戦いくさ装しよう束ぞくは着物型で、腰から長く伸びる帯が視線を集める。

　三人並ぶと髪色と顔立ちのせいか、姉妹だとはっきりと分かる。

　この場で唯一顔を隠しているのは、鏡かがみ月げつ歌かだけだ。

　白い天翼フエアリア。

　傷どころか汚れひとつない頭から爪つま先さきまで真っ白な、まるで白しろ無む垢くのような機体だ。

　その周囲に浮いている二枚の鏡のような隼はや楯だてこそ、最強の楯たてと呼ばれている『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえし』だ。

　狐きつねの仮面で顔を隠しているため、表情を読むことはできない。

「月歌お姉ちゃん……!!」

　千桜が目の前に現れた月歌に、目を見開く。

「月歌さんっ！」

「…………」

　続けて暁人も叫ぶが、月歌の反応はなし。

　さらに声をかけようとするが、アイリスに割り込まれて黙らされてしまう。

「無駄だ。それ以上は止やめておけ……それより今は上う手まく撤退することを考えろ」

「撤退？」

　アイリスの意外な言葉に、思わず暁人は問い返してしまう。

　彼女は月歌たちを警戒するよう目を細め、鬼灯ほおずきを握り直す。

「なぜ大量の禍津鬼たちが進軍もせず、あんな所に留とどまっていたのかもっと深く考えるべきだった。奴やつらはアイリスたちを罠わなに嵌はめるため用意されたエサだったのだ。そうと分かっていつまでも付き合ってやる必要はないだろ」

「正解だ。しかし、私たちも折角釣り上げた獲物をむざむざ逃がすつもりはない」

　この場でリーダーを務めているらしい五い依よりが、不敵に笑う。そして開始のゴングのように両手の拳こぶしを打ち鳴らす。

　両手に嵌はめられた金属製の籠こ手てが、甲高い音を鳴らした。

　五依が指示を飛ばす。

「月げつ歌か！　貴様は予定通り、鬼灯ほおずきの足止めをしろ！　六む依えと七なな依えは天てん輪りんと赤い天翼フエアリアを。私は神かむ威いをやる！」

「……了解」

「分かったよ、イヨリン！」

「イヨリン、言うな！」

　漫才をする五依と六依。

　月歌は無言でアイリスへ。

　六依と七依は、それぞれの相手へと向かう。

　暁あき人とたちは撤退しようにも、背中を見せて逃げるわけにもいかない。

　その隙すきに何をされるか分からないからだ。

　最初に戦いを始めたのはアイリスと月歌だ。

　彼女の二枚の鏡のような隼はや楯だて──『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえし』が意思を持ったように動き、主を守るように前へ出る。

　月歌がここに来て初めて口を開く。

「……ひと、ふた、みよ、いつ、むゆ、ななや、ここのたり、死まかれる人も生き返りなむ」

「死返……ッ。貴様とまさかこんな所で相あい見まみえるとは……！　オマエは面倒だからアイリスは嫌なのに！」

　そう言うなり、月歌に向けて牽けん制せいのためのプラズマを作り出す。

　暁人たちが目を背けるほどの熱量。

　しかし、月歌はまるでそよ風を浴びるように気にせず、まっすぐ突っ込む。

　隼楯に触れると──月歌に向かって放たれたプラズマがアイリスへと引き返す。

　アイリスは慌てて、距離を取り回避。

　これが鏡かがみ月歌が所有する『王器製造番号捌、死返』の力だ。

　あらゆる攻撃を弾はじき返すカウンター能力を持つ最強の楯たて。

　扱う人物によっては、一般的な天翼フエアリアの攻撃すら弾くのが困難だが、月歌は王器であるアイリスの一撃をそっくりそのまま相手に弾き返してみせた。

　アイリスは鬼灯ほおずきから片手を離し、月げつ歌かへと向け『ギュッ』と拳こぶしを握り締める動作をする。

「この！　来るなぁ！」

　彼女は月歌の周囲の空気を圧縮し、身動きを封じようとしたのだ。

　しかし、月歌はアイリスに接近するスピードを一切落とさず、見えない空気の圧縮さえ死まかる返がえしで弾はじいてみせた。

「本当に厄介な奴やつだ！」

　以前、アイリスは姉であるオルタシア・アクアリスを救い出す力を得るため、月歌から死返を奪おうとした。

　結局、勝敗は付かず記録上は引き分けになったが、実際はアイリスの攻撃全すべてが正面から弾かれてしまった。

　月歌の毛先を焦がすことすらできなかったのだ。

　早い話が──喧けん嘩かをふっかけたはいいが、相手に軽くあしらわれた。

　そんな相手が今、敵として前回の自分のように真まっ直すぐ向かってくる。これほど不利な状況はない。

「だが、アイリスだってあの頃ころから成長している！　死返！　貴様がなぜ人類を裏切ったかは知らないが、アイリスを甘くみるなよ！」

「…………」

　アイリスに怒声を浴びせられても、月歌は無言を貫き通す。

　鬼灯ｖｓ死返の第二戦目がはじまった。




　▽△




「ガンマナイフ！」

「刃の露となりなさい！」

　千ち桜さが天てん輪りんで空気中の水分を水蒸気爆発させる。

　紅葉もみじは手にしている藤とう花か社製・Ｆ一一中距離長刀『狂きよう華か』を振るう。

　爆発と同時に刃が到達する連携攻撃が、六む依えと七なな依えに襲いかかるが──

「そんな程度の攻撃が六依に効くわけないでしょ！　麻あさ糸いの三み勾わ！」

　麻糸三勾は、六依が所有する能力だ。

　霊れい子し力りよくと特殊な繊維を混ぜ合わせた糸で、空中に一定時間停滞させることもできる。

　千桜、紅葉の攻撃に対して、六依は蜘く蛛もの巣のように糸を展開。

　二人の攻撃を完かん璧ぺきに防いでしまう。

「そんな、わたしのガンマナイフが！」

「感触的に私の狂きよう華かであの糸を切るのは難しそうですね」

　千ち桜さは驚き、紅葉もみじは冷静に状況を理解する。

　さらに七なな依えの三本の尻尾しつぽが機械音と共に分解する。

「行って」

　連結していた浮遊オプションは円盤型で円周部分に刃を作り出し、二人に襲いかかってくる。

「くッ……」

　千桜が苦しそうに顔を顰しかめた。

　彼女たちは回避に専念する。

　先程から千桜たちの攻撃は全すべて六む依えの麻あさ糸いの三み勾わに防がれ、七依の浮遊オプションで三六〇度攻撃を受けていた。

　二人は姉妹だけあり防御と攻撃という連携に隙すきがない。

　翻って千桜と紅葉のペアは、上う手まく機能していない。

　二人は授業でペアの練習をしたが、『訓練時間が圧倒的に少ない』、『根本的に反りがあわない』、『突然の実戦』のため酷ひどいとしか言いようがない。

　それでも二人はギリギリなんとか持もち堪こたえている状況だが、自力での脱出・六依＆七依の打倒は難しいだろう。

　それは死まかる返がえし、月げつ歌かを相手取っているアイリスも同様だ。

　唯一、他ほかと比べてまだ楽なのは五い依より一人を相手にしている神じん代だい暁あき人とだろう。




「射い貫ぬけ！　建たけ御み雷かづち！」

　五依が右手の籠こ手てを振り抜く。

　同時に光り輝く雷のような弾が暁人を目指し襲いかかる。空薬やつ莢きようが宙を舞い、重力に従い地面へと落下して行く。

　暁人は想像イメージする──そして同時に、神かむ威いが手に握る柄つかへと集束する。

　神威はごく平凡な一振りの日本刀に姿を変えた。

「八はち頸くびを墜おとし、蹈鞴たたらを踏み、尾を刻め──龍りゆう穿が絶ぜつ剣けん！」

　全ての光体フオトン金属を圧縮し、たとえ龍りゆうに振るっても折れない刀を作り出す。

　暁人は龍穿絶剣を両手で握り締めると、光弾から逃げずに向き合う。

　龍穿絶剣を振り上げ、高々と叫んだ。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　鬼おに断だちッ！」

　鬼神すら断ち切る剛剣で、正面から光弾を切り伏せる。

　その光弾に隠れるように五い依よりは暁あき人ととの距離を縮める。

　振り下ろした刀の隙すき間まを縫うように五依が右拳こぶしを振り下ろす。

「はあぁぁぁあッ！」

「くッ!?」

　暁人は無理矢理、体を捻ひねって回避。

　五依がすぐさま左手の裏拳を繰り出すが、龍りゆう穿が絶ぜつ剣けんで弾はじく。

　金属同士の硬質な音が響き渡る。

　数度の打ち合いの後、互いに示し合わせたように距離を取った。

　五依が露を払うように腕を振るう。

「ふん、流石さすがにあの程度の小手調べではどうにもならないか」

　言葉とは裏腹に五依は楽しげに口元を歪ゆがめる。

　暁人も挑発的な笑みを浮かべ告げた。

「それはこっちの台詞せりふだ」

「ふふふ……なら、私も久方ぶりに本気を出すとしよう！」

　肉食動物のような笑みで再度、両手の籠こ手てを打ち鳴らす。

　まるで第二ラウンド開始の合図のように。

　暁人も改めて龍穿絶剣を構えなおす。

「なっ!?」

　構えた刹せつ那な──五依の姿が空気に溶けるように消える。暁人は慌てて斬りかかるが、刃は虚むなしく空を切っただけだった。

　天翼フエアリアのシステムも、自身の五感も研ぎ澄まし周囲を警戒するが変化なし。

　姿、形、影でさえ発見することができない。

　なのに。

「ぐっぁ!?」

　突然、殴り飛ばされる。

　五依が攻撃の瞬間だけ姿を現したため、本当にギリギリで薄い霊れい子し結界フイールドを張ることができた。お陰で致命傷は避けられたが、受けたダメージは大きい。

　痛みを堪え、彼女を睨にらむが再び姿を消す。

　だが、暁人だってやられてばかりではない。

　すぐさま神かむ威いを強く握り締める。

　暁人は槍やりの想像力イメージを強固にするため大声で叫んだ。

「穿うがち貫け！　氷ひ雨さめ！」

　何百本もの銀ぎん槍そうを展開。

　自身の周囲に雨あめ霰あられと降り注がせるが、手て応ごたえがない。

「くっ!?」

　背後から一撃。

　苦く悶もんの声を漏らしてしまう。

　さらなる追撃を防ぐため、背中へ霊れい子し結界フイールドを展開する。

　しかし、五い依よりは構わず攻撃をしかけてくる。

　重い一撃が肺から空気を強制的に奪い、体を地面へと叩たたき付ける。

　落下した場所の地面が陥没する。それほど強烈な一撃をくらったのだ。

　暁あき人とは無様にも両手両足を地面に付け、上空の五依を睨にらみ付けた。

「これが『天あめ埜の逆さか手て』の力だ」

　彼女は両手を再び打ち鳴らしながら楽しげに喋しやべり出す。

「匂におい、音、気配、移動する際の空気の流れ、霊れい子し力りよく、光や影すら完全に消し去ることができる力を持っているのだ」

　まるで高性能なカメレオンだ。

　五依の言葉通り、姿を消した彼女を暁人は把握することができなかった。

　暁人は無意識に奥歯を噛かみしめる。

（王おう器きに負けず劣らず彼女たちの武器も強力だな。しかし、さっきは本当に姿形が見えないどころか、気配さえ感じることができなかった。これはかなり拙まずいぞ……ッ）

　悔しがる暁人を見下ろし、五依は愉悦に表情を歪ゆがめ、声を張り上げる。

「行くぞ！　神かむ威い！　貴様はここで潰つぶさせてもらう！」

　再び五依は姿を消し去る。

「ちくしょう！」

　暁人は叫び、地面を蹴けり空を飛び回る。相手に狙ねらいを付けさせないためだ。

「ぐぅ！」

　ランダムで飛行している筈はずなのに、まるで狙い澄ましたかのように一撃を浴びる。

　ギリギリの所で防ぎ、致命傷は負っていないが、それはただ嬲なぶられる時間が増えているだけに過ぎない。

（前の千ち桜さと船上で戦ったときみたいに、相手の『気』を察知できればいいんだが。そうそう上う手まくはいかないか）

　千桜と戦ったときは、相手の視線や全体的な体の動き、滲にじみ出でる気配を肌で察してなんとか攻撃を回避できた。

　しかし、五い依よりは姿を消しているため、それすらできない。

　再び、五依の一撃。ギリギリで防ぐ。

（クソ！　何か手はないのか!?）

　口内に広がる鉄の匂におい、味を感じながら必死に頭を回転させる。

「さぁ、次で止とどめだ！」

　五依が宣言をして、再び姿を隠す。

　暁あき人とは周囲を懸命に見渡し、気配を探るが彼女を見付けることはやはりできない。

（一か八か、やってみるしかないか……ッ）

　暁人は先程とはうって変わって、動き回り狙ねらいを定めさせないようにはせず、一箇所に留とどまり微動だにしない。神かむ威いを刀に戻す。

「ふぅー」

　さらに目をつぶり、息を吐き出す。

　手にしている刀は構えず、右手に掴つかんだままだらりとさげているだけだ。

　まるで隙すきだらけの姿に今度は逆に五依が困惑する。

（何かの作戦か？）

　彼女は用心して、すぐに暁人へ襲いかからず彼や周囲を観察した。

（私が見える範囲で特に変わったことはないな……）

　彼女の見た限り周囲に罠わなのような物はない。本当に空中に留まり、棒立ちになっているようにしか見えない。

（『空城の計』のようにワザと隙を見せて、手出しさせないようにしているのか？）

　空城の計──兵法三十六計の第三十二計にあたる戦術だ。

　その名のとおり、ワザと隙を見せて相手に『何か策があるのでは？　伏兵が居るのでは？』と思わせ退却させる戦術──今回は足止めさせるのを狙っているのかもしれない。

（くだらん。王おう器き使いと言っても、所しよ詮せんはこの程度か！）

　五依は右手を痛いほど握りしめ、背後から接近。自身の霊れい子し力りよくを右手に注ぎ込み、下手な霊れい子し結界フイールドでは防げない威力へと昇華する。

　そして暁人の後頭部に狙いを付け、腕を振るう！

「何ィッ!?」

　五依の叫び声。

　暁人は振り返ると握っていた龍りゆう穿が絶ぜつ剣けんを一いつ閃せん！

　姿を消した五依の一撃を初めて弾はじき返したのだ。

　彼女は慌てて距離を取り、体勢を立て直す。

（まさか勘で？）

　五い依よりにミスはなく、相手は何かをしている気配はない。なのに攻撃を防がれた。不気味な寒気が、五依の背筋を襲う。

「どうした？　もうお終しまいか？」

　暁あき人とは薄く笑い挑発の台詞せりふを告げる。

　この言葉に五依は怒りで顔を赤くした。

（くッ、きっと偶然に決まっている！）

　彼女はそう自分に言い聞かせ、再度突撃を敢行。

　両腕を振り上げ、暁人から見て左側──龍りゆう穿が絶ぜつ剣けんを持たない方向へ回り込み攻撃をしかける。

　だが、暁人が視線を自身へと向けてくる。いまだに籠こ手ての力を発動して、姿を消しているというのにだ。

「神じん代だい流りゆう、神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち……」

　龍穿絶剣を握る暁人の右手に力が篭こもる。

「荒あら神がみ！」

　一息で上下左右、全方位を切り裂く刀技。

　その攻撃の刃が左側、五依が居る空間を狙ねらい放たれる。

「馬ば鹿かなッ！」

　今度は反対に五依が、攻撃を喰くらう。

　彼女はとっさに腕をクロス！

　全力で霊れい子し結界フイールドを展開し、暁人の刀技を防ぐが、籠手の力が解除され完全に姿を晒さらしてしまう。

　驚きよう愕がくの表情で五依は暁人から距離を取る。

「どうして私の動きをここまで察知することができたんだ！　籠手の力はちゃんと働いていたはずだぞ！」

「ああ、お陰で視覚での確認は不可能だったよ」

「なら、なぜ！　こうまで攻撃のタイミングを読むことができたのだ！」

「そうだな。せっかくだから教えてやるか」

　暁人は刀を振り、五依にも分かりやすく視覚化してやる。

「な、なんだそれは!?」

　五依は反射的に驚愕の声をあげてしまう。

　彼の周囲を細い糸が、隙すき間まが多い繭のように囲んでいたからだ。

　銀糸の繭。まるでお伽とぎ噺ばなしに出てくるような幻想的な光景。

　暁あき人とは五い依よりの驚きに満足しながら、技名を告げる。

「神じん代だい流りゆう、神かみ代よ七なな代よ於お母も陀だ流る、蝕しよく糸し陣じん」

　神代流、於母陀流は守しゆ術じゆつと呼ばれる守りの技術に特化している。蝕糸陣は事故、負傷などで視力を失った場合に、敵の動きを知るための技術だ。

　極細の糸を自身の周辺に展開し、まるで蜘く蛛もが巣の振動でかかった獲物を判別するように触覚で敵の動きや位置を把握する。

　神代流では月が分厚い雲に隠れる深夜、さらに目隠しと耳栓をして糸の振動だけで攻撃を回避する訓練をおこなう。

　暁人ももちろん経験済みだ。

　訓練中、何度も兄弟子たちの一撃を受け、文字通り血ち反へ吐どを吐いて身に付けた技術だ。

「確かにその籠こ手ての力は脅威だ。匂においも、音も、空気の動きでさえ完全に消し去る。だが……質量だけは消せない」

　その指摘に五依の表情がさらに悔しそうなものに変わる。

　暁人の指摘通り、物質そのものを消しているわけではない。

　それに気付いた暁人は、五依に分からないほどの極細の糸を神かむ威いで製作し、周囲に展開。

　目を閉じ、意識を手のひらの触覚のみに集中させたのだ。

　これにより相手の位置や動きを把握した。

　五依は吊つり上がった柳りゆう眉びを、弛ゆるめる。

　先程とはうって変わって微笑ほほえみさえ浮かべていた。

「……さすが神代流。まさかこれほどの短時間で破られるとは思わなかったぞ。さらにこんな奴やつが神威まで手にしていたら、確かに私や妹たちが相手では荷が重すぎるな」

「…………」

　ずっと上から目線だった五依が、なにやら暁人を褒め出す。

　その言葉に喜ぶどころか、警戒心が先に来る。

　暁人は油断なく龍りゆう穿が絶ぜつ剣けんを構えながら問う。

「……どうした。実力差を実感して諦あきらめたのか？」

「まさか！」

　暁人の問いに彼女が嗤わらう。

　自身の考えた作戦が上う手まく動き、相手が爪つま先さきから頭の先まで嵌はまったのを目の前にしたような、そんな嗜し虐ぎやく的な顔だった。




「獲物を逃がす猟師がいると思うか？　これだけの数の禍マガ津ツ鬼キの犠牲を出して、撒まき餌えをしたんだぞ？　準備は万端だ！」




　五い依よりはすでに勝利を確信している瞳ひとみで残酷に嗤わらう。

「貴様たち──特に神じん代だい暁あき人と。オマエにはここで確実に消えてもらう！」

　五依が、右手をあげる。

　突然、巨大な地響きが辺りに満ちる。

「……ッ!?」

　暁人が急展開に驚きの表情を作る。

「地震？　こんなタイミングで？」

「まさか、いくら何でもタイミングが良すぎます」

「な、なんだ!?　何が起きている！」

　他ほかの相手と戦っていた千ち桜さ、紅葉もみじ、アイリスですら戦いの手を止め、音の発生源──眼下に広がる市街地を眺め、順番に呟つぶやく。

　いや、市街地だった場所を、と言うべきか。

　そこには突然──巨大な何かが、辺り一面から『生えていた』。

「何だ……アレは!?」

　暁人は心の底から驚きよう愕がくし、声をあげてしまう。

　その黒い物体は、辺り一面から盛り上がり──そして徐々にその形を現す。

　最初に盛り上がった物体は、頭だった。

　次に肩が現れ、胴体、そして足が現れる。

　二腕二足の怪物。

「まさか……あんな巨大なものが……ッ」

　暁人が呟く。

　巨人──いや、巨人型の禍津鬼。

　その身には赤く燃えたぎる炎を纏まとっている。




『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』




　余りにも巨大なそれは、暁人たちの前に立ちふさがる。

　五依は彼らの驚き具合に満足し、声高に巨人型の禍津鬼について語り出す。

「こいつこそが神話に語られた存在──女神をも焼き殺した火神の名を冠されたＳＳＳ級禍マガ津ツ鬼キ！　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみだ！」

　世界に七つある黄よ泉み柱ばしらは、それぞれ柱を守るように一体ずつ特別な禍津鬼が守護している。

　それがＳＳ級と呼ばれる禍津鬼だ。

　そして例外として日本の黄泉柱はＳＳ級より上のＳＳＳ級と呼ばれる禍津鬼が三体も守護している。

　篠しの原はら千ち桜さは一年半前、第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せん中にＳＳＳ級禍津鬼と遭遇。結果、一撃で王おう器きを破壊され、本人も重傷を負った。

　それと同じランクの怪物が今、目の前に居るのだ。

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　いにしえの神の名を与えられたその巨大な禍津鬼は、暁あき人とたちに異形の視線を向ける。

　あまりのできごとに目眩めまいを覚えた暁人だったが、自身を奮い立たせる。

「ッ……大きければその分、攻撃が当てやすいってもんだろ！」

　暁人は叫び、神かむ威いを変化させる。

　銀ぎん槍そうに姿を変えた神威が、火之[image: ]具土神に向かって飛来。だが、その全すべてが体表で弾はじかれてしまう。

「あははは！　無駄だ！　その程度の攻撃では火之[image: ]具土神にかすり傷さえ作れないぞ！」

　五い依よりは勝ち誇ったような笑い声をあげる。

　暁人は彼女の笑いを耳にしながら舌打ちした。

「だったら！　これならどうだ！」

　暁人は再び全ての神威を圧縮──龍りゆう穿が絶ぜつ剣けんを作り出す。

　暁人は龍穿絶剣を逆手に握り締めると、真まっ直すぐ火之[image: ]具土神へ突撃した。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　螺ら旋せん暈がさねッ！」

　暁人はスピードを殺さずそのまま一回転。

　火之[image: ]具土神の胸へ龍穿絶剣を叩たたき込む。さらに衝撃が広がる寸前──空いた手で掌底を柄つかに叩き付ける。

　衝撃が拡散する前に追加の攻撃を与えて衝撃の槍やりを作り出したのだ。

　神代流でもトップクラスの貫通力を誇る大技だったのだが……。

「嘘うそだろ!?　螺旋暈が弾かれるなんて!?」

　火之[image: ]具土神のあまりの硬さに、暁人の腕の方が痺しびれてしまう。

「神威！　月げつ歌かを頼む！　こいつはアイリスに任せろ！」

「わ、分かった！」

　いまだ痺しびれる腕で、月げつ歌かと攻防を繰り広げていたアイリスと入れ替わる。

　暁あき人とはひたすら月歌の足止めに専念した。

　アイリスは目を閉じ、慣れた様子で朗々と唱える。




「一ひ、二ふ、三み、四よ、五い、六む、七な、八や、九こ、十と、布ふ瑠る部べ、由ゆ良ら由ゆ良ら止と、布瑠部」




『ひふみ神しん言げん』により力を解放した鬼灯ほおずきは、その形状を変化させる。

　一回り大きくなり、大おお鎚つちの形をした筒の付け根から純白の羽が生える。

　連動するようにアイリスが乗っている天翼フエアリアまで影響が広がる。

　機き械かい羽ばね・天あまの羽衣はごろもは大きくなり、霊子動エンジンや各種装備品もより洗練された形状へと変化する。

　アイリスの瞳ひとみが、敵の巨大禍マガ津ツ鬼キを捉える。

「いくぞ、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ！」

　鬼灯を両手で握り締め上段に構える。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　鬼灯を振り抜くと、巨大禍津鬼を呑のみ込むように空間がぐにゃりと歪ゆがむ。

　その歪みが加速度的に大きくなり、ついに紙を破るように空間が引き裂かれる。

　空間にまるで真っ黒な穴──ブラックホールが出現し火之[image: ]具土神を呑み込もうとする。

　アイリスは『ひふみ神言』で神の領域へと到達し、この世界とは違う別空間をこじ開けたのだ。

　彼女は絶叫する。

「そのまま永えい劫ごうの彼方かなたに消え去るがいい！」

　その空間が火之[image: ]具土神を呑み込もうとするが、




『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』




　火之[image: ]具土神は抗あらがい、その硬い身体からだと屈強な腕力で閉じようとする空間に抵抗する。

　最後は空間ごと破壊し、打ち破ってみせた。

「あの一撃を防ぐとは!?　神の領域に到達した極限の一撃だぞ!?」

　アイリスが自身の攻撃を防がれたことで、絶叫する。

　空間に穴を開ける王おう器きも凄すごいが、それを打ち破ったＳＳＳ級禍津鬼もやはり怪物と言って問題ないだろう。

　常識外のできごとを前に暁あき人とたちが動きを止めてしまう。

　そんな彼らに五い依よりが、心底楽しげに嘲ちよう笑しようをする。

「あははははは！　馬ば鹿か共め！　あの程度の攻撃で火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみをどうにかできると本当に思っていたのか!?　我らが神の欠片かけら──神鉄から作り出された禍マガ津ツ鬼キ！　偽りの神に到達したからといって、人の子が神に傷を付けられると思うな！　烏お滸こがましい！」

　アイリスは鬼灯ほおずきや機体を、神しん化かさせた姿から元の姿へと戻す。

「くっぅ……はぁぁッ……ッ！」

　彼女は膨大な力を使った反動から、大量の汗を額から流し、辛つらそうに飛行する。

　これが人の身で神域に足を踏み入れた代償だ。

　それほどの攻撃をしかけたのに、火之[image: ]具土神は傷ひとつ負っていない。

「ッッ……まさか……これほどとは……ッ」

　前回、アイリスはオーストラリアの黄よ泉み柱ばしらを守護するＳＳ級禍津鬼、土つち蜘ぐ蛛もを退けた際、『ひふみ神しん言げん』を使用した。

　その時は音速飛行などで霊れい子し力りよくを大分使っていたため、自力で飛行すらできなかった。

　今はまだ霊子力に余裕があったため、自力で飛行ぐらいはできそうだ。

　だが、これ以上の戦闘は不可能だろう。

　まさか『ひふみ神言』を破られるとは思わず、先走った結果だ。

　火之[image: ]具土神が出てきた穴から、さらに中小型の禍津鬼が大量に湧わき出てくる。

「撒まき餌えを倒したと思ったら、まだこれだけの戦力を隠し持っていたのか……ッ」

　アイリスが大量の汗を流しながら、鋭い表情で吐き捨てる。

　先程暁人たちが倒したのと、全く同じ数の禍津鬼が、再度彼らを取り囲む。

　圧倒的な数と、火之[image: ]具土神、そして六む依えたちの力で彼らを押おし潰つぶそうとしているのだ。

　互いに集まり、対たい峙じし睨にらみ合あう。

　最初に口を開いたのは千ち桜さだった。

「月げつ歌かお姉ちゃんッ！　どうして、こんなことをするの!?　どうして……どうしてッ」

「…………」

「答えてよ、月歌お姉ちゃん!?」

　腹違いとはいえ妹の絶叫を、月歌は無言で受け流す。

　まるで姿形を月歌そっくりに真ま似ねただけの人形のように。

　そんな彼女が妹に止とどめを刺すため、右手を振り上げる。

　同時に、火之[image: ]具土神の身体からだが炎に包まれ、轟ごう音おんをたてる。巨人が口を開き、身体から噴き出す炎が極限まで膨らみ、解き放たれる！

「みんな！　逃げろ！　回避するんだ！」

　暁あき人との指示で、千ち桜さたちは一旦散らばり回避に専念する。

　彼の一声で炎をかわすことができたが、地面は噴火口に溜たまっているマグマのようにドロドロになってしまう。

　さらに周りに群がる中小型の禍マガ津ツ鬼キまでも、暁人たちに突撃しようと飛び立ち不快な羽音を響かせる。

「……いかん、神かむ威いッ、ここはもう駄目だ！　撤退するぞ！　ここはアイリスが引き受けるから──」

「いや、アイリスじゃ無理だ。もうそんな霊れい子し力りよくは残っていないだろ？　今のアイリスじゃこの数はさばけない」

「じゃ、じゃあわたしがッ……」

「私だって！」

「千桜は天てん輪りんが万全じゃない。もちろん紅葉もみじも無理だ。この数を扱えるはずがない。だから──」

　そう言って暁人は背後にいる少女たちに視線を向ける。




　小さい頃ころ出会い、そして豊とよ葦あし原はらで再会した後は、いつも暁人を守ろうとしてくれた千桜。




　最初は反発していたけれど、仲良くなったら色々と世話を焼いてくれて、お嬢様なのに家庭的な面もある紅葉。




　そして年上の王おう器き持ちなのに、まるで可愛かわいい妹のようで、『ひふみ神しん言げん』のやり方を教えてくれたり、色々面倒を見てくれたりしたアイリス。




（彼女たちをこんな所で死なせるわけにはいかないよな……）

　暁人は一人、胸中で覚悟を決める。

　それに敵の足止めをして、尚なおかつ生き残る可能性を持っているのは『王器中、最強の王器』──神威を持つ自分だけだという計算もある。

「ここはオレに任せてくれ。もちろん死ぬつもりはない。この中で彼女たちを足止めできて、一番生き残る可能性が高いのがオレだからだ。だから、皆は気にせず撤退してくれ」

「……分かった。神威、必ずまた後で会おう」

「ああ、もちろんだ」

「……いやっ、駄目！　そんなの認めない！　絶対にッ！」

　千ち桜さが血を吐くように叫ぶ。

「篠しの原はらさん……」

　紅葉もみじが千桜の肩を抱く。紅葉の手も震えている。

　彼女だって残りたいだろう。

　だが、紅葉の力ではここを食い止めることができない。

　唇を噛かみ締め、今にも泣きそうな表情をしている。

　暁あき人とは紅葉の目を見て頷うなずき、千桜の手に自らの手を重ねる。

「千桜、大丈夫だ。オレは絶対に死なない。だから心配しないでくれ、必ず皆の下に帰るから」

　そう言って、暁人は五い依よりたちに向かって一直線に飛ぶ！

「暁人ッ！」

　千桜の叫びが、遠くなっていく。

「二人とも、撤退するぞ！」

「いやぁぁッ！」

「千桜さん、早く！」

　だが、千桜は泣き叫び、暁人の後を追おうとする。

　紅葉がそんな彼女を必死に押さえていた。

「すまんがちょっと寝てろ！」

「ッぅ──!?」

　アイリスは泣なき喚わめいていた千桜を一撃で気絶させる。

　紅葉が気絶した千桜を抱きかかえ、殆ほとんど霊れい子し力りよくが残っていないアイリスの手を取り離脱する。そんな彼女たちの後を中小型の禍マガ津ツ鬼キたちが追いかけようとしたが──

「させるかよ！」

　暁人は神かむ威いに意識を集中！

　銀ぎん槍そう──氷ひ雨さめが中小型の禍津鬼たちに突き刺さる。

　大部分の雑魚はこれで片付くが……

「月げつ歌かは私と一緒に神威を担当しろ！　六む依え、七なな依えは他の王おう器き使いたちを追え！」

　五依の指示に月歌たちが従う。

　彼女たちはただの氷雨では足止めすらできないだろう。

　さらに火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみが暁人へ狙ねらいを定めて動き出す。

　暁あき人とは想像力イメージを最大限に神かむ威いへ注ぎ込む！

「穿うがち貫き縫い止めろ！　鎖さ陣じん氷ひ雨さめ！」

　いつもの銀ぎん槍そうとは違い、後尾に細い糸が結び付いていた。

　氷雨と『神じん代だい流りゆう、神かみ代よ七なな代よ於お母も陀だ流る、鎖さ陣じん縛ばく』の複合技だ。

　銀槍が降り注ぎ、糸が動きを止めるように絡みついていく。

　しかも今までの中で最大規模で展開しているため、まるで豪雨のように銀槍が五い依よりたちに降り注ぐ。

「この！　無駄な足あ掻がきを！」

　五依は苛いら立だち舌打ちする。

　鎖陣氷雨により、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみは糸に絡まって銀槍が杭くいのように地面に突き刺さる。

　高熱で溶かしても、その上からさらに新しい糸がまとわりついてきた。

　月げつ歌かもそうだ。

　彼女が所有する王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえしはあらゆる攻撃を弾はじき返すカウンター能力を持つ最強の楯たて。

　しかしガトリングガンのように次から次へと降り注ぎ、絡みつこうとする無数の糸まで正確に弾き返すのは難しい。

　防御能力に秀でた月歌が無理なら、五依たちはそれ以上に困難だ。

　だが、暁人だって余裕はない。

「くッ──！」

　奥歯を噛かみしめ、霊れい子し力りよくを絞り出す。

　集中力を切らせばあっという間に、鎖陣氷雨は解除されてしまう。とてもじゃないが、足止めしつつ千ち桜さたちの後を追うのは不可能だった。

　彼にできるのは彼女たちが安全圏に離脱するまでの間中、意識を保ち、足止めに専念することだ。

　霊子力の使いすぎか、目から血の涙が流れる。

　体中の神経がブチブチと切れる感覚を味わう。

　それでも暁人は堪こらえる。

　彼女たちを逃すために！

「千桜……アイリス、紅葉もみじ──皆、無事で居てくれ」

　暁人は限界を突破し、それでも奥歯を噛みしめ戦い続ける。

「おおおおぉぉっぉおおぉぉおぉッ！」

　意識を失う直前まで、彼女たちを逃がすために……。






　■四章　禍マガ津ツ鬼キの真実






　静しず岡おか県けん南西部にある国防基地。

　そこに、三体の天翼フエアリアが降り立つ。

　紅葉もみじ、彼女に手を引かれるアイリス。

　そして紅葉に抱えられた千ち桜さだ。

　それぞれの天翼フエアリアは傷つき、満身創そう痍い、見るからにぼろぼろだった。

　着地と同時に機体は勾まが玉たまの姿に戻ってしまう。

「千桜ッ、皆、大丈夫か!?」

　待ち構えていたつばめが慌てて駆け寄る。

　待機していた医療班が駆け寄り、三人を担架に乗せようとする。

　アイリスと紅葉がそれを断った。

「アイリスは不要だ、自分の足で歩ける。天てん輪りんを頼む。あと紅葉も」

「私も大丈夫です。……それよりも篠しの原はらさんをお願いします。そして援軍を！　暁あき人とさんを助けないと！」

「天翼フエアリアが何体居ても役に立つわけがない。王おう器き使いが三人も居て、あのざまだったんだ。無駄な犠牲を増やすだけだ」

　アイリスは血を吐き出しそうになるほど悔しげに奥歯を食いしばる。

「特にあのＳＳＳ級、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ。まさかアイリスの『ひふみ神しん言げん』まで防ぐとは……。あの巨大禍津鬼と月げつ歌かたちを倒すには、それこそ全世界の王器使いを集めるしかないぞ」

　飛行中のアイリスから報告を受けていたつばめは、その言葉を聞いて絶句する。

　全世界の王器使いを集めなければ倒せない、それは事実上倒すことは不可能と宣言しているのに等しい。

　つばめは自己嫌悪に顔を歪ゆがめ、頭を下げる。

「すみません。私たちの見通しが甘かったせいで、皆さんを危険な目に遭わせてしまって……」

「アイリスたちはいい。機体も修理すれば治る。問題は神かむ威いだ」

「ん……あき、と……？」

　アイリスの言葉に反応したのか、千桜の目がうっすらと開く。

「千桜、気がついたか。体は大丈夫か？　痛い所はないか!?」

　つばめが千桜の顔をのぞき込む。

　だが、彼女はつばめの心配など意に介さず、叫び声をあげる。

「暁あき人と！　暁人はどうなったの……ッ!?」

「神かむ威いはアイリスたちが撤退できるように殿しんがりを受け持った。まだ戻って来ていない。だから恐らく……」

　アイリスの小さく握られた掌てのひらに、爪つめが食い込む。

「そんな……暁人が……」

　千ち桜さの表情が崩れる。

　そして、ふらふらと起き上がると、勾まが玉たまを握り締め意識を集中させようとする。

「篠しの原はらさん、何をしてるんですか！　その身体からだじゃ無理です！」

「無理じゃない！　離してッ、暁人が……暁人がッ」

　紅葉もみじが千桜を止め、二人はそのまま地面に崩れ落ちる。

「あきと……暁人ッ。うわぁぁあぁぁあぁぁあああっっッ」

　そのまま、千桜は泣き崩れる。

　基地に、彼女の嘆きが響き渡った。




　▽△




　暁人は夢を視みた。

　鏡かがみ月げつ歌かが第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで亡くなり、葬式を済ませた後、彼女の夢を引き継ごうとがむしゃらに神じん代だい流りゆうの修行にのめり込んだ頃ころの夢だ。

　目に鮮やかな緑が茂る。

　皮膚を焼く夏の日差し。

　暁人は滝のように汗を掻かきながらも、手にした木刀を振り続ける。




『──そんなに頑張っても無駄なのに』




　少女の声音。

　振り返るとそこには、自分と同じ袴はかま姿の少女が立っていた。

　彼女の体格には合わない日本刀を手にしていた。




『どんなに頑張っても無駄なのに。だって兄様には才能がないんだから』




　黒髪のおかっぱ、夜天を圧縮し作り出したような瞳ひとみ。

　暁あき人との妹いもうと弟で子しである女め鳥どり伊い予よ。

　神童と持もて囃はやされる天才剣士だ。

　伊予の神速の踏み込みで、一息に間合いが詰まる。

　不意打ちだったが、暁人は俊敏に反応し手にしている木刀を振るう。

　だが、伊予はあっさりとその一撃を回避し、代わりに手にした日本刀で暁人を袈け裟さ切ぎりに斬りふせる。

　彼女は自身の血ち溜だまりに倒れる暁人を見下ろし、




『兄様は弱い。どれだけ足あ掻がいても決して月げつ歌か姉様や、伊予には届かない。永遠に』




　その後、暁人は倒れている所を他ほかの弟子たちに見付けられ、応急処置を受け病院へ。

　九死に一生を得た。

　伊予はこの事件を切っ掛けに神じん代だい流りゆうから破門。年齢のこともあり専用の施設へと預けられた。

　暁人は未いまだに分からない。

　なぜ彼女が日本刀で自分を斬り捨てたのか。

　実際、義父、祖父などが伊予に動機を尋ねても彼女は決して口にしなかった。

　ただ無邪気に薄く笑みを浮かべるだけで……。

　斬り裂かれる刹せつ那な──彼女の瞳ひとみには暁人に対する憎しみも、嫌悪感もなかった。

　むしろ彼を愛するような光さえ感じた。




　こうして伊予は暁人から引き離され、姿を消した。




　▽△




「……ん」

　暗くら闇やみの中、暁人は目を覚ました。

（……昔の夢、か）

　ぼんやりとした頭で、夢の内容を思い返す。

　彼女は何を思い、刀を振るっていたのだろう。

　今更、暁人はそんなことを考えた。

（伊予は今いま頃ごろ何をしているんだろうな……）

　昔の夢を視みたせいか、無意識に服の上から胸の傷をなぞろうとする。

　まるで『暁あき人とは伊い予よの物だ』と主張するように刻まれた傷きず痕あと。

　しかし、体の違和感に気が付き、ぼんやりとしていた意識が完全に覚かく醒せいする。

　暁人は自らの口に何らかの器具がついていて、現実に水の中に浮かんでいる事を知る。

（……何だ、これは!?）

　自分では喋しやべっているつもりでも、空気が口に当てられている酸素供給機を通り、ごぼっという音をたてるだけだった。

（……っ、とにかくここから出なくては）

　どうやら、何らかのカプセル内に水を満たした中に、暁人は寝かせられているようだった。手を伸ばすと、ガラスのような透明な壁にぶつかる。

　スイッチか何かがあるのかと手探りで探したが見つからず、やむなく乱暴にガラスのような壁を叩たたく。

（壊すしかないようだな）

　力を込め、拳こぶしを打ち込む。水の抵抗のせいで動きづらいが、何度か同じ箇所を激しく叩くと何らかのセーフティが働いたのか、水が抜け、ガラス面が持ち上がり、外に出ることが可能になった。

「ここは、どこだ？　オレはあの後、一体……」

　目をこらすと、だだっ広い部屋だった。

　三十畳ほどはあるだろうか。カプセル以外は床に暁人の着ていた服が綺き麗れいに畳まれて置かれているぐらいで、他ほかは何も置いていない。

　殺風景というよりも、無機質という言葉が似合う部屋だ。

「とにかく服を着るか」

　裸のままカプセルに入れられていたことに気づき、置かれていた新しい服に袖そでを通す。どうやら誰だれかが──恐らく五い依よりたちが用意してくれたのだろう。

　身体からだの傷も、あれだけの激戦の後だったのに痛みが殆ほとんどない。

　何らかの治癒効果があのカプセルにあったのだろう。

「後はここからどうやって出るかだが──」

　量子変換され圧縮した天翼フエアリア、王おう器き『神かむ威い』は案の定取り上げられている。

「クソッ、なんとかして勾まが玉たまを取り戻して、脱出しないと」

「……出ようだなんて考えは持たない方が身のためよ」

　振り向くと、部屋の扉が開いていた。

　そこから、一人の女性が入ってくる。

「げっ、月げつ歌かさん……」

　目の前には第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで亡くなったはずの鏡かがみ月歌が立っていた。

　三つ編み、昔に比べ鋭くなった瞳ひとみ。

　聞き忘れるはずがない声音──全すべて彼女が本物だと訴える。

　暁あき人とは奥歯が砕けそうなほど噛かみしめてしまう。

「月歌さん……どうして！　どうして！　貴女あなたが禍マガ津ツ鬼キの味方をしているんだ！」

「……別に私は禍津鬼の味方をしているわけじゃないわ」

「してるじゃないか！」

　まるでだだをこねる子供のように感情的に叫ぶ。

　それでも月歌は人形のような表情を一ミリだって崩すことはなかった。

「なぜ奴やつらの味方をするんだ！　納得できる説明をしてくれ！」

「なら教えてあげる。この世界の真実を──」

「この世界の真実？」

「付いてきて」

　月歌はそう言って、扉から再び出て行く。

　音もなく扉が閉まる。













　暁あき人とは一瞬だけ躊躇ためらったが、月げつ歌かの言葉に従い、彼女の後を追った。

　部屋を出ると月歌と五い依よりが待ち構えていた。

　彼女たちに禍マガ津ツ鬼キが占領している、近きん畿きを一望できる場所に連れてこられた。

　都市の残ざん骸がいが広がっているだろう、そう暁人が思っていたその地は……むしろ、何もなかった。

　ただ地面が広がっているだけだ。

「……ここは、都市だったんだろう？　なんでこんなにまっさらになってるんだ。瓦が礫れきもなければ、ビルの残骸すらないなんて」

　隣にいる五依、月歌が黙ったまま眼下の地面を眺める。

　草がかすかに生えた、ほぼ裸の大地。

　暁人は禍津鬼の上に乗せられ上空を移動する。

　その左右に月歌と五依が天翼フエアリアの姿で飛び付いてくる。

「もうすぐ分かるから、黙っていろ。……あそこだ」

　五依が指さした場所には大量の禍津鬼が群がっていた。

　地面を埋め尽くす程の数。

　そこにはまだコンクリート片、鉄筋、ガラス等が散らばっている。禍津鬼はそれらを地面ごと頬ほお張ばり、呑のみ込んでいく。

「こんな数の禍津鬼が何をしているんだ？」

「ここは元化学薬品工場だった場所だ。今、禍津鬼たちは地面に染みこみ汚染された猛毒の化学薬品の残留物を取り込んで大地を浄化しているのさ」

　五依の何気ない台詞せりふに暁人が息を呑む。

「浄化って……なんで禍津鬼がそんなことを」

　五依は変わらない口調で続ける。

「もう既に、この地球には増えすぎた人類を支える、かつてのような恵まれた環境は存在しない。このまま何もせず、ただ手をこまねいていれば地球の上に成り立つ生態系は一方的な力によって崩壊し、遠からず人類という種も絶滅する」

　だから──と彼女は続ける。

「そうならないため、我々は行動している。そんな地球を、延ひいては人類を救うために」

「禍津鬼が人類を救う……ッ、それってどういう意味だ？」

「どうもこうもない。言葉通りだ。比ひ喩ゆや喩たとえ話ではなく私たちは地球と、さらには人類を救うために活動しているのだ」

「ふ、ふざけるな！　何が人類を救うためだ！　多数の人を殺して！　黒柱で住んでいた土地を奪うことがオマエたちの言う救うってことなのかよ！」

　暁あき人との怒声を五い依よりは身じろぎもせず正面から受け止める。

　ただ淡々と話し続ける。

「ふざけてなんかいない。私たちは大おお真面目まじめに人類を救うために行動している。唯一──滅びに向かっている人類を救う方法、それは日本の柱の下に眠る神の復活。そのためには膨大なエネルギーが必要。……だから、私たちは全世界に黒柱を建て禍マガ津ツ鬼キたちにエネルギーを集めさせているのだ」

「か、神？」

「信じがたいかも知れないが、日本の黒柱の下には神がお眠りになっているのだ。だから、他ほかの黒柱と違ってＳＳＳ級が三体も守護している」

「…………」

　にわかには信じがたい話だが、五依の口調はどこまでも真剣で一いつ蹴しゆうすることができなかった。

　それにあの火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみとの戦いで、五依が言っていた。

『火之[image: ]具土神は我らが神の欠片かけら──神鉄から作り出された禍津鬼！　偽りの神に到達したからといって、人の子が神に傷を付けられると思うな！』と。

（つまり、本当に日本の黒柱には彼女の言うような神が眠っているというのか？）

　だが、もしそうなら分からないことがある。

「……もし仮に神が居たとして、神が目を覚ましたら人類は助かるのか？」

「確実に助かる。地球上の生態系を救い、人類を滅びの道から救済するには、神に目を覚ましてもらい導いてもらうしかないのだ。そのためには莫ばく大だいなエネルギーが必要だ。だから、私たちは世界中からエネルギーを集めて供給している」

「もしその話が本当なら、どうして世界の国々に協力を申し出なかったんだ。各国が協力すればこんなテロ紛まがいのことはしなくて済んだはずだ」

　暁人の指摘を五依が鼻で笑う。

「本気でそう思っているのか？　人類の歴史を振り返ってみるがいい。エネルギーに限らず土地、食料、水、海、果ては二酸化炭素の排出量──空気さえ奪い合ってきたんだぞ？　神を復活させるのに必要なエネルギーは膨大。その量を負担し合う取り決めの会議だけで百年はかかるぞ！　そして最終的には矛を交え合うだろうな」

「ッ…………」

　暁人は言い返せなかった。

　人類は愚か、そう言われても反論はできない。

　人類は長く種の頂点に立ちすぎた。

　その調整を、自らの種の間ですることに、慣れすぎた。改善するのに、速度など求める必要はなかった。

　他ほかの種から、文句を言われることはなかったのだから。

　だが、禍マガ津ツ鬼キが現れ、現実を突きつけられ、それでも人類は変わることはなかった。敵が現れてなお王おう器きを奪い合い、国同士で争っているのだから。

　そんな暁あき人とに五い依よりが断言する。

「だから私たちは独自に神を復活させるため動いている。そのさい生じる犠牲も必要なものだ。『大を生かすには、小を殺す』──この世界と人類が生き残る道は、神を受け入れ、禍津鬼を認めること。これしかない」

「くッ……」

　暁人は拳こぶしを強く握りしめる。

　五依は彼に手を差し出す。

　今までの敵意溢あふれたものではない。

　まるで仲間に向けるような温かさすらあった。

「神じん代だい暁人──私たちの側につけ。この地球と人類を救い、未来を守るために。この話をして月げつ歌かは私たちの側に付いたぞ」

「月歌さんも……っ」

　鏡かがみ月歌が禍津鬼に手を貸す理由をようやく理解する。

　彼女は思いこみや推測で動くことはない。

　つまり、五依が言っていることは事実なのだ。

　人類を救う唯一の方法は、日本にある黒柱で眠る神を復活させるしかないのだ。

「私たちとこれ以上争っても、被害を悪戯いたずらに増やすだけで意味はない。人々の被害を出したくないのなら、こちら側で神かむ威いを振るうのが最善だ」

「…………」

　暁人は、何も答えない──答えられない。

「月歌さん。オレは……」

　彼はただ目の前の光景を、眺め続けることしかできなかった。




　▽△




　その日の夜。

　五い依より、六む依え、七なな依えが、真っ暗な部屋で、一つの画面を見つめていた。

　画面に映っているのは、暁あき人とを閉じこめている部屋だ。

　彼は無気力に床に座り込んでいる。

　六依が画面を眺めながら、姉に問う。

「イヨリン、どうしてわざわざ神かむ威いを生かしたうえ、あんな説得なんてしたの？　一ひと依えねぇからは『神威を殺して奪え』って言われていたのに」

「イヨリン、言うな！　姉を敬え！」

「大声で怒鳴らないでよ」

「オマエが怒らせるのが悪いんだろ！　たく……」

　五依は咳せき払ばらいをすると、改めて画面に視線を向ける。

「指示をこなすだけなら二流、それ以上の結果を出してこそ一流と呼べるのだ」

「どういうこと？」

　六依が可愛かわいらしく首を傾かしげる。七依も表情は変えないが、気配で疑問を抱いていることが姉妹だから分かる。

　五依は妹たちにも分かりやすく説明する。

「つまりだ。一依姉さまは六依、七依たちの仇かたき討うちではないが、今後脅威となる神威を叩たたき潰つぶしておく必要があると言っていた。しかし王おう器きを扱える人材は稀き少しようだろ？」

　五依に同意し、二人の妹はうなずく。

　彼女は説明を続ける。

「だから、もし神威を仲間に引き込むことができれば、潰す以上の価値がある。現に鏡かがみ月げつ歌かを私たち側に引き込んだお陰で、殺す以上の益を得ている。捕らえている以上、殺すことなどいつでもできるからな」

「ふーん」

「…………」

　妹たちは姉の返答に詰まらなそうな態度を取る。

　五依は彼女たちの反応に不満を覚え、諦あきらめの溜ため息いきをつく。

「さて、それじゃ明後日の準備が終わり次第、領土を広げにかかるぞ。二人にも存分に働いてもらうからな」

「領土拡大って、そんなの一依ねぇから指示ないじゃん」

「言っただろ。指示をただこなすだけなら二流。一流はそれ以上の結果を出す、と。王器使いが一人減ったのだ。これを好機と言わず何と言う？」

「えぇ～六依、この仕事が終わったら久しぶりにカラオケ行こうと思ってたのに。それじゃ予定狂っちゃうよ」

　六む依えが不満げに唇を尖とがらせる。

　妹の不ふ遜そんな態度に再び、五い依よりは眉まゆを吊つり上げた。

「なにがカラオケだ！　そんなものいつでも行けるだろ！」

　怒られ、六依は隣に座る七なな依えの腕に掴つかまり『イヨリン、こわ～い！』とからかいの声をあげる。

　五依は再び溜ため息いきをつくと、気持ちを切り替える。

「さあ、地球を、人類を救ってやるぞ」




　▽△




　千ち桜さの部屋は、暗くら闇やみに包まれている。

　差し込むのは、僅わずかな月明かりのみ。

　千桜はベッドに倒れ込み、仰向けになっている。

「…………暁あき人と」

　千桜は小さく呟つぶやく。













　まただ。

　また、生き残ってしまった。

　あのときは、月げつ歌かに助けられ。

　そして、今回は敵になった月歌に追い詰められ、暁あき人とに助けられた。

　自分は、どうして力が無いのだろう。

　王おう器きさえ万全だったら。

　敵の罠わなだと見抜けていれば。

　あの時ああしていれば暁人と別れることはなかったのではないか──そういった思いが、胸の中を渦巻いている。

　暁人は死んでしまったのだろうか。

　もしかしたら、彼も月歌のように禍マガ津ツ鬼キ側に付くかもしれない。

　どちらにしても、全すべては自分の責任だ。自分に、力がなかったから。

　だから、大切な人を失う──

「暁人。月歌お姉ちゃん」

　千ち桜さは呟つぶやく。

　頬ほおを、とめどなく涙が伝っていく。

　千桜はもう少しも動けなかった。

（もう……疲れちゃった）

　自分は二度と関かかわらない方が良いのだろう。

　関われば大切な人を失う結果になるだけなのだから。




　そのとき、ドアをノックする音が聞こえる。

　紅葉もみじとアイリスが顔を出す。

「篠しの原はらさん、具合はどうですか？　少しでも食べないと駄目ですよ。おにぎりを作ってきたんですが……」

　返事はない。

　アイリスが部屋に一歩踏み込んで言う。

「紅葉、それは置いておけ。……天てん輪りん、アイリスたちは行く。敵の大部隊が動き出したらしい。王器使いにも当然出撃の依頼が出ている」

　そう言って、アイリスは俯うつむく。続く声は、前よりも小さい。

「神かむ威いも居ない。月歌とあの巨人が出てくるだろう。……もしかしたら、アイリスも死ぬかもしれない。天輪、お前はどうする？」

「…………」

　千ち桜さは答えない。

　その沈黙を答えだと思ったのか、アイリスは頷うなずき、部屋を後にしようとする。

「……わたしを、責めないの？」

　そのアイリスの背中に、千桜が、消え入りそうな声音で呟つぶやく。

「…………」

　アイリスは、立ち止まったまま動かない。

　そして拳こぶしを握りしめると、思いを断ち切るように、口を開く。

「することは自分で決めろ。アイリスは、口に出して行動を決めてやるほど優しくはない」

　彼女は告げる。

　自分の行動の責任は、自分でしかとれないと。

　自分の道を作るのは、自分しかない。

「……それじゃ、行ってくる」

　アイリスが呟き、部屋を後にする。

　紅葉もみじがおにぎりの器を床に置き、部屋のドアを閉めた。




　▽△




　──千桜は夢を視みた。

　それは過去の夢。

　過去と言っても、子供の頃ころや王おう器き使いとして活躍していた頃などの昔の物ではない。

　ごくごく最近、神じん代だい暁あき人とを数年ぶりに、人じん工こう島とう・豊とよ葦あし原はらのフェリー乗り場で出迎えたときの夢だ。

（あのとき数年ぶりに暁人に会うから、数日前から気合いを入れてお洒落しやれとかしたんだよね）

　髪型を気にして、衣服を選び、久しぶりに顔を合わせるときに告げる台詞せりふなどをいくつも考えたりした。

　その時間は大変な労力を要したが、しかし何事にも代え難い楽しさすらあった。

　暁人と再会し、同どう棲せいを開始。

　途中で、紅葉が幸せな同棲生活に横やりを入れて来たときは、本気で怒ってしまった。最終的にはマンション一棟丸ごと買い占められ、ぐうの音も出なくなったが……。

　さらにアイリスまで、暁あき人とを目当てに千ち桜さたちの生活に割り込んできた。

　最初は二人っきりだった生活が、気付けば邪魔な住人が増えたのだ。

　正直、腹の立つことも多いが、皆と一緒に暮らすのはまるで毎日がお祭りのように楽しかった。

　そんな楽しかった生活も、暁人を失い、崩壊してしまう。

　だが、紅葉もみじやアイリスはまだ生きている。

　そして自分も──暁人が守りたかった者たちはまだ生きているのだ。それにまだ暁人が死んだとは決まっていない。

（暁人が無事なことをわたしが誰だれより一番信じなくてどうするの……ッ）

　挫くじけかけた心を叱しつ咤たする。

　砂粒のように小さな光だが、微かすかな希望を信じて立ち上がる。

　意識が現実へと浮上した。






　■五章　少女たちの戦い






「敵進撃、継続中！　駄目ですッ、止まりません！」

「大型禍マガ津ツ鬼キ、依然進行中！　本部応答せよ！　至急援軍乞こう！　本部応答せよッ！」




『グォオオオオオォォォオオッッ！』




　防衛軍の主力である多数の天翼フエアリアが、巨人型禍津鬼『火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ』に攻撃を仕掛ける。

　だが、火之[image: ]具土神はそれをものともしない。

「地雷原、突破されます！　駄目です、効きません！」

「とにかく火力を投入しろ！　数だ、数を揃そろえるんだ！」

「やってます、でもこれ以上は無理ですッ、まさかこんな強力な禍津鬼が──」

　その時、巨人の口が大きく開き、エネルギーがそこに集まっていくのが見える。

　天翼フエアリアたちは敵の攻撃に備え、霊れい子し陣シエルを形作るが──敵の攻撃はこなかった。

　代わりに火之[image: ]具土神に白いプラズマ球が落ち、轟ごう音おんを響かせる。

　天翼フエアリアたちの頬ほおを、火傷やけどしそうな熱が撫なでる。

　その後に響いたのは、可愛かわいらしい少女の声だった。

「皆、撤退しろ！　ここはアイリスたちが引き受けるッ！」

　アイリスと紅葉もみじが高速で飛ひ翔しようし、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみと防衛軍天翼フエアリアの間に入る。

　背後に控える紅葉にアイリスが声をかけた。

「敵の足止めに専念するぞ！　紅葉は下がっていろ、巻き添えを食らうぞ！」

「いえ、大丈夫です！　アイリスさんの技の範囲は分かっています。視界のきかない場所の補佐をさせて下さい！」

　紅葉の台詞せりふにアイリスはニヤリと挑戦的な笑みを浮かべる。

　本来は彼女の無事を願うなら、ここは無理矢理にでも下がらせる場面だ。

　しかしアイリスは紅葉の決意を優先した。

「……よく言った、その心意気や良し！　いくぞ紅葉！」

「はい！」

　アイリスは鬼灯ほおずきを構え、敵の前に立つ。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　アイリスは威力より、熱量を優先する。

　鬼灯の『ひふみ神しん言げん』を防ぎきった火之[image: ]具土神に効果があるとは思えないが、熱によって融とかせるかもしれないと淡い期待を抱いたのだ。

　小型の太陽のようなプラズマに火之[image: ]具土神がさらされる。

「まだだ！」

　アイリスはさらに鬼灯を構え直し、大きく振りかぶる。

　怒ど濤とうの二連続。

　世界が白く染まりそうなほどの熱量。

　さらにプラズマは倍化し、地面をマグマのようにドロドロに融かしてしまう。

　火之[image: ]具土神の足がマグマに呑のみ込まれる。

　通常の禍マガ津ツ鬼キなら既に蒸発するレベルだ。

　だが、アイリスは手を弛ゆるめない。

　火之[image: ]具土神を睨にらみ付け、鬼灯を振りかぶる。

　そして、裂れつ帛ぱくの気合いを込めて叫ぶ。

「このまま地の底へ呑み込まれろ！　死者を導く、大花を咲かせ！　鬼灯！」

　三連続のプラズマ攻撃！

　火之[image: ]具土神の表面は熱した鉄のように赤くなり、今にも融けだしそうだ。

　通常の禍津鬼なら一撃目で蒸発しただろう。

　たとえＳＳ級禍マガ津ツ鬼キでも、三連続のプラズマ攻撃には耐えられるはずがない。

　しかし相手は日本の黄よ泉み柱ばしらを守護するＳＳＳ級禍津鬼──火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ。

　空気すら焦がす熱量の中に存在できるはずはないのに、

『グォオオオオオォォォオオッッ！』

　咆ほう吼こう。

　その雄叫おたけびひとつで、火之[image: ]具土神を包み込んでいたプラズマを霧散させてしまう。

「……やはり、そんな簡単にはいかないか」

　あまりに圧倒的不利な状況に思わずアイリスは自じ嘲ちようしてしまう。

　鬼灯ほおずきで自身の肩を叩たたく。

「あ、あんな凄すごい攻撃を受けて無事でいるなんて……」

　アイリスの補佐を務める紅葉もみじは、側そばで怒ど濤とうの三連続プラズマ攻撃を見ていた。

　そのためアイリスの攻撃がどれだけ凄すさまじいのかを、文字通り肌で感じた。なのにＳＳＳ級禍津鬼、火之[image: ]具土神は耐えきったのだ。

　ただの天翼フエアリアである紅葉は、ただただ絶句するしかなかった。

　アイリスと紅葉が呆ぼう然ぜんとしていると、遙はるか上空から、一体の天翼フエアリアが高速で近づいてくる。

　それは彼女たちの前に一定の距離を置いて止まる。

　見知ったその姿は、当然ではあるが敵で──禍津鬼たちを操る存在の一人、五い依よりだった。

　彼女はポニーテールを揺らし、二人を睨にらみ付ける。

　アイリスと紅葉はそれぞれ武器を構える。

「オマエたちか。性懲りもなく我らの邪魔をするとは……。余程死にたいらしいな」

「ふん！　アイリスがオマエたちごときに殺されるはずがないだろ！　返り討ちにしてやる！」

　アイリスは自分たちの不利を悟りながらも、強気の態度を崩さない。

　もし弱気になったら、相手の物量・勢いに呑のまれてしまうと本能的に悟っているからだ。五依はそんな彼女の心意に気付いているのか、いないのか……暁あき人とのときのように勧誘を始める。

「……『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯』アイリス・アクアリス、お前ほどの実力者なら現状を正しく理解しているはずだ。自分たちに勝ち目はないと」

　五依はアイリスに手を差し伸のべる。

「アイリス・アクアリス、月げつ歌かと同じように私たちの仲間になれ。私は敵ながら、お前の力を高く買っている。悪いようにはしない、話だけでも聞かないか？」

「話？　禍津鬼共の話など誰だれが耳を傾けるか！」

　アイリスは五い依よりに向けて、鬼灯ほおずきを振り下ろす。

　彼女は咄とつ嗟さに距離を取って回避する。

　憎々しげにアイリスを睨にらみ付けた。

「チッ、話し合いもできないとは！　これだから子供は嫌いなんだ！」

「アイリスは子供じゃないぞ！　馬ば鹿かにするな！」

　五依の発言にアイリスは怒りにまかせて鬼灯を振るう。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

「くっ……！」

　五依が身を硬くする。

　空気を圧縮。

　鉄も融解させる高熱が五依を襲うが──

「……ひと、ふた、みよ、いつ、むゆ、ななや、ここのたり、死まかれる人も生き返りなむ」

　王おう器き中、最強の楯たてが五依を守護する。

　結果、アイリスのプラズマは彼女の前髪すら焼き切ることができなかった。

「すまない、助かった月げつ歌か」

　五依がお礼を告げるが、月歌は頷うなずくだけで口を開かない。

　アイリスは苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情で月歌を睨み付けた。

「やはり出てきたか、月歌……ッ」

「…………」

　鏡かがみ月歌はその問いに答えない。

　すぐにこの場にはやや相応ふさわしくない脳天気な声音が響く。

「イヨリン、一人で先走るから危ない目に遭うんだよ。もっと自分の身の丈を考えて行動しなきゃ」

「イヨリン言うな！　姉に向かってなんだその言い草は！」

「二人とも……落ち着いて……」

　月歌の背後に続いて六む依え、七なな依えが姿を現したのだ。

　二人は五依との漫才を終えると、互いに武器を構える。

　反対にアイリス側は、紅葉もみじが一人。

　他ほか、天翼フエアリアが居るが、足手まといでしかない。

（くっくっくっ……まさかアイリスがこんな圧倒的不利な戦いに挑もうとするとは。以前なら考えられないな）

　アイリスは暴走王器『生いく魂たま』から、実姉であるオルタシア・アクアリスを救う方法をずっと模索していた。













　オルタシアを救い出す前までは、『姉を救うまでは死ねない』と心に決めていた時期もある。だが、今はどうだ？

　相手は五い依よりたちにＳＳＳ級禍マガ津ツ鬼キ。

　彼女側は自分と紅葉もみじ。

　圧倒的戦力差に思わず笑いすらこみ上げてくる。だが、最初から不利を覚悟して挑んだ戦い。

　格好悪くても最後まで足あ掻がくつもりだ。

　アイリスは手の中にある王おう器きを構え直す。

「さぁ、行くぞ！　王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯ほおずきが貴様ら全員を屠ほふってくれる！」




　▽△




　暗くら闇やみの中──暁あき人とは自問自答を繰り返していた。

「禍津鬼が……人類を救う存在」

　五依に連れられて見た光景が未いまだに脳裏から離れない。

　汚染された大地を食べ、浄化する禍マガ津ツ鬼キたち。

　増えすぎた人類、限界に達した地球を救うには、日本の黒柱に眠る神を復活させるしかない。

　ずっと五い依よりたちは、地球を救うために戦っていたのだ。

「…………」

　暁あき人とは迷っていた。

　禍津鬼たちこそが人類の敵だと考えていたが、実際はまったくの逆。

　彼女たちは人類、限界に近い地球を救おうとずっと努力してきたのだ。

　では、その話を踏まえたうえで暁人に、人類を、地球を救う手だてはあるのか？

（──そんなものあるはずない）

『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威い』を操る最強の王器使いである暁人だが、所しよ詮せんは一介の高校生。敵を倒す力はあっても、人類を、地球そのものを救う方法など思いつくはずがない。

　では、月げつ歌かのように人類を裏切り、五依たち側に付けばいいのか？

『だから私たちは独自に神を復活させるため動いている。そのさい生じる犠牲も必要なものだ。『大を生かすには、小を殺す』──人類が生き残る道は、これしかない』

　つまり、全人類の中の、少なくない人数を間接的、または直接手にかけることになる。それが本当に正しいことなのか？

（オレにはもう分からない……）

　人を救いたい。

　苦しんでいる誰だれかを助けたい。

　鏡かがみ月歌のように、もう誰かを失いたくはない。

　最初は、ただそれだけだった筈はずなのに。




「ふふ、相変わらず兄様は弱い。うじうじと、情けない」




　突然、声がする。

　暗くら闇やみの中、寝転んでいた暁人は身体からだを起こす。

　闇に慣れた目は、いつの間にかそこにいる少女の姿を捉える。

　夢か現うつつか……過去、暁人に大きな傷を負わせ、破門された妹いもうと弟で子しである女め鳥どり伊い予よがそこにいた。

　背丈は暁人の胸ほど、千ち桜さより少し大きいぐらいだ。

　紫色の着物に袖そでを通し、手には黒い鞘さやに包まれた一振りの刀を手にしている。

　黒髪のおかっぱ、夜天を圧縮し作り出したような瞳ひとみは昔のままだ。

「伊い予よ……おまえ、なんで」

　暁あき人とは呟つぶやく。

　もう何年も彼女とは会っていないのに、一目で伊予だと分かる。

　誰だれも入れないはずの、暁人が囚とらわれている部屋。

　扉を開けて入ってきたわけではない。

　そうであれば空気の流れで分かるはず。

「ふふ、どうやって入ってきたかなんて、どうでもいいことでしょう。それよりも」

　そう言って、伊予は手を差し出してくる。

　暁人の手と、彼女の手が重なる。

「これは……まさか」

　伊予が暁人に握らせた物。

　それは、暁人の勾まが玉たまだった。

「兄様は、行かなくてはならない──兄様が本来いるべき場所に」

　彼女の声が遠くなっていく。

「さようなら、兄様。……お元気で」

　暁人は、そのまま目を閉じる。

　偽りの記憶が、この光景を生み出したかと思われるほどの、理不尽な光景。

　幼い頃ころ兄きよう妹だいのように過ごした日々がそんなに懐かしかったのか。

　それとも彼女から傷を受けたことが、それだけ屈辱だったのか……。

　彼女を破門させ、失ったことを後悔していたから。

　暁人は眠りにつく。

　分からない。

　だが、手の中に届けられた勾玉。

　その硬質な冷たい感触だけが、最後に残る。




「……ん」

　暁人は目を覚ます。

　先程までの光景は、夢だったのか。

　手のひらを開く。

「夢じゃ、なかったのか」

　手の中には、確かに暁人の勾玉があった。

　偽物ではなく、霊れい子し力りよくを通せばしっかりと反応する。

　これがあればこの部屋からの脱出など造作もない。

（でも……）

　暁あき人とは迷う。

　まだ迷う。禍マガ津ツ鬼キ側に付くか、それとも敵対するのか。

「オレはいったいどうすれば……どうしたいんだ？」

　痛いほど拳こぶしを握り締めても答えは出ない。

　不意に言葉を思い出す。




『いつか禍津鬼を全すべて倒し、誰だれも傷つかない世界を創つくる』




　それは月げつ歌かが願った世界。

　暁人は彼女が死んだと聞かされ、葬式に出席した時、その夢を引き継ぐ決意を固めた。

　そしてそのための努力をずっと続けてきた。

　神じん代だい流りゆうにのめり込み、運良く王おう器き使いにも選ばれた。暁人の手には戦うための力や翼があるのだ。

　先程の──夢の中で出会ったかのような伊い予よの言葉を思い出す。




『兄様は、行かなくてはならない──兄様が本来いるべき場所に』




「オレが帰る場所なんてひとつしかないじゃないか……」

　そして自分のすべきこともひとつしかない。そのために暁人は長い間、必死に努力し続けて来たのだ。

　何が正しくて、間違っているのか未いまだに分からないが、自分の叶かなえたい願いは胸の中に灯ともり続けている。




「一ヒ二フ三ミ・四ヨ五イ六ム七ナ八ヤ・九十百千コトモチロラネ！」




　暁人が『ひふみ神う歌た』を叫ぶと、手に握り締めていた勾まが玉たまは卵が孵かえるようにひび割れ光を零こぼす。

　黒い鞘さやに収まる神かむ威いを握り締める。

「オレはオレの道を行く……ッ」

　暁あき人とは覚悟を決めた瞳ひとみで、機き械かい羽ばねを広げる。

「今行くぞ。……千ち桜さ、紅葉もみじ、アイリス」

　暁人が神かむ威いを振りかぶる。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　鬼き神じん断だちッ！」

　鋭い一撃が壁を破り、轟ごう音おんを辺りに響かせた。




　▽△




「まったく！　オマエは面倒な相手だよ、死まかる返がえし！」

「…………」

　アイリスがプラズマを放つも、月げつ歌かの死返によって弾はじき返されてしまう。

　前回の繰り返しだが、彼女にはそれ以外の手がない。

　紅葉を含め、他ほかの天翼フエアリアを庇かばいながらの戦闘のため策を打つ暇すらないのだ。

　アイリスが再度、舌打ちをする。

（死返たちが出てくる前に火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみを潰つぶせればよかったのだが……ッ）

　しかし、予想はしていたが火之[image: ]具土神に熱攻撃も効果無し。

　結果、アイリスは作戦パターン二である時間稼ぎに徹していた。

　これは事前に決めていたことで、五い依よりたちの足止めをしている間に基地の重要書類の処分、人員、民間人などの避難他、撤退準備を進めている。

　今いま頃ごろ、基地やその周辺はてんやわんやだろう。

　アイリスは元々、勝利を確信して来たわけではない。

　後方の基地が撤退するまでの時間を稼ぐために、再度戦場に舞い降りたのだ。

　七なな依えが尻尾しつぽに連結していたオプション──自律浮遊する小型兵器を切り離し、紅葉や他の天翼フエアリアへ向かわせる。

「チッ！　死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯ほおずき！」

　すぐさまアイリスは、最大級のプラズマを作り出す。

　オプションはプラズマに呑のみ込まれ、消失。

「ッゥ……熱、い」

　七依は顔を顰しかめる。

　小型兵器に向けると同時に七依たちへの牽けん制せいにも使ったのだ。

「紅葉！　他の天翼フエアリアたちと一緒に下がれ！　アイリスたちは十分時間を稼いだ！　これ以上は危険だ！　撤退するぞ！」

「……ッ、分かりました」

　さすがにこれ以上はアイリスの足を引っ張るだけだと判断したのだ。

　紅葉もみじは悔しげに奥歯を噛かみしめる。

　しかし、いくら悔しがっても今現在、彼女にできることはない。

　暁あき人とがそうしたように、今度はアイリスが殿しんがりを務める。

　彼女は背後に紅葉たちを庇かばいながら、

「ここから先は一歩もいかせんぞ！」

　気合いを込めた声で叫ぶ。

　再度、プラズマを放つ！

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯ほおずき！」

　眼めを焼くほどの光量、熱量が戦場を包み込む。

「ッ……」

　連続のプラズマ攻撃に、流石さすがの月げつ歌かも反射しきれず回避に専念する。王おう器き中、もっとも扱いが難しい死まかる返がえしの弱点のひとつである。

　あまりに死返の扱いが難しいため、連続する攻撃を反射し続けるのが困難なのだ。

　アイリスはそんな月歌の弱点を的確に突いて足止めに専念する。

　このままアイリスが時間を稼ぎ切れるかと思われたが──

「まったく、王器使いというのはどいつもこいつも化け物のような力を持っている。やっかい極まりないな」

「!?」

　何もない空間から、突然姿をあらわしたように五い依よりが出現する。

　彼女の能力──『天あめ埜の逆さか手て』の力によって姿を消し、プラズマを迂う回かいしてアイリスへと接近したのだ。

　五依は遠慮なく、その豪腕を振るう。

　アイリスは反射的に背後へ霊れい子し結界フイールドを集中させるが、攻撃を防ぎきれず五依の一撃を喰くらってしまう。

「ぐがぁッ！」

　そのため肺から強制的に酸素を奪われ、地面へと叩たたき付けられる。

「げほ！　ごほ……ッ！」

　彼女はむせながら、自身が焦がした地面に膝ひざを突き上空を見上げた。そこには五依、六む依え、七なな依え、月歌が空を塞ふさぐように飛んでいる。

　すぐ側そばには火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみが控えていた。

「ここは戦場だ。あまり一点に意識を集中させると、こうやって不意打ちを受けるものだ。勉強になったか？」

　彼女たちはすでに撤退する天翼フエアリアたちへの興味を失っていた。

　当然だ。

　王おう器き使いであるアイリスを倒せば、残るのはただの天翼フエアリアしかいない。

　象が蟻ありを踏みつぶす作業が待っているだけだ。

　むしろ、あの『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯ほおずき』──アイリスを仕留められるチャンスをわざわざ逃す理由がない。

　五い依よりが皆に伝える。

「搭乗者は殺せ、王器にはなるべく傷をつけるな」

（万事休すというやつか──ッ）

　殴られた衝撃でふらつく頭で、アイリスは五依たちを睨にらむ。

　そんな彼女たちの間に、アイリスや紅葉もみじが聞き慣れた声が割ってはいる。




「ガンマナイフ！」




　水蒸気爆発！

　突然の横やりに五依たちは回避行動を取る。完全な不意打ちだったため、月げつ歌かが爆発を弾はじき返すこともできなかった。

「この攻撃──まさか!?」

　アイリスはまだ痛む体を叱しつ咤たして、攻撃を仕掛けてきた方角を睨む。

　そこには部屋に篭こもっていた筈はずの篠しの原はら千ち桜さが天翼フエアリアの姿を現していた。

「ごめん、遅れて！　でも、ギリギリ間に合ったみたいだね」

「どうして、天てん輪りんがここに……」

　アイリスの呟つぶやきを拾った千桜が、寂しそうに微笑ほほえむ。

「ごめんね、心配かけて」

　そんな彼女に五依たちや火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみが迫る。

　アイリスは慌てて声を荒らげた。

「に、逃げろ。天輪……ッ！」

「篠原さん！　ここは一時撤退をッ！」

　だが千桜は逃げない。

　いや、逃げることなどできない。

　目の前で大切な仲間が傷つけられているのだから……ッ！

　紅葉もみじがアイリスに近づき、彼女を回収しようとする。

「……させると思うか？　そんなことを！」

　五い依よりが一瞬の間に、紅葉の頭上を陣取る。

「……ッ!?」

　アイリスに注意を向けていた紅葉が上空を見た瞬間──目の前に拳こぶしが迫り襲いかかる。

「きゃぁああああッッ!!」

　紅葉の叫び声が、千ち桜さの耳を打つ。

「委員長!?」

「ただの天翼フエアリアが出て来るな！　雑魚が！」

　五依は苛いら立だった声で紅葉を殴り落とした拳をうんざりとした態度で振るう。

　地面に墜おちた紅葉の側には、同じように落下していたアイリスが駆け寄る。命に別状はないようだ。

　安あん堵どと同時に、千桜の胸中に怒りが灯ともる。

　五依はそれに気付かず得意気に話し出す。

「鬼灯ほおずきだけではなく、天てん輪りんまでのこのこ姿を現すとは！　まさに僥ぎよう倖こうだ！　貴様も殺して王おう器きを頂くとしよう」

「……やれるものなら、やってみなさいよ」

　そこには部屋で落ち込んでいた少女の姿はない。

　千桜の口から怒りを孕はらんだ声が漏れる。

「わたしの大事な人ひと達たちを傷つけた落とし前、つけてあげる！　千里まで響け『雷らい轟ごう輪りん』！

　全すべての罪を清めよ『天てん風ぷう輪りん』！」

『!?』

　千桜の腰から下がっていた四の輪のうち、二つが外れ、宙に静止する。

　怒りを込めた燃えるような瞳ひとみを、五依や六む依え、七なな依え──そして、月げつ歌かへと向ける。

　そこに迷いはなく、大切な人を守るための戦闘意欲しかない。

　もう彼女に、最愛の姉と戦う迷いはなかった。

　その気持ちに呼応するように二つの輪が光を放つ。

　空間を歪ゆがめる程の霊れい子し力りよくを周囲から集め、轟ごう音おんを響かせる。

「魂ごと蒸発しなさい……ッ」

「えっ!?　ちょ！　これやばくない！」

「……ッ！」

　六む依えと七なな依えが、千ち桜さの迫力と集束する霊れい子し力りよくに動揺する。

「落ち着け！　霊子力を注ぎ込み霊れい子し陣シエルを展開しろ！　月げつ歌かは火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみを！」

　五い依よりの指示に、皆が突き動かされた。

　月歌は死まかる返がえしを最大にして自身と火之[image: ]具土神の身を守る。

　千桜は構わず力を解放する。

「レーザー・マキシム！」

　両輪から放たれる致死の光線。

　千桜は霊子力を両輪に送り、機械や人体に致命的なほど大量のマイクロ波を放射しているのだ。

　とっさに六依が、姉妹たちを麻あさ糸いの三み勾わで包み、さらに皆で霊れい子し陣シエルを構築。

　千桜の攻撃になんとか耐える。

　問題は火之[image: ]具土神だ。

　その巨大な体たい躯くを、月歌の死返のみでは覆いきれず足や肩など一部が光線に晒さらされる。

　結果、その歩みが遅くなった。

　千桜は火之[image: ]具土神の異変を見逃さない！

（やっぱり！　いくら神の欠片かけら──神鉄から作り出された禍マガ津ツ鬼キとはいえ相手は機械！　マイクロ波を浴びてただで済むはずがない！）













　針の穴のような微かすかな希望が生まれる。

　もちろん王おう器き使いであるアイリスも、相手の異変に気付き、すぐさま自身のやるべき行動を取る。

「天てん輪りん！　五い依よりたちの相手は任せろ！　オマエは火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみに集中するのだ！」

「了解！　アイリスも気を付けてね！」

「はっ！　誰だれに言っている！」

　アイリスはふらつく紅葉もみじに肩を貸しながら、再度空を飛ぶ。

　繭のように周囲を麻あさ糸いの三み勾わで覆っている五依たちに、追撃をかける。

「今度は貴様たちが墜おちろ！」

　アイリスは片腕で、鬼灯ほおずきを振るう。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　麻糸三勾で覆われている五依たちは、プラズマに包まれ地面へと落下して行く。

『…………!?』

　悲鳴はプラズマが作り出す爆音で掻かき消えてしまった。

　一方──千ち桜さは火之[image: ]具土神へと向き直るが、その前には最愛の姉である鏡かがみ月げつ歌かが立ちはだかる。

「月歌お姉ちゃん……」

「…………」

「わたしは月歌お姉ちゃんを乗り越える……ッ」

　覚悟と共に千桜は空を駆ける。

「ガンマナイフ！」

　狙ねらい定めて爆発を起こすが、死まかる返がえしも使わず簡単に回避されてしまう。

『レーザー・マキシム』は霊れい子し力りよくを喰くうため、火之[image: ]具土神用においそれとは使えない。

　また敵側の数は圧倒的に多い。

　月歌は王器である死返が使いたい放題。

　さらに千桜は火之[image: ]具土神の相手までしなければならない。

　現状、彼女の勝率は限りなく低い──にもかかわらず、千桜は眼めに闘志の炎を宿し飛び続ける。

（状況はわたしが不利。霊子力も残り少ないし、大抵の攻撃はお姉ちゃんに弾はじき返される。唯一、この状況でわたしに有利な点は……）

　千桜は脳神経が焼きつくほどの速さで、思考を回転させる。

　自身が持つ技能、技術、霊れい子し力りよくの残量、ｅｔｃ──全すべてを加味して現状を打破する作戦を立てる。

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみが雄叫おたけびを上げ、腕を振るう。

　炎を纏まとった腕から、火炎が千ち桜さを目掛けて襲いかかってくるが、彼女はギリギリで回避する。

「ガンマナイフ！」

　攻撃してくる火之[image: ]具土神を一度、思考から切り離し、目の前の障害である月げつ歌かだけに集中した。

　爆発の連続を隠かくれ蓑みのに、月歌へ向けて不可視のレーザー攻撃。

「……ひと、ふた、みよ、いつ、むゆ、ななや、ここのたり、死まかれる人も生き返りなむ」

「ッ!?」

　しかし、彼女は死まかる返がえしで器用に、視認できないはずのレーザーを反射してみせる。

「相変わらず、出で鱈たら目めな力なんだから！」

「…………」

　妹の愚痴も気にせず、月歌は機械のように彼女を追い詰めていく。しかも火之[image: ]具土神を庇かばいながらだ。

　並の搭乗者にできる芸当ではない。

　二人の実力差は明らかだ。

　それでも千桜は諦あきらめない。

（タイミングを計って……チャンスは一回だけッ）

　千桜は自身の利点を最大限に生かす切っ掛けを狙ねらい続ける。

　そしてついにその時が来た！

　若干、月歌の火之[image: ]具土神へのフォローのタイミングがずれる。

　千桜はその隙すきを逃さない。

「あまねく世界を照らせ『光こう牙が輪りん』！」

　千桜の腰から下がっていた四つの輪のうち、一つが外れる。

　千桜は月歌、火之[image: ]具土神を睨にらみ付け片腕をかざす。

「ファントム・イリュージョン！」

「!?」

　叫びと同時に千桜が複数体に分裂する。

　その数は百体以上！

　千ち桜さは『光こう牙が輪りん』の力を使って、複数体に分裂したように見せたのだ。そして、そのまま月げつ歌かへと突撃する。

　さすがの月歌も面食らったが、すぐに気持ちを立て直す。

「……ひと、ふた、みよ、いつ、むゆ、ななや、ここのたり、死まかれる人も生き返りなむ」

　死まかる返がえしを展開し、上下左右どこから千桜が攻撃をしかけても対応できるような態勢を取る。

　だが、彼女に向かっていた攻撃全すべては偽物、ただの幻だ。

「ッ！　しまっ!?」

　月歌は珍しく声を荒らげる。

　千桜の狙ねらいに気付いたからだ。

「もう遅いよ！　月歌お姉ちゃん！」

　千桜は背後に置き去りにした月歌へと言葉を残し、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみへと迫る！

　彼女の狙いは──鏡かがみ月歌の打倒ではなく火之[image: ]具土神の破壊。

　千桜が月歌より有利な点は、『守るべき相手がいない』ことだ。

　そして、自身の命と引き替えにしても火之[image: ]具土神を倒せばいい、という点だ。

　千桜は『ファントム・イリュージョン』で幻を大量に作り出し、月歌の眼めを欺く。そして、本体は火之[image: ]具土神に両手で触れるほど接近。

「ぐうぅうぅ……ッ」

　ジュッと、肉を熱い鉄板で焼くような音を耳にする。

　千桜は炎を纏まとう火之[image: ]具土神へゼロ距離で、『レーザー・マキシム』を叩たたき込むつもりでいるのだ。

「千里まで響け『雷らい轟ごう輪りん』！　全ての罪を清めよ『天てん風ぷう輪りん』！」

「させない……ッ！」

　狙いに気付いた月歌だったが、千桜はすでに技を出す寸前まで来ている。今いま頃ごろ駆け寄っても間に合わないし、攻撃も届かない。

　通常の方法ではだ。

「ひと、ふた、みよ、いつ、むゆ、ななや、ここのたり、死れる人も生き返りなむ！」

　さらに彼女は自分で、

「神じん代だい流りゆう、神かみ代よ七なな代よ意お富お斗と能の……」

　死返を蹴けりつける！

「羅ら刹せつ尖せん剄けい！」

「!?」

　まるで月歌はカタパルトで発射された戦闘機のような急加速で一息に千桜との間合いを詰めてくる。

　さすがにこれは千ち桜さも予想していなかった。

「きゃぁ！」

　月げつ歌かは急加速したまま、攻撃をしかけようとしていた実妹を蹴けり飛ばす。

　千桜はパチンコ玉のように吹き飛び、地面へと叩たたき付けられる。

　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ破壊のため、霊れい子し力りよくを『レーザー・マキシム』に注いでいたためとっさの防御が疎おろそかになった。

　ダメージに頭を朦もう朧ろうとさせながら、さきほど月歌がやった攻撃に戦せん慄りつする。

　月歌は千桜まで続く進路上にある空気を極力死まかる返がえしで排除。これにより空気抵抗を極限まで減らした。

　さらに自身の背後に死返を設置し、全力で蹴りつける。

　同時に死返で力の方向を操作し、蹴りのエネルギーを推進力──急加速を得るためのカタパルトにしたのだ。

（理論上は可能だけど、そんなこと人にできることなの……ッ）

　ここまであの王おう器き中、もっとも扱いが難しいとされる死返を使いこなすとは……。

　恐らく死返を使用した王器使いで、月歌ほど使いこなすことができた人物はいないだろう。

　千桜は実姉の底知れぬ実力に気付かぬうちに鳥肌を立てていた。

「千桜ちゃん……」

　月歌が、火之[image: ]具土神を連れて地面に倒れている千桜へと近づく。

「せめて苦しまないように殺してあげる」

「月歌……お姉ちゃん……ッ」

　まだダメージが抜けきらず、体が自分のものとは思えないほど重い。

　火之[image: ]具土神が右腕を硬く固める。

　その拳こぶしには大地すら一瞬で蒸発するほどの熱量が集中する。

　今、千桜があんな一撃を受けたら確実に絶命するだろう。

「天てん輪りん!?」

「逃げてください、篠しの原はらさん！」

　アイリスと紅葉もみじもなんとか千桜を助けようとするが、五い依よりたちに阻まれ、それもできずにいた。

　千桜は思わず目をつぶり、身を硬くする。

　火之[image: ]具土神がためらわず、全力の一撃を振るうが──




　その頭部に強力な一撃が叩たたき込まれる。

　拳こぶしを後ろに引いていた火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみは、予想外の攻撃を受けてバランスを崩す。

　巨体が尻しり餅もちをついたせいで、地面が揺れる。

　皆が火之[image: ]具土神に一撃を入れた人物へと視線を向ける。

　そこには──幽閉されていたはずの神じん代だい暁あき人とが天翼フエアリア姿で飛んでいた。






　■六章　神かむ威いの神しん化か






「あ、暁人……ッ？」

　千ち桜さは呆ほうけたような表情で、上空に居る暁人を見上げている。

　暁人は千桜の視線に気付き、微苦笑しながら手を振る。そんな彼へ一番最初に噛かみついたのは五い依よりだった。

「馬ば鹿かな！　なぜ神威がココにいる！」

　王おう器き使いであるアイリスを相手にしているにもかかわらず、視線を暁人に釘くぎ付づけにして絶叫する。

　五依は誰だれが見ても分かるほどに狼ろう狽ばいしていた。

「あの隔離室は人の腕力どうこうで破壊できる代物じゃないはずだ！　どうやって出てきたんだ神威！」

「どうやってって……」

　暁人は言い淀よどむ。

　まさか夢か、現うつつか……『破門されたはずの妹いもうと弟で子しである女め鳥どり伊い予よが部屋に現れて、オレの勾まが玉たまを手渡してきた』なんて話しても五依はきっと納得しないだろう。

　暁あき人とは考えたすえ、冗談交じりに、

「親切な妖よう精せいさんが鍵かぎを開けてくれたんだよ」

「よ、妖精!?　何かの暗号か……まさか内部に裏切り者が!?　いや、だが、あそこに居るのは禍マガ津ツ鬼キたちのみ。内部の裏切りなどありえない。では妖精とは……」

「なにを真に受けてるんだよ。妖精っていうのは冗談だから。とりあえず色々あってあの隔離室から出ることができたんだよ」

　生き真面目まじめな五い依よりは、暁人の冗談を真に受け、真剣に『妖精』について考え出す。暁人は呆あきれながら、彼女の台詞せりふを否定する。

　五依は『妖精云うん々ぬん』が冗談と気付き、『くぅ……ッ』と恥じらい、頬ほおを赤く染める。

　彼女は誤魔化すように咳せき払ばらいをして、暁人へ問う。

「ま、まぁいい。隔離室からどうやって出たのかは後でたっぷりと聞かせてもらおう。それより答えを聞かせてもらおうか、我らの仲間になるのか？　それとも滅びると分かっていながら一時の感情に流されて我らと敵対するのか……さぁ！」

「オレは……」

　事情を詳細に把握していない千ち桜さ、アイリス、紅葉もみじたちは五依の問いかけに言葉を詰まらせる暁人に思わず注目してしまう。

　先程まで繰り広げられていた激しい戦闘は一時停止。

　全すべての耳目が暁人へと注がれる。

（オレが選ぶ答えは……）

　そんな中、彼は目をつぶり胸中でずっと考え続けていた自身の答えを反はん芻すうする。

　本当に間違っていないか、正しい答えなのか、その道を進むことがどれだけ困難なことか──それら全てをひっくるめて、歩む覚悟が自身にあるのか、と。

　暁人は再び目ま蓋ぶたを開き、真まっ直すぐ世界を見つめる。

「オレは……五依たちの仲間にはならない」

「そうか……愚かな選択を。一時の感情に流され、結局は多くの犠牲者を出すというのだな。まったく、王おう器き使いといえど本当に人というのは愚かな生き物だ」

　五依は酷ひどく落胆した表情で愚痴をこぼす。

　だが暁人は彼女の言葉も否定する。

「五依たちの仲間にはならないが、人類を救うことも諦あきらめない。オレは五依たちのように、誰だれかを犠牲にするんじゃなくて、オレなりの方法で人類を救ってみせる……ッ」

　暁人は五依たちの『大を生かすには、小を殺す』ではなく、誰も犠牲にせず人類の滅亡を防ごうというのだ。

　これが暁あき人とが悩み続けて出した結論。

「ば、馬ば鹿かな！　犠牲を出さずに今の人類を全員救うなど神にだって不可能だ！」

　その答えを五い依よりが激しく否定する。

　日本にある黒柱に眠る神ですら、復活するためにエネルギーを必要とする。

　それは目を覚まさせるためには、少なくない数の生いけ贄にえを差し出すしかないことを意味する。

　なのに暁人は犠牲を出さず、滅亡に直ひた走はしる人類を救おうというのだ。正気を疑われない方が無理というものだ。

　彼は神かむ威いの柄つかを痛いほど握り締める。

「たとえ神様だって不可能だとしても、オレはこの道を進むと決めたんだ。もうこれ以上、あの日のオレのような思いを誰だれにもさせたくない……ッ」

　敬愛していた鏡かがみ月げつ歌かが死亡したと聞かされ、世界を失ったと錯覚するほど絶望した。

　だからこそ暁人は、月歌の願った世界──『いつか禍マガ津ツ鬼キを全すべて倒し、誰も傷つかない世界を創つくる』を自分自身の手で叶かなえることを誓った。

　願いを叶えるため、未いまだに適性者が出ていなかった最強の王おう器き・神威を手に入れるべく無謀な挑戦をした。

　異常侵食現象を乗り越え、文字通り、命をかけてここまで来た。

（その覚悟を今更、曲げられるほど器用じゃない）

　だから、人類が滅びの道へと向かっているのならそれごと救おうというのだ。

　一人では無理なら、仲間達に頼ればいい。

　篠しの原はら千ち桜さ、五いつつ橋ばし紅葉もみじ、アイリス・アクアリス、他ほかにも多々居る。

　暁人は決して一人ではないのだ。

　やる前から諦あきらめるなんて、物わかりのいいマネはしたくない。

　もしそんなことができるなら、月歌の夢を引き継ぐなんて大それた覚悟なんて、初めから抱いたりはしなかった。

「……何を言っても無駄のようだな」

　暁人の不退転の覚悟に、五依が諦めの溜ため息いきを漏らす。

　彼の思いを覆すのは不可能だと悟ったのだ。

　五依は不機嫌そうに顔を歪ゆがめる。

「せっかく生かしてやったというのに……ならオマエも死ぬがいい、神威ッ！　行け！　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ！」

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　暁あき人との一撃で尻しり餅もちをついていた火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみが、五い依よりの言葉に従い立ち上がり襲いかかる。

　もちろん暁人の不意打ちでは、神鉄で作られた火之[image: ]具土神の体には傷ひとつついていない。

　それでも暁人は怯ひるまず、神かむ威いを握り直す。

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　火之[image: ]具土神の豪腕が唸うなる。

　暁人は神威で攻撃するわけではなく、回避に専念する。

　五依にはその姿が、彼が手も足も出ず逃げ回っているように見えた。

「あはははは！　威勢のいい啖たん呵かを切ったわりにこの程度か！　火之[image: ]具土神！　そのまま神威をゴミ虫のように叩きつぶせ！」

　しかし暁人は五依に罵ののしられても、怒りや動揺はなかった。

　目の前に巨大な火之[image: ]具土神が迫っても彼の瞳ひとみには諦てい観かんも、怯おびえもない。

　ただ静寂な力強さだけがある。

　暁人は深く、静かに息を吸い、吐く。

　神威を再び握り直す。

　まるで剣の先端まで血が通っているかのように暁人は感じていた。まるで神威が自分の体の一部のようだった。

　太陽を背に暁人の口から自然と声が響く。




「一ひ、二ふ、三み、四よ、五い、六む、七な、八や、九こ、十と──」




　暁人の体、神威、全すべてが太陽のように輝き出す。




「布ふ瑠る部べ、由ゆ良ら由ゆ良ら止と、布瑠部……！」




　この祓はらえ詞ことばこそ、『ひふみ神しん言げん』。

　アイリスに習い、何度も千ち桜さと一緒に練習したが、ただ霊れい子し力りよくを大量に吸われるだけでまったく成功しなかった。

　アイリスは言った。『王おう器きに意識を集中させ、自分の体の一部と考え扉を開くように王器の力を引き出す』と。

「おおぉぉおおおぉぉおぉっぉおぉおぉぉぉッ！！！」

　暁あき人とが吼ほえる！

　彼の覚悟に応えるように『王おう器き中、最強の王器』と呼ばれる神かむ威いが反応し、心を通わすことができた。

　結果、自然と『ひふみ神しん言げん』が口から朗々と漏れ出たのだ。

　そして神威は神しん化かし──神じん器きとなり、暁人という人間を神の領域へと引き上げる！

　アイリスのときのように天翼フエアリアの形状は変わらなかったが、黄金色の光が暁人の全身を覆う。

　変化はそれだけでは終わらない。

　暁人を包み込んでいる光が、千ち桜さや紅葉もみじ、アイリスにまで伝でん播ぱしたのだ。

　彼女たちも同様に黄金色の光に包まれる。

　しかし五い依よりは構わず、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみを突撃させる。

「た、ただ発光しているだけではないか！　構わず叩きつぶせ！」

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　火之[image: ]具土神は命令に従い拳こぶしを振り上げる。暁人はその一撃を回避せず、楽々と神威で弾はじき返す。

「馬ば鹿かな！　火之[image: ]具土神の一撃をそんな簡単に──ッ！」

「どうやらオレの『ひふみ神言』は基礎能力を大幅に引き上げてくれるものらしいな」

　それだけではない。

　千桜が光り輝く三人の中で影響をもっとも顕著に受ける。

「凄すごい……壊れていたはずの天てん輪りんが直ってる」

　千桜は第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで『天輪』を破損させてしまった。そのため現在は本来の性能の二割以下しか出せずにいた。

　その天輪が、神化した神威の力で一時的に修復されたらしい。

「これなら……ッ！」

　千桜は腰から下げていた四つの車輪を解放。翼を広げて飛び立ち、眼下に蠢うごめく禍マガ津ツ鬼キたちに視線を向ける。

　禍津鬼たちに意識はない。

　なのに彼らは千桜に視線を向けられると、捕食生物を前にした小動物のように震えた気がした。

　彼女は構わず告げる。

「──全禍津鬼、ターゲティング完了！」

　一瞬にして、火之[image: ]具土神を除いた全すべての禍津鬼に照準を合わせた。

「千里まで響け『雷らい轟ごう輪りん』！　全すべての罪を清めよ『天てん風ぷう輪りん』！　あまねく世界を照らせ『光こう牙が輪りん』！　闇やみに沈めよ『終しゆう宵しよう輪りん』！」

　千ち桜さの圧倒的霊れい子し力りよくが、四つの車輪によってさらに加速する！

「ガンマナイフ！」

　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみを除いた禍マガ津ツ鬼キが、全て一撃で爆砕されてしまう。だが、千桜にとって別に驚くべきことをしたわけではない。

　全盛期の天てん輪りんなら、これぐらいの数の敵を殲せん滅めつするのは文字通り一瞬だった。

　彼女だけではない。

「我が剣技から逃れられた者はなし。刃の露となりなさい！」

「くッ！」

　紅葉もみじは藤とう花か社製・Ｆ一一中距離長刀『狂きよう華か』を振るう。

　先程まで苦しめられていた七なな依えのオプションも、六む依えの麻あさ糸いの三み勾わも面白いように切断していく。

　狂華に流れる霊子力が圧倒的に強くなっているお陰だ。

「暁あき人とさんの霊子力が流れてくるのを感じます！　まるで暁人さんに全身を包まれているような気がします。ふふふ……今なら誰だれにも負ける気がしません！」

　紅葉は頬ほおを興奮で紅潮させ、絶叫する。

　彼女はまるで狂華を手足のごとく自在に操った。

　六依は無駄だと分かっていながらも、霊子力を全力で込めた麻糸三勾で狂華を搦からめ捕ろうとするが、まるで紙細工のように切断されてしまう。

「もう！　なんなのよ！　ただの天翼フエアリアの癖に強くなり過ぎでしょ！　反則よ、こんなの！」

「多勢に無勢で攻めてきた貴女あなた方に言われたくありません！」

　紅葉は六依の愚痴を一喝し、さらに狂華を振るった。

　六依、七依の不利を悟った月げつ歌かが助けに入ろうと、翼を広げるが──

「行かせん！」

「ッ!?」

　目の前に足止めするように複数のプラズマが作り出される。

　アイリスが月歌と対たい峙じする。

　不意の攻撃だったため、死まかる返がえしで弾はじき返すこともできず翼を止めるしかなかった。

　月歌はアイリスへ視線を向ける。

　彼女は意地の悪い笑みを浮かべていた。

「まさか神かむ威いがこの短期間で『ひふみ神しん言げん』を習得するとは驚いたぞ。その力の片へん鱗りん、死まかる返がえしで試させてもらう！」

「……そう、でも私にはどんな攻撃も無意味。全すべて弾はじき返す」

　月げつ歌かは死返を全力で展開。

　アイリスからどんな攻撃を受けても対応できるように集中して全神経をとぎすませるが、彼女は不敵に笑って見せた。

「どんな攻撃も、か……ならば、神かむ威いとアイリス、二人の力を刮かつ目もくするがいい！」

　彼女は鬼灯ほおずきを機嫌良さげにくるりと一回転させる。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　アイリスは月歌相手に、小細工無しで正面から挑む。

　月歌も逃げず、その挑戦を受けた。

　二人の間の空間が歪ゆがむが、すぐに消失する。

　驚くことに、死返の一部が空間消失と一緒に無くなっていた。

「!?」

　これにはさすがの月歌も驚きよう愕がく。

「どうだ見たか、神威とアイリスの力を……ッ」

　アイリスは月歌のそんな反応を楽しげに観察する。

「どうやら神威の力で、鬼灯の基礎能力が格段に向上しているようだ。お陰で小規模ながらアイリス自身が『ひふみ神しん言げん』を使わなくても、空間に穴を穿うがつことができたようだ」

　アイリスはにやりと不敵に笑う。

「火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみはともかく、さすがの死返も空間の歪みを弾き飛ばすことはできないようだな」

「くッ……!?」

　アイリスの指摘通り、いくら死返が王おう器き中、最強の楯たてだとしても空間の歪みを弾き返すことは不可能。

　むしろ防いでいる火之[image: ]具土神が異常なのだ。

　死返は性質上、防御特化のため攻撃が苦手である。

　敵の攻撃が防げなくなると、月歌は極端に攻撃方法が制限されてしまう。

　死返の弱点だ。

　アイリスはそのことに気付いており、月歌へと挑戦的な笑みを浮かべる。

「さぁ、今までの借りをここで全て返させてもらうぞ」

　アイリスは鬼灯をくるりとバトンのように一回転。

「死者を導く、大花を咲かせ！　鬼灯！」

　力強く柄つかを握り締めると、大きく振りかぶった。




　▽△




「馬ば鹿かな！　こんなことがあっていいのか……ッ！」

　五い依よりは黄金色に輝く暁あき人とを相手に奮闘していたが、誰だれの目から見ても敗北は避けられなかった。

　匂におい、音、移動する際の空気の流れすら完全に消し去る天あめ埜の逆さか手てで、姿を消そうとするがその前に暁人の手で潰つぶされてしまう。

　力を使う隙すきがないのだ。

　五依は自身の置かれている現状に激怒する。

「一ひと依え姉さまから十分な戦力を与えられ、幾重にも策を準備したというのに！　たった一人の王おう器き使いごときに私の用意した作戦が潰されるなんて！　そんな理不尽なことがあっていいのか!?」

　だが、現実は揺るがない。

　神かむ威いの『ひふみ神しん言げん』により、自分自身どころか仲間の基礎能力までをも圧倒的水準へと高める。

　それはまるで太陽が、暗雲を振り払い、地上に生きる存在全すべてを輝かせるように。

　天からの恵みのように。

　可能性のひとつとして、準備した包囲網を一部食い破られ逃げられることは五依も想定していた。

　その時は基地を押さえて禍マガ津ツ鬼キ側の領土を広げればいい。

　しかし、包囲網を食い破られるどころか、このままでは五依たちが暁人たちの手で敗北させられてしまう。

　鞘さやに包まれた状態の神威で五依は殴り倒される。

「ぐっは！」

　彼女自身には反撃する力はない──が、まだ逆転の手段は残っている。

　五依は口から血をこぼしながらも、鬼気迫る声で叫んだ。

「火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ！　私たちの被害は無視して、こいつらを始末しろ！」

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　五依は自分たちの身の安全より、暁人抹殺を優先したのだ。

　彼女の指示で火之[image: ]具土神は、全身に炎を灯ともす。

　まるで熔とけた鉄のような赤銅色。

　その熱量は空気が焦げてしまいそうなほどだった。

「暁あき人と！　ここはわたしに任せて！」

　暁人の『ひふみ神しん言げん』で全盛期の力を取り戻した千ち桜さが、勢いよく声をあげる。

「千里まで響け『雷らい轟ごう輪りん』！　全すべての罪を清めよ『天てん風ぷう輪りん』！　あまねく世界を照らせ『光こう牙が輪りん』！　闇やみに沈めよ『終しゆう宵しよう輪りん』！」

　彼女は火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみを睨にらみ付ける。

「レーザー・マキシム！」

　千桜が、マイクロ波を放射する。

　ただの禍マガ津ツ鬼キなら、これで倒すことができるのだが──

「そ、そんな……ッ!?」

　火之[image: ]具土神はマイクロ波を浴びながらも、ものともせず豪腕を振るう。巨大禍津鬼が放つ熱量に、熔けた大地がマグマとなって飛び散る。

　慌てて千桜たちは回避に専念。

　五い依よりが勝ち誇った声をあげる。

「あはははははっは！　馬ば鹿かめ！　本気を出したＳＳＳ級禍津鬼が、そんな子供だましの技に倒されるものか！」

　火之[image: ]具土神が五依たちに被害が及ぶのも顧みず力をふるい始めた。そのせいでその周囲の空気は焦げるほど熱せられる。

　結果、千桜が放った必殺の『レーザー・マキシム』は十全に火之[image: ]具土神へと届かない。

　レーザー兵器の弱点は霧や煙、陽炎かげろうなどを通過すると散乱して威力が大幅に減衰してしまうことだ。

　もちろんいつもなら、『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りん』の補助で大抵の散乱は補正されるのだが、今回火之[image: ]具土神の熱量がそれを上回った。

　腕を振るうだけでマグマを作り出すほどの高熱ならしかたのない結果だが……。

　かと言って、減衰させないため先程みたいに密着状態から『レーザー・マキシム』を叩たたき込むわけにもいかない。

　霊れい子し力りよくの大半を『レーザー・マキシム』に注ぎ込むため、火之[image: ]具土神が発する高熱を防ぐ余裕がないのだ。

　唯一、火之[image: ]具土神へ対抗できる力を持った千桜の手詰まりに五依は勝利を確信する。

「あはははっははは！　思い知ったか、人間風情ふぜいが！」

　戦場に五依の勝ち誇った笑い声が響き渡る。

　彼女は喜々として叫ぶ。

「貴様たちが神の僕しもべである私たちに逆らうことなどできる筈はずがないのだ！　我々に矛を向けた罪を悔やみながら屍しかばねをさらすがいい！」

　戦況を推していた千ち桜さ、アイリス、紅葉もみじも彼女の言葉に反応し、悔しそうに奥歯を噛かみしめてしまう。

「大丈夫」

『!?』

「オレたちは負けないよ」

　唯一、暁あき人とだけが自分たちの勝利を疑っていなかった。

　なにか確証があって出た言葉ではない。

　ただ胸に響く思いが、自分たちの勝利を疑わせなかった。

「皆で力を合わせれば、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみを倒すことだって、世界中の人々を助けることだって不可能じゃない」

　暁人は目を閉じ、イメージする。

　数度、呼吸を繰り返し気持ちを落ち着かせる。

　彼は息をそっと吐き出すような柔らかい声音で告げた。

「天から授けられし、天てん槍そう。大地を作り世界にその姿を示せ──天あめの沼ぬ矛ぼこ」

　初期状態の黒鞘から、飾り気のない槍やりへと姿を変える。

　色は柄つか、刃まで黒い。まるで初期状態の黒鞘が単純に槍の形になっただけのようにも見える。

　暁人は天高く舞い、槍に意識をさらに集中させた。

　槍に暁人の全身を覆っていた黄金色の霊れい子し力りよくが集まる。

　先程まで星ひとつない闇やみ色だった槍に日が差し込むように、暁人の全身を包んでいた黄金色の霊子力が全すべて集まった！

　今では刃から柄まで、はち切れんばかりの黄金色に包まれる。

「行くぞ！　禍マガ津ツ鬼キぃいいぃいいいいぃッ！」

　暁人は身を投げ出すように火之[image: ]具土神へ向けて急降下！

　大量の霊子力に反応して天あまの羽衣はごろもが加熱！

　白く燃えさかる炎のように巨大化する。

　さらに初速は音速を突破！

　手にしている天の沼矛も暁人の声に呼応するように、黄金色に強く輝き出す。

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみも、回避せず胸の前で腕をクロスして真っ正面から暁あき人との突撃を迎えうつ。

　天あめの沼ぬ矛ぼこと火之[image: ]具土神の腕が接触！

　爆発するような衝撃波が周囲に広がる。

　暁人は叫ぶ。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ角つの杙ぐい！　螺ら旋せん暈がさね・槍そうううぅぅうぅぅううぅぅぅううッ！！！」

　槍やりの柄つかに右掌底を叩たたき付ける！

　日本の黒柱の下に眠る神片から作り出された禍マガ津ツ鬼キ。

『ひふみ神しん言げん』の力で神域に入ることができた神かむ威い。

　無敵の防御力を誇ると思われていた火之[image: ]具土神の腕にヒビが入る。

「!?」

　五い依よりがそのヒビに気付き、目を丸くする。

　ダイヤモンドでダイヤモンドの原石を削るように、神片から作り出された禍津鬼を神域に到達した神威によって破壊する！

「いっけぇぇえぇぇぇぇえええぇぇぇ！」

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　火之[image: ]具土神の腕は砕かれ空中に舞う。

「馬ば鹿かな！」

　五依の絶叫が戦場に響き渡る。

　だが、暁人の怒ど濤とうの攻撃はそこまでだった。

　腕を破壊した時点で天の沼矛から黄金色の光が弱まっていく。

　暁人は体から、魂から急速に力が失われていくのを自覚するが──こうなることを彼はすでに予想していた。

「暁人！」

　背後からの声。

　振り返らずとも分かる。狙ねらい澄ましたようなタイミングで、追いかけてきた千ち桜さの手が暁人のに重なる。

　千桜に分け与えられた黄金色の光が、天の沼矛へと移動。再び槍に輝くような黄金色の光が灯ともった！

　暁人と千桜、二人の王おう器き使いが手を重ね合い、火之[image: ]具土神の胴体を貫くため再び加速する。

「「貫けぇぇえっぇえぇぇ！」」

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみには腕はすでに無く、二人の攻撃を防ぐ手段はない。

　黄金色の刃が赤銅色の胴体に亀き裂れつを生じさせる。

　その亀裂は時間が経たつごとに広がり、体全体へと広がっていく。

「馬ば鹿かな！　馬鹿な！　馬鹿な！　ありえん！！！」

　五い依よりが髪を振り乱し、絶叫する。

　彼女の声に重なるように、

『グウォッォォォォォォオオォォォッッ！』

　火之[image: ]具土神が再度、叫ぶ。

　まるで断末魔だ。

「「うおぉおおぉおおおぉぉぉぉおおおぉおおッ！！！」」

　暁あき人と、千ち桜さの雄叫おたけびがさらに重なり合い、火之[image: ]具土神の体を貫く！

　二人が貫いた背後からは、細かな破片が花びらのように舞う。

『ォォォォォォオオォォォッッ……』

　胸に大穴を開けた火之[image: ]具土神は、体中から吐き出していた高熱すら停止。

　両りよう膝ひざを地面に付け、ゆっくりと崩れ落ちる。













　そして爆発。

　光の奔流が、巨大禍マガ津ツ鬼キを包む。

　光の嵐あらしの中、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみの体が崩れていくのが見える。

『グァア……ァォォォォォォオオォォォッッ……』

　火之[image: ]具土神の声が小さくなっていく。

　光の中に溶け、崩れ、細分化して消えていく。

「う、嘘うそだ……」

　その光景を見て今回の作戦責任者である五い依よりは、独り呟つぶやく。

「この世界に三体しかいない最強戦力の一角であるＳＳＳ級禍津鬼が倒されるなんて……」

　五依にはすでに戦意は無く、呆ぼう然ぜんと眺めることしかできなかった。

　月げつ歌かの手が肩に触れて、ようやく正気に戻る。

　五依は悔しげに俯うつむき、手のひらを痛いほど握りしめた。

　彼女の周りに、六む依えや七なな依えも集まる。

　五依はぐしぐしと目元を強引に拭ぬぐう。

　そして彼女は暁あき人とたちを噛かみ殺しそうなほど強い目で睨にらみつける。

「これで終わりだと思うな、王おう器き使いたち──我々は何ど処こにでもいるし、何度でも現れるのだから」

　七依がオプションのひとつを崩壊中の火之[image: ]具土神へと飛ばす。

　オプションが火之[image: ]具土神の重要部品を破壊したせいか、大爆発。辺り一面が炎の海となる。

「神かむ威い、いや神じん代だい暁人……ッ。貴様だけは私の手で殺す！　絶対にだ！」

　五依は燃えさかる炎の中、捨て台詞ぜりふを残す。

　そして月歌も──

「二人とも……待っているから。貴方あなたたちが来るのを」

「月歌さん……ッ！」

「月歌お姉ちゃん!?」

　暁人と千ち桜さの声が、炎に巻かれ、消えていく。

　暁人はさらに腕を伸ばすが、体にはもう後を追うほどの霊れい子し力りよくは残っていない。

　燃えさかる炎と破壊され飛び散る破片に紛れ──月歌たちは姿を晦くらませてしまった。




　▽△




　五い依よりや火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの神かみ、禍マガ津ツ鬼キを撃退した暁あき人とたちはつばめたちが待つ基地へと戻った。

『ひふみ神しん言げん』の力を使用した暁人は、天翼フエアリアを維持するほどの霊れい子し力りよくが残っておらず千ち桜さや紅葉もみじ、アイリスの手を借り帰還する。

　基地へと戻った暁人たちは、禍津鬼撃退の一報を聞いて沸き立つつばめたちから熱烈に迎えられた。

　しかし出迎えもそこそこに、全員すぐに病院へ。

　王おう器きや天翼フエアリアも精密検査のため専門のドックへと持ち込まれる。

　暁人たちも病院で精密検査を受けた。

　全すべての検査が終わるのに一週間かかり、さらにその合間に戦闘の詳細を問われた。

　特に五依や六む依え、七なな依え、火之[image: ]具土神、鏡かがみ月げつ歌かについてかなり細かく、長い時間をかけて調書を取られた。

　最終的に暁人たちが解放されるまでに二週間ほどかかった。






　■Epilogue






　ＳＳＳ級禍津鬼を撃退してから、すでに二週間と数日が経過。

　神じん代だい暁人たちはようやく自宅がある人じん工こう島とう・豊とよ葦あし原はらへと帰る飛行機に乗っていた。

　千桜の知り合いである竹たけ取とりつばめの計らいで、飛行機には暁人たちしか乗客はいない。

　なのに千桜たちは暁人の側そばに座り、離れようとしない。

　一箇所に集まっているせいで、空席がいやが上にも目立つ。

　さらに撃退したＳＳＳ級禍津鬼や五依たち、月歌についての調書を、朝も昼もなく何度も取られていた。

　そのためアイリス、紅葉は飛行機が飛び立つとほぼ同時に夢の中へとおちてしまう。

　今、機内で起きているのは暁人と千桜だけだ。

　二人は背もたれを倒し、小声で話し合う。

「まったく……戦い終わった後、まさか二週間も拘束されて尋問されるとは思わなかったわよ」

　千桜が膝ひざにかかった毛布の位置を直しながら文句を呟つぶやく。

　彼女の態度に暁人は微苦笑する。

「尋問って捕まったスパイじゃあるまいし。今回の戦いでは日本の黒柱を守るＳＳＳ級禍マガ津ツ鬼キや五い依より、月げつ歌かさんが出てきたから詳しく話を聞きたかっただけだろ。それに五依たちが何をしようとしているか聞いたら耳を疑って、何度も問い詰めたくなる気持ちは分かるよ」

　暁あき人とは五依たちに捕まっている間に起きたことを全てつばめたちに話して聞かせた。

　五依たち──禍津鬼側は滅びに向かっている人類を救うため、黒柱の下に眠る神を目覚めさせようとしている。

　そのためには大量のエネルギーが必要。

　結果として人類と争うことになってしまった。それらの全すべてを聞いたつばめたちは、最初質たちの悪い冗談か、暁人自身が拘束中禍津鬼側に何か知らず知らずのうちに精神支配を受けたのではないかと疑った。

　お陰で暁人は千ち桜さたちよりやっかいな目に遭ってしまう。

　昼夜を問わず、精神鑑定を何度も受け、それこそスパイを尋問するような扱いを受けた。

　暁人としては当然の対応だと受け取り、相手側の望む全ての検査・調査を素直に受け入れた。

　その結果は、白。暁人は精神支配、汚染ひとつ受けていないことが判明。

　逆に竹たけ取とりつばめたち側は混乱してしまった。

　自分たちが命をかけて戦っている禍津鬼が、実は人類のために戦っていると知ったからだ。

　軍としての方針はともかく、彼女たちが心情的に折り合いをつけるまでかなりの時間がかかるだろう。

　千桜自身がその一人だ。

　彼女は暁人の隣で深刻そうな声音で呟つぶやく。

「まさか禍津鬼が人類を救うために戦っていたなんてね。それに月歌お姉ちゃんが賛同して協力していたなんて……」

「それでも無事だったら、連絡が欲しかったよ」

「だね……」

　暁人の溜ため息いきに、千桜が同意の微苦笑を漏らす。

　暫しばし、二人の間に沈黙が流れる。

　最初に沈黙を破ったのは千桜だった。

「暁人は本当にあると思う？　誰だれも犠牲にせず、人類を救う方法って……」

「五依たちに向かって勢いで、『人類を救うことも諦あきらめない。オレは五依たちのように、誰だれかを犠牲にするんじゃなくて、オレなりの方法で人類を救ってみせる……ッ』なんて言ったけど本当にそんな方法があるのかないのか、見当もつかないよ」

　でも──と、暁あき人とは続ける。

「それでも千ち桜さや紅葉もみじ、アイリス、皆となら神様だって匙さじを投げる不可能なことでもきっとできると思う。だから、オレは諦あきらめずその方法を探すよ」

「そうだね。皆が力を合わせれば、きっと誰も犠牲にせず人類を救う方法があるよね」

　二人の手のひらが重なり、握り締め合う。

　自然と互いの目を見つめ合い、磁石で引き寄せられるように暁人と千桜の唇が距離を縮めていく。

「……お二人とも何をしてらっしゃるんですか？」

「まったく天てん輪りんは本当に油断も隙すきもないな！」

「「!?」」

　眠っていた筈はずの紅葉、アイリスが唇を近づけていた二人を非難する。

　暁人、千桜は慌てて何事もなかったかのように距離を取ったが、紅葉たちがその程度で追及の手を弛ゆるめる筈がない。

「それでお二人はいったい何をなさろうとしていたのですか？」













「えっとね、それはその……ほら！　五い依よりたちに暁あき人とが宣言したじゃない？　彼女たちとは別のやりかたで人類を犠牲にしない方法を探すって！　その意見交換をしていただけよ！」

「それはキスをするほど顔を近づけてする議論なんですか？」

「うぐ!?」

　千ち桜さは言い訳を口にするが、紅葉もみじの一言でばっさりと切り捨てられる。彼女は露骨に狼狽うろたえた。

　さらにアイリスが追撃し、紅葉が賛同するが、千桜が反撃を試みる。

　暁人を挟んで少女たちが、どこか楽しげに言葉を交わす。

　本来、うるさい筈はずなのに暁人は自然と笑みが漏れるほど、楽しいひとときとなる。

（大丈夫、彼女たちと一緒ならきっと五依たち──禍マガ津ツ鬼キたちとは違う、誰だれも犠牲にしない方法を見付けられる）

　と、強く確信した。

　暁人は姦かしましく騒ぐ少女たちの声をＢＧＭに背もたれに体を預けて目を閉じた。


ＥＮＤ







あとがき

　皆さんどうもお久しぶりです。フェアリアを書かせて頂いております斉さい藤とうです。

　今回あとがきが一ページということでサクサク進めていきたいと思います！　それではまず、土下座から！

　はい！　今回の三巻が前巻とかなり時間があいてしまい大変申し訳ありません！　主に斉藤の手が遅かったのと私的理由（引っ越しなどでドタバタしてしまったり）などがあり、遅れてしまいました！

　読者様、関係者様、本当にすみませんでした！

　それではページも少ないので早速謝辞へ移らせて頂きます。

　まず挿絵担当のふつか様。最後まで可愛かわいいヒロインたちや格好いいメカなどを描かいて頂き誠にありがとうございます！

　担当のＨ様、Ｎ様、編集長様、校正様、営業様、書店様、本書にご尽力下さっている皆様、最後までご迷惑をかけてすみませんでした！　そしてここまでお付き合いして下さった読者様、本当にありがとうございます！

　またご縁があれば斉藤作品をお手に取って頂ければと思います。


斉藤真也











　著者

　斉藤真也（さいとう・しんや）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　６月10日生まれの双子座でＯ型。

　　引っ越しました！　でも新しい引っ越し先は、駅が近く便利ですが列車の音がうるさいのが難点です。




　イラスト

　ふつか（ふつか）

　　ただただ皆様に感謝のみ。







　　ＨＰ

　　http://dzone.aikotoba.jp/
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